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は じ め に   

佐賀大学は，農学部，経済学部，医学部，押工学部に加えて，2016年4月に文  

化教育学部を改組して，新たに芸術地域デザイン学部と教育学部の2学部を新設  

し，6学部からなる総合大苧としてスタートしました⊂，北部九州の教育研究拠点  

として，学生を［ト心に抑えた教育先導大学を目指しています。農学部は我が国の  

食糧生席基地となる佐賀平野を背見に，研究の進歩や社会の要請に応える農学・   

生命科学等の強化を図るために，2019年4月より生物背振科学科1学科の下に生   

物科学，食資源環境科学，生命機能科学，及び国際・地域マネジメントの4コー  

ス体制による専門教育を実施しています。   

農学部の教育目標は，食料，環境，生命，資源循環に関する研究や産業を支え  

る高度専門職業人と研究者を育成することです。このため，農学についての素養   

を培うために，＿基礎教育では「学部基礎科目」及び「専門導入科目」を新たに開   

講します。また，学生が抱える多様なニーズに応えるための体制を整えるととも   

に，学生参加型授業などの充実に取り組んでいます。   

この「履修の手引」は，農学部で学ぶために必須の冊子で，農学部の教育理念，  

専門教育科目の区分，カリキュラムなどが記載されています。本書を熟読するこ  

とにより，農学部における苧び方を知り，白」研樺に励んで効果的に学習してく   

ださt・㌔  

大学生措は，高等教育課程の仕上げの時期に当たります。そして，卒業後は，   

大学院に進学するか，実社会で活躍を始めることになります。皆さんを受け入れ  

る社会は，「学力」だけを求めている訳ではありません。人物としての総体的な人  

間力が問われます。このためには，サークル活動，ボランティア活動，友人との  

交流等も大切です。  

幅広い素養に裏打ちされた専門性を持ち，かつ高い人間力を備えた佐賀人草卒   

業生として皆さんが巣立つことを期待しています。農学部の教職員はそのために   

必要な支援を行います。   



Ⅰ 農学部の理念と教育・研究   



1 農学部の理念と発展経過   

農学部の理念   

地球上の牛物は，太陽からの幅射エネルギーに依存して牛きており，大隈エネルギーを化学エネルギーに変換でき  

る帖物を其軸に，様々な生物が相互に依存しあいながら生活しています。ヒトもまた例外ではなく，その存在は，他  

の牛物に依存することなくしてはありえません。食碍の車種と利用という人間の年存に直接問わる科学である農学の  

進歩は，いつの時代も，生晴の安定に大きく．拝離してきょした。そして，食棉，語源，環境など昂要な課謂が‥l柄し  

ている今日ほど．農学への卿拍が高まっている時代はありません。   

日本有数の食料生産某地である佐賀平野に車地する件賀大学農学部は，普遍的な真理を追究する科学の進歩と地域  

農業の弓削蛸こ大きく貢献LてきまLた。しかし，今，社会は様々な面で多様化が進んでおり，本学部に対する社会的  

な変紳士，科学及び技術の画面こおいて，その広がりと深さを増しています。このような社会的要諦に応えるために，   

私たちの年酒にとって丞‾益な牛物の年席・利用と環境保全に問わる総合科学である農学の茫屁にさらに貢献するとと   

もに，人相の繁栄に打離するために必要な豊かな教養と深い専門知識を備えた人材を育成することが，本学部の理念   

です。  

佐賀大学農学部の発展経過  

1951イ下〔口円和26年）上郡学部に帯学科が設置される。  

Ig55年〔昭和30年）農学部（農学科）が設置されるく）  

1956年〔昭利31年）附．屈農場が設吊される。  

1960イ下〔口円和35年）是■主苧専攻科（罠華中攻）が設潤される。  

Ig61年〔昭和36年）農業土木学科が設問される．．  

1965年〔日甜」40年）農学市攻科に農業土木専攻が設吊される。  

是■主芸化学科が設閏される。  

l肌用年〔昭和4：∃年）園芸学科が設間されるく）  

1969年〔日甜」44年）農学市攻科に農芸化学専攻が設吊される。  

1970イ下〔口円和45年）大草院里芋研究科（修士謂＝杜）が設問される。  

農学専攻科が廃l卜される．，  

19R3年〔昭和5日年）附属浅海十潟総合実験施設が設吊される。  

1988イ下〔口円和63年）だ■主学部が改紳＿され，生物生産学科と応用生物科学科の2学科編成となる。  

佐賀大学，宮崎人草，鹿児島人草を構成大学とする鹿児島入学人学院連合農学研究科（博⊥課  

程〕が設吊される（平成3牢には，琉球大学も構成大学となる。）。  

1993イ下〔平成5年）と■主宇部附属操海丁潟組合案験施設が廃止される。  

佐賀大学海浜台地生物生産研究センターが設吊される．っ  

1994年〔平成6年）性門大学の教育誹程が変更され，教養維持と守P憫ミ程の区分を廃止した4年一門教育が実施さ  

れる。   

2002年〔平成14年）総合分析実験センターが設吊される（機器分析センター改組）く，   

2003年〔平成15年）附．阻浄源循環フィールド科学教育研究センターが設置される（附属農場を転換）。  

海浜台地生物環境研究センターが設問される（海浜台地生物生産研究センター廃止）。   

2006年〔平成1日年）農学部が改組され，応用生物群学科，生物環境科学科，生命機能科学科の3学科編成となる－   

2012年〔平成24年）附属アグリ創年教育研究センターが設吊される（栴浜台地偉物環境研究センターおょび附属資  

源術環フィールド科苧教育研究センターを改細＿）。   

20川年〔平成3】年）農学部が改組され，生物質問科学科の1学科編成となる（，  

－1－   



2 農学部の組織と教育・研究の概要   

農学部の教育と研究の粗相   

農学部は，1学科（生物資源科学科）4コース（牛物科学コース，食資源環境科学コース，牛命機能科学コース，  

及び国際・地域マネジメントコース）から構成されてい圭す。各コースは碩数の教育研究分野で構成されており，合  

計で34の教育・研究分野があります。教育・研究分野は，農学部における教育研究の最小単忙で，そこでは，高度な  

専門教育と特徴ある研究が行われてい王す。他には農学部附属の教育研究施設として，アグリ創生教育研究センター  

があります。また，農学部の教育・研究と関係の深い学内共同教育研究場設としては，総合分析実験センターがあり  

ます。   

農学部卒業牛は，大学院に進学Lて，さらに深い守門的な知識を養い，高度の研究手法と理論を修得することがで  

きますL、本学部関係の大学院としては，件賀大草大学院農学研究科〔修士課和上 大学院先進性席料学研究杵（修士  

祝稗）と鹿児島大学大学院連合農学研究科（博十吉男と程）がありま十。修十誹程の単忙を取得し，論文帝充に合格する  

と，修士 ば善幸〕の学位が授与されます。仲士課捏の単位を取得し，論文布衣に合柿・すると，仲士〔農学，水産学，  

学術）の学仰が授与されます。博十誠程は鹿児島大学を設吊大学とL，佐郡大学，琉球大学を参加大学とする連合農  

学研究科です。  

罠学部間儒組織国  

－2－   



教 育 研 究 組 織  

生物資源科学科   

生物科学コース  

撒 育 研 究 分 土岬   担  当  教  ＿邑   宇内内線番号－   

穴 井 豊 昭 教授   昂725  
帖物遺伝育挿学  

渡 追 平宇 史 講師   87′11   

有 一帯  進 教授   8720  
作物生態生閂苧  

鈴 木 章 弘 教授   昂721   

一  色 司 郎 教授   87′10  

蹟菜花＃園芸学  
㊥ 辻 「」1 有 紀 准教授   8752   

果樹園芸学   山‾頗田 信 博 唯教授   昂744   

榔  相 席 教授   8723  
熱帯作物改良学  

席「」1大輔准教授  8724   

椀物代謝解析学  石丸幹二教授  昂753   

和 口 ．訳 彦 教授   8787  
動物贅沢開発学  

① lll 小 繋  一 艇教授   日735   

施設園芸学   篠：．蒔 文 上 敷授   2R一円74き弓   

作物生産学   卜 埜 帯 八 雅致授   98－22・45   

アグリ跨河百聞雅章   福 Hl 伸 二 唯教授   98－2245   

機能性捕物資源学   松 本 雄 一 訂綿1j   095≡弓－77－44R4   

動物行動粁謂苧   江 原 史 雄 雅致授   98－22・45   

帖物病制御学   草 場 某 市 准教授   8727   

椀物ウイルス病制御苧   人：島 一  里 教授   昂730   

線虫学   吉 賀 豊 司 雅致捏   87′16   

昆虫学   ｝ 」rl 洋  一 教授   8747   

システム生態学   徳 田  試 聴教授   昂792   

食資源環境科学コース  

歎 市 研 究 分 野   相  当  数 ．n   学内lノ湖東番号   

氏  神 幸 教授   8757  
環境土塀科干  

子忠 本 家 廣 助教   昂755   

生産地酪県境苧   宮 木 英 挿 雅致捏   8759   

浅海干潟環境学   郡 ‥r 益 美 唯教授   日760   

水利環揖保全学   阿 南 光 政 唯教授   昂737   

席漑科学   ① 弓 削 こずえ 雅致捏   8756   

地域環境学   原 r】 智 和 准教授   8743   

生帝環」‡封ヒ苧   上 野 人 介 唯教授   昂793   

農業生産機械苧   ㊥ 稲 葉 繁 樹 雅致授   8764   

允許源l市報学   北 垣 椚 忘 教授   8766   

施設農潔生再学   田 中 宗 i■語 教授   昂79R   

－3－   



生命概能科学コース  

教 育 研 究 分 野   担  二■う  教 ．n   学内内線番せ   

（糖 浜 啓  一 教授）   
日77′1  

生化学  ¢ 辻 田 忠 よ 討帥】i   昂77l  

本 島 浩 之 即」教   8796   

伸 明 教授   8773  
機能高分子化JT二   

上 田 敏 久 唯教授   昂789   

小 林 元 人 教授   8779  
応用微生物苧  

後 席 正 利 教授   8780   

分了一生命科学   桶 谷 正 樹 助教   昂782   

永 野 午 年 j雅教授   8898  
分了一細胞生物学＊  

肯巨 田 僻 輔 肋教   8785   

川 村 嘉 応 特性教授   昂7fi3  

藻類・ベントスー丁二  木 村  工 講師   8496  

折 田  亮 特性助鞭   日763   

休  信 行 教授   昂751  

牛物資源利用Jljご＝  ㊥ 野 間 誠 司 雅致捏   8749  

＝ 村 幹 英 特任准教授   37－6786   

食品化学   問  措こ．卓 吉脚巾   昂776   

清  祥一郎 教授   87吊3  
食掃安全学  

光 武  進 准教授   日706   

食晶栄養化学   永 尾 晃 胎 教授   昂7き‖   

渡 追 弔 一 教授   095≡i－77－4484  

天然汽源化学♯＝－  川 添 粛 徳 特任准教授   0955－77－ノ‖侶ノl  

川 口 真 一 特性助敢   0955－77－44日4   

＊総合分析実験センター，＊＊アグリ押l±l三教育研究センター  

国際・地域マネジメントコース  

教 育 研 光 分 野   担  当  教  員   学内内線番号   

食情ビジネス開発学   辻  一 成 雅致控   8731   

地域質脱字   中 井 倍  介 唯教授   8739   

人類牛態学   稲 佃］  司 教授   日73日   

㊨巴）席 村 美 穂 雅致控   8728  
地域社会間詔学  

藤 井 直 紀 特仕助敢   8494   

㊧は教育委昌，0は学生委員をホす。  
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（1）コースについて   

農学部偉物贅価絹斗学科では，激変する社告情勢，地域社会からの要請，また性門大学の将来構想に応じた，総合的  

かつ有機的な体制で農学部の特色ある鞭育研究を強化，発展させる4つの専門コース（生物科学コース，食資源環境  

科学コース，牛命機能科学コース及び国際・地域マネジメントコース〕を設吊Lて教育研究を実施している。1牢次  

では，農学某樺教育及び専門導入教育を施し，某樺学問をしっかり身につけた2年次より専門コースに配属するレイ  

トスペンヤライゼーションに上り．幅広い分野の大学教育に触れながら自らの適作や関心などに展づき出口を吉識し  

たコースをi翠机できる仕紳．みになっている。  
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（2）生物科学コース   

地域の特色ある偉物資源を活用Lた，高付加価値の新規農席物や荊■枯椰の開発や効率的で収ゴ舟件の高い農催物生席  

虹附細孔軋 また多様な生物と環境との問わりや，新たな機能性を持つ生物素材の産業利用に関する教育研究を行う。  

本コースでは，世界有数の遺伝資源コレクションであるミカン亜科柄物，約4万椰のダイズ突然変異体，日本布地で  

採集した数百の野蒜仰体等を活用した研究を推進し，オリジナルブランドの閃光や，食品・化粧品竿の機能性素材へ  

の応用に上り地域の新指業市h如こ貢献する。性門県の特種物である米，性門乍等の牛物質源の開発，保存，育柿から，  

榊：物病原菌，ウイルス，昆虫類等，農業生産に相関する多様な生物の機能解析，さらにフィールドを晴用した実際の   

年席・加工技術に至るまでの，幅広い学問分野をカバー十るプログラムを提供する。  

惜物遠伝育種学分野  

効率的に帖物の遺伝的改良を進めるために，多様な遺伝摂源を利用した交雑育掃壮はもとより，突然変異体等を用  

いた有用遮伝子の探索及びその機能解析，ゲノム情報を利用Lた分子マーカーの作成・選抜法の開発，遺伝子孤換作  

斗如〕作■■】1といった広範な技術を含む分子育挿法についての教育と研究を行う。  

作物生態生王翌学分野   

人類の年存と発根に必須である農作物の発育整理や，仏師牛封ヰならびに野生捕物の牛存戦Ill引こついての解析を深め，  

それらの成果を作物生産と環境修復へ応用するための教育t研究を行う。旦体的には，環境と調和した農業を見据え  

て，作物と微生物〔根粒菌や菌根菌〕による典牛に関する研究を行う。また，イネやダイズ等の主要農作物を対象と  

して，安全で多収穫のための栽培理論と技術及び品柿間発についての研究を行うゎ  

茄莱花井園芸学分野   

野菜及び花の■仏和改良亜びに効率的な繁殖技術の開発，柄物の系統進化上捕物とl輝類との甘恨典年系の解明と野牛  

榊：物の保全について教育t研究を行う巾 土なテーマは，！畔菜及び花の遺伝分析，ゲノム解析，細胞質円換，系統分軌  

跡恨共生系の逓化解明，生物多様仲條全である。  

果樹園芸学分野  

ミカン並科捕物におけるゲノムレベルの分間体系構築，常緑・落葉果樹双方における花芽形成機構，果実生理機能，  

健康機能性成分等の解明及びそれらの成果を応用Lた栽培技術あるいは新品秤の開発について教育・研究を行う。最  

近の研究テーマは，花井形成タンパク質，カンキツ由来の生柴，ミカンワイン，香りに関するものである。  

熱帯作物改良学分野   

発展途⊥【天＝こおける農業の発展と年活水準の向上に貢献することを視野に入れながら，熱冊・範熱帯作物の晶秤改  

良と，これらの作物の生眉且を向上させるために必要な栽培環境の改善について教育■研究する。また，熱帯・亜熱  

肺の環境保全に配慮Lた作物栽培様式や，バイオレメデーションの教育・研究も取り込んでいる。  

惜物代謝解析学分野  

帖物成分の解析，生産と加⊥をもとにした新しい機能性食品，医療，また化粧品素材の開発を行っている（一旦体的  

には，（‖食■姑牛理活作物貫の分析，単離と怖造解析，（2）組織培養や遺伝子導入に上る丞‾用物質の代謝制御と効率的  
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生産，（3）矧吼 微生物感染昔のバイオ処理による柵物成分の高機能化と新規代．対物生産，などの研究である 

動物賃滑開発学分野   

われわれ人矧ま家蕗家禽や愛玩動物との長い照史の中で，動物贅源からさまざまな恩恵を受けてきた。本分野では，  

最新の遺伝子⊥華やバイオテクノロジー，コンピュータテクノロジーを用いた，これらの動物の育掃改良，有用遺伝  

子の探索，また．年荊細胞を効率的に利用する技術開発のための教育と基礎研究などに取り組んでいる。  

施設間芸学分野  

施設間芸事は，作物の生育には最適とは言えない［然環境から作物を僻地することにより，作物生産の質と吊を高  

めることを目的とした学問分野である。我々は，柄物工」易や施設園芸の隼席性向⊥に質するた捌こ，柄物生理学や微  

気象学を某礎としたアプローチによる環境制御技術の開発や菊酒栽培の高度化などの研究を幅広く行うとともに，太  

陽光型捕物工場施設を教育の」易とLて活用Lて行く。  

作物生産学分野  

下水由来堆肥ヤクリークの藻†調など地域由来の生物系賢蹄を用いた汽源術］肯里の農業生産について教育・研究をお  

こなう。イネ，ムギ，サツマイモ，芝草をおもな対象とし 作物の生育特性を利用することにより化学的に合成Lた  

跨材を必要としない雑草防除壮の味竜などを目指している。  

アグリ資源開発苧分野   

保有‾する逓伝哲況やゲノム情報を利用Lて育秤技術や栽培技術の開発に取り組みながら，多様化する消費者ニース  

に対応した件賀大学オリジナル品挿の育成を目指す。また，アグリ創生教育■研究センターの広大なフィールドを活  

用Lた菓臣量的な教育・研究も併せて行う。  

機能性植物資源学分野  

機古臣性食品・化粧品の素材となる葉用帥物や梅吉臣性農産物，野生遺伝語源を材料に，栽培技術の確キや新品挿の育  

成，丞‾用成分の高臓儒化．加工・貯扁引こ伴う成分変動に関する教育と研究を行う。また，これらの原料を円いた機能  

性食品・化粧品の開発や普及に関する実践的な教育・研究も行う。  

動物行動胃王翌学分野   

農業に上るヒトの健康や福祉の向⊥に寄与するため，農業資源であるウシやヤギなどの家ホを障帯を持つ人のケア  

の手段として括用する方法に関する教育研究を行う。また，限られた環境で生活している家畜のストレスケアに関す   

る研究を行う。  

惜物病制御学分野  

病気による片別乍斗勿の被吉はきわめて大きい。捕物病頂苗の7叩fI以上は糸状菌（カビ）であるが，この分野では柚物  

病原l札紆状菌を対象とし その自然界における生活や楠物に病気を起こサメカニズムの郎明を分子遺伝学的手法を用  

いて行う。さらに，二れら研究成果を応用し，環境に負荷を与えない新たな防除法の開発に向けた教育一研究を行う。  

惜問ウイルス病制御学分野   

病原ウイルスは，農作物に感染Lて致命的な挟病を引き起こす。ニの分野では，地域や世界中で植物に甚大な被害  
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を与えているウイルスを解明するだけでなく，ウイ／レスの分子進化や生熊宇的などの解析を行い，ウイルスがどの様  

に病原件を把得Lて地域，日本そLて世界中に拡散Lてきたのかを解明する。また，ウイルス，摘軌 媒介年物の相  

互作用や共生関係についても様々な角度から探査し，其礎的そして応用的な側面から将来のウイ／レス病防除法の開発  

を目指L，人類とウイルスとの共存に向けた教育と研究を行う。  

揺虫学分野  

普段はラ主意してみる機会が少ない⊥備中などには，生晴様J‥じが異なる確虫（ネマトーダ）が非常に多く生汚し，人  

間の生活と匠標的・問標的に深く問わっている。線虫半分野では，多秤多様な線虫類について，教育と研究を行う．。  

主な研究テーマは，（1〕柵物に寄生して被害をもたらナ線虫の生理生熊と制御，（2）昆虫に寄生する確虫の感染機構，  

共生剋菌との相互間係，害虫防除への利用，（3）丞‾明渦に牛思する門水線虫の牛態と役割の解明である。  

昆虫学分野  

地球上で最も繁栄している軸物といえる昆虫は，発育や生存に有利な様々な特性を持っている。この分野では，昆  

虫の年酒や行動上の神性について，寄牛，変態，休眠，食欲，ストレス応答，生態防御などの生理現象に焦点を絞り，  

生化学的，さらには，分子生物学的に僻明する。旦体的には，（1）昆虫の諸特■性を制御する脳内遺伝子の発現解析，   

（2）昆虫牛理惜件タンパク質・ペプチドに関する作用機作の解明と医動物薬への応こ用，（3）寄牛件昆虫の寄生戦略につ   

いての分子レベ／レでの解析，（4〕昆虫のストレス応答遺伝子の解析，（5）環境や人畜に対する悪影響のない生理括十生物  

胃を利用した害虫防除法の開発，などについての教育と研究を行う。  

システム生態学分野  

地球上げ）生物多様性は碩純な生物問の相互作用による共進化によって生み‖されてきたゎ したがって，環境保全や  

年物質顕津田呆の立場からも，牛物群集を牛物問ネットワークシステムとしてとらえ，生物多様性の創出・維持機構を  

解明することが薫蜜な課腰匿1つとなる。この分野では，動物と帖物の相互作用を中心に，生物問の相互作用の脚体  

群・群集年態的研究ならびに牛物の年酒史昭博に問する行動牛態学的，進化生態学的研究を墟Lて，生物多様性の創  

■■lい維持横柄に関する教育と研究を行う。  
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（3）食資源環境科苧コース   

地球剋棺剖届である環境保全，エネルギー，農業牛席システムに問する先端技術の開発と利用を推進する教育，研  

究を行なうことで，地域社会からの需要に応える農業の技術革新を先導し，地域の農業某盤を支える。農業欄械，柄  

物工場やコンピュータ等のIT技術，また土壌や環境水の分析化学等，農業生撞こ関する先端技術を幅広く学ぶこと  

で，地域即朋儲現場をリードする実践力を養成する。  

環境土壌科学分野   

農業にとって最適な土壌環境を保全する為に必要な，土中の水分や溶質等の物腎循環の予測，現場モニタリング手  

法等について教育・研究を行う。  

生産地監環境学分野   

この分野では，農村地」或における牛席地瑞及び環境保全に関わる教育と研究を行う。主なテーマは，（1）火力畢電  

所の産業廃棄物である石炭灰の有効利用，（2）地盤沈下や斜面崩壊などの佐賀平野の粘⊥他部対策，（3）有田キャンバ  

スと連携Lた陶磁器粘土の開発とその機能性評価，（4〕地館内部の非破壊モニタリング技術の開発，（5）ICTを駆使し  

たデータ離軸型農業の指値などである。  

浅瀬干潟環境学分野   

拍と陣の境界に位置する浅海十掲域は，地球上で最も牛物牛席件の高い」易所で，魚介類や鳥類など多くの年物が牛  

息している．，ニの分野では，浅海下開城の環境特性と機能及び保全について教育・研究するb 主な研究テーマは，（1）   

技術十潟域のエコシステムと物質循環の解明，（2〕十潟の保全と丞‾効利用である。  

水利環境保全学分野  

∩然と人間の「吋附ことって最適な状備に水を管理しながら利用する技術の碑市は，水の惑星と呼ばれる地球におい  

て大きな祝題である。ニの分野では，農業農相の水質i瞭と水環境の問題を「利水」と「治水」の両面から捉え，水を  

有効に利用するための計l帆 管理及び制御と水環境の保全について教育・研究する。  

渾漑科学分野   

世界の水質源の大半は農業用水として食料年席に用いられている。眼りある水資源を守りつつ，食料の牛牒作を向  

上させるには農地に二旨ける水管理を点i酎ヒすることが不可欠である。また，農業用水には食料生産のみならザ，周岡  

の環境にブラスの景三甲を及ぼす機能がある。本分野では，「農地における消費水長の定員†ヒ及び水管理技術の高度化」  

及び「農業用水が有する環境保全機能の評価」について鞭育・研究を行う。  

地域環境学分野   

農業と環境保全に寄与するため，物質動態予測モデル及び農地管理技術の開発ならびに地域資源の農業への活用技  

術について鞄育・研究を行う。  

生産環境化学分野   

環境中に存在する“匂い（におい〕’’という化学物問を分析化学的・官能的に解析し，牛席環境における問題の解  
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決をH粁した教育・研究を行う。  

農某生産愕博学分野   

食料牛席力の増大や労力の輯減における農業機械の役判は大きく，情報通信機器の低価格化やi酎言環境の整備に上  

る農業の技術革新が起こりノ⊃ノつある。ニの分野では，情報t機械⊥学理論に某づいた最先端技術朝刊用，特に農業生  

席に問わる機器の高性能化・農業における情報i酬言利用・エネルギー利用効率の向⊥等についての教育と研究を行う。  

魚資源情報学分野  

居等学の他の関連分野（食品学，穀物学，脂質化学，醸造学，雅一博学，健康学，腸内細菌学，微生物代．射苧竿）に最  

先立晶のIT手法やプログラミングなどの情報学の研究手法を取り入れ，食資源の惰潮に関する教育と研究を行う。  

施設農業生産学分野  

多くの科学技術を総合的に利用しながら常まれる施設茸善業は，現代社会において鴇産物の生産と価柿・安定に大きな  

役制を果たLている。この分野では，施設農業，特に佳苗施設の装荷化，システム化及び省エネルギー化についての  

教育と研究を行う。主なテーマは（1）バイオマスエネルギーの開発と利用，（2）黄浦栽培技術の開発，（3）熊産物の貯   

蔵及びl仏間評価法の改良である。  
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（4）生命機能科学コース   

生命機能科学コースでは，ウイルスを含む微生物から高等動植物，そしてヒトに及ぷ広範な牛物について年命現象  

を探求し，その研究成果に其づき有用生物の開発と生斗勿質蹄の有効利用に関する教育と研究を行うゎ コースにおける  

教育と研ヲ引ま，生物贅源及び牛物機能の有効利用を目的としているが，多様な牛物の生命現象を分子レベルで解明す  

るという其礎的な側面と，それぞれの生物質源が持つ特異的な機能を開発・利用するという応用的な側面を併せ持っ  

ている。どちらの佃り面に力点を吊くかは分野に上って異なるが，ダイナミックな任命現象や様々な年物質源の構造と  

椀龍を，生物化学を某樺に，実験によって明らかにしていくというアプローチは共通である。学生が鞄員と共に研究  

テーマに取り込む過程を適して，生命科学について厳碓的な理解を深め，科学的に思考出火る人材の育成を目指Lて   

いるへ  

生化学分野   

生命現象の仕組みを，分子レベルで理解するためにタンパク胃及び，培養細胞やモデル年物を活用Lて，隼化学・  

分子生物学的手法を取り入れた教育・研究を推進する。主な研究テーマは，1〕タンパク質の立体構造に某づいた機  

能発現機構の解明，2）酵素の触媒反応に必要な動きと柵造の関係，3）機能伴食晶及び化粁品素材の開発，4）モ  

デル生物に二字引ナる環境ストレス認識メカニズムの解明と応用，などである。  

博吉巨高分子化学分野   

バイオサイエンスの発」J廷に質する新規分析法碓びに新規材料の開発，また，牛理活性ペプチドの機能の理解を目的  

とした教育と研究を行なう。土な研究テーマは，（1）発色反応及び蛍光現象を用いた新規な生体分析法・食品分析法  

の間取（2）生休分子及び天然物の分離分析材料への応用，（3）抗菌性ペプチド・アミノ酸誘導体の作用機構の解明な   

どであるrJ  

応用御生物学分野   

有‾用御車物の分離．微生物の牛封削勺な機能発現機柿の理解とその応用について研究を行う。主な研究テーマは，（1）  

乳酸菌，酵愕菌，麹菌の探索分離と育柿（2）微生物による有用物質生産，（3）微生物菌帯解析等である。  

分子生命科学分野   

タンパク貫の機能解析上り（i）牛命そのものや，（立〕人工的に困難な化学反応を環解L，得られた知見を稚業・創  

葉分野へ還元することを目指した教育と研究を行う。工な研究テーマは，〔∋先端磁気共鳴法による生物無機化学研究，  

・②ラジカルS刷酵素スーパー ファミリーの機能梢道角引斤，③低温適応酵素の分子メカニズムの解明及び人工酵素設計・   

開発である。  

分子細胞生物学分野   

分子細胞牛物苧や遺伝子工学などの20世紀の生命科学を牽引してきた研究手法に加えて，ゲノムサイエンスやデー  

タサイエンスなどげ）21世紀の生命科学を牽引している研究手法も柿柵拍勺に活用して，生命の秘掩を僻く研究を行って  

いる。主な研究テーマは．〔D柄物（柑こ果樹や藻類）・徴年物・昆虫 作手に農業害虫〕のゲノムの変化や多様性の解  

明，及び，②昆虫の味覚・味覚メカニズム解明である。  
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頭顆・ベントス苧分野   

摘荘・植物ブランクトン・二枚貝を対象に，摘の環塙変化等に対する応答を分子レベルで解析L，新品柿の作出等  

に応用することを目的とした鞄育と研究を行う。主な研究テーマは，1）海燕師・二枚貝の新品柿開発■増量肺に関  

する研究，2）海藻類養殖病害の牛理牛態学的研究，3）荘矧こ関連する微生物・ウイルスの分子年現学研究，4）  

二枚貝の環境応答横柄に関する研究竿である。  

生物賃滑利用学分野   

食品の流i軋 貯蔵，加工時における品質低下の防止，バイオマス及び食品の質的改良及び利用に関する教育と研究  

を行う。主な研究テーマは，（1〕農産物からの機能性物質げ）抽J11とその利用，（2）水熱処理法による榊：物系バイオマス  

の高度利用化技術の開発，（3〕二酸化炭素を利用した食品加工技術の開発，（4）性門r「fにおける微細藻類の多様作調禿，  

微割［蒲柳の培養技術開発，微斜［蒲柳利用法の開発等である。  

食品化苧分野   

牛物資源の食精とLての開発及び右‾効利用を目的として，牛物質清からの機能作成分の探索，酵素を利用した機能  

性・食品素材の開発等について教育・研究を行う。主な研究テーマは，（1）キチン質分解酵素の構造と機能及び利用，  

（2）糖質分解酵素を利用Lた機能件オリゴ糖の酵素合札〔3）抗薫菌物質の探索と開発に関する研究等である。  

魚拓安全学分野  

食品及び原料の構造研究を某にして，それらの機能性，有効利用並びに品質評帆 安全性に関する教育・研究を行  

う。主な研亨Eテーマは，（1）主に魚類を対象に，重要な生理機能を持つと考えられる糖たんばく貫や糖脂質など複合  

糖質の構造と機能に関する研究，（2）梅芦など町海燕に含まれる多糖の構造と機能に関する研究，（3）細胞月別告質の生  

理機宙臣節明に問する研究．（4）食品成分に上る細胞膜機能制御に関する研究等である。  

良品栄養化学分野  

食品の栄養成分と生体との相互作用を分子栄養学的観点から理解するとともに，ヒトの健康保持及び疾患の「防・  

改芦に最適な食物に関する教育と研究を行う。主な研究テーマは，（1）生休内における糖・脂質代謝調飾欄澗に関する  

研究，（2）生滞・習慣病を♪防する允品成分の検索と作用機序の解明，（3）健康科学，医食同源に関する研究竿である。  

天黄禿賃滑化学分野   

薦種物・バイオマスなどの天然資源を活用した化粧，品・機能性物質の開発ならびに医薬品に利用可能な牛耳活作物  

質の探索に関する教育と研究を行う。主な研究テーマは，（1〕地産語源の機能■性成分を利用した化粧品開発に関する  

研究，（2）牛理括作物胃の探索と作用機序の解明，（3）有機資源の持続的利用に関する研究等である。  

－12－   



（5）国際・地域マネジメントコース   

本コースでは，企業者マインドを持って農業縄営のビジネス矧l慣を構築L，埋牒の農業と関連偉業の振興に貢献で  

きる人材を養成するL、同時に疲弊している農【【】沖村地域の課是頁を，現場に寄り添いつつ，マクロな視点から考える能  

力を発揮できる人材の養成を凶る。さらに，いっそう逆賊するグローバル化を背景に，国際的な視野で農業・農村牛  

晴，健康間閏の解決に寄与し，佐賀地域はもちろんわが国との関係が深化している諸外国においてもその地域坂町こ   

貢献できる人材を養う。  

免震ビジネス開発学分野  

居隻某をとりまく外部環境が大きく変化するなかで，農業緯常をビジネスとして成功させるには，卓越した農業生産  

の技術を靡くだけでなく．加工や販売，その他関連する申：業を巧く組み合わせることが必要である。そのため，農業  

揮常昔には多様なマネジメントスキルが求められる。この分野では，農業生産の特殊十生という制約の下で農業緯常を  

ビジネスとLて運営する優れた能力を発揮することができる人帆 またそのような農業経営の成長を支招できる人材  

を育成するための教育と研究を主として行う。  

地域資源苧分野   

現代社会では短期的な効率の追求に上る弊筈があちこちで散見される。これはいわゆる食や環境の「問腰」の根本  

的な峠医でもあ町端的には人間の文化に拠る。こげ）課是引こ取り組むため，本分野では長期的な人間の生き方（生熊）  

を，「地域」の「資源」との問わりから考えて教育・研究する。主なテーマは，1〕自然と人間の関係における多様  

性と常i副生，2〕月割Il沖昔」‾の持続的発展，に関するものである  

人類生態学分野   

日本のみならず開署途⊥田の，開発に伴う環境・健康問題の相互間連作を明らかにL解決することを目的とする。  

疫学的調査研究に耐えるヒト柴田を長期のフィールドワークで追跡し，生物人類学や様々な環境保健学的アプローチ  

を用いて調充研究を行い．地域社会の環境・健康問題の本質である環境変化に対するヒト及び地」或社会の対応と変化  

を明らかにし 地域社会の持続可能な開発を提案ナる。調査地には日本〔特に」L州【rl地）・オセアニア・東南アジア・  

向アジアの豊山漁付部がある。  

地域社会開発学分野  

現在社会は，［然とのかかわり方について，さまぎまな間是引こ直面している。本分野では，［艶保護や環境問是百，  

農林漁業が営まれる具体的な場の社会や文化との連関のうえでこれらの問題にとりくむ。具体的には，グローバルな  

1‖：界の叶での国や地域による煮らし方の多様性，都市と農村における人々の行動様式や関係性の違い，災害や環境問  

題，家族や仕小：が抱える舘題などについて，フィールドワークをとおLて加り，それをとおLて，自分たちの牛きる  

‡土会についての新しい見方や課塁百の僻決に向けたアイデアを考案する。  
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（6）アグリ創生教育研究センター  

http：l／www．aic．ag，Saga－u．aC．jpI  

農学は，自然や地域の環境条件を十分に生かすとともに，その保全に努めながら，有益な動植物を合押的に生詫管  

理することで，人槽に必壬頁の食私モを生産し，消費者に届けることを目的とした総合科干である。本学部は，附属施設  

としてアグリ創生教育研究センター〔アグリセンター）を設吊し，穀物，歳菜・花井，果樹及び家畜等の生琵腎押，  

生産物の流通，ならびに生産環境の保全・修復において，科苧的な検証に基づいた愕業理論と実践的な帯菜技術の習   

得を目的とした総合的な教育研究を行う【   

アグリセンターは，佐賀市丸保叔にあるセンター本邦と，辟津市にある唐津キャンパスで構成される。   

センター本部は，わが国の：〕人朴柿平野のひとつである佐賀平野の北部に位置し，本学から東北へ約12kmにあり，  

実習用バスで約30分を要する。総【打積は約10tlaであり，その中に∴水札 茶園，落葉果樹園，作物・野菜間，有機野  

菜岡，飼料岡，放牧場，ガラス温室及び各挿の建物 川F先様，描泊施設，畜舎，農機具舎など）がある【有機野菜岡  

（50日〕は平成13年に国立大学として初めて農林規格・品質表示法［JAS捷］に基づく有機農産物を生産できる圃場と  

して認定を受けたもので，教育，研究及び公問言朴l与等で活用されている∩ 畜舎では肉用牛とトカラヤギが飼育されて  

いる。また，木部から北へ4km離れた背振山の金立山南l仁直り性質平野を一望できる地点に果樹園（約∈‖ほ）があり，  

世界各地から集められた約5口0碍類のカンキツ難が遺伝資源とLて維持管理されている。   

センター本別では，技術職只の陥力を得て，センター教員の指導の卜，卜記フィールド賢帝を用いたフィールド科  

学基礎某門及び遺伝贅沢フィールド科学実艶を閉講1「る。   

唐津キャンバスは，佐賀県北西部の玄界灘に而した地点に位吊し，本号から北西へ約50kmにあり，JR筑肥線煎帝樺  

駅及び唐津市内黄葉道路に近接しており，佐賀市からも福岡市からもアクセス条件に恵まれている．）総面積は約4鮎  

であり，その中に研究棟，ガラス温葺及び研究圃場がある。   

唐津キャンパスでは，地域で生産される植物質隙を利用した健康機能閉経やコスメティックサイエンスに特化した  

研究を行い，地域に集積しつつあるコスメティック産業の研究の拠点として地］成貢献をめざす。   

また，アグリセンターでは，上記実閂とは別に下記各教育分野に分属した学部学生及び人草院生の卒業論文，修⊥  

論且及び博士論文の作成指導も行っている。  

アグリ創生教育朝究センターの教育研究組織  

生物生産料学部門  

施設間芸学分野  

作物生稲半分野  

アグリ鞘即日粁］ご：分野  

動物行動管理庁分野  

健康機能開発部門  

天然質糖化学分野  

機能性植物質蘭学分野  
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掩言豊国芸苧分野   

圃場及び農業施設において，高■仏間な野菜や花を安定Lて牛席十るために必要な加識を学ぶとともに，先鞘的な年  

産技術開発に摂するための其礎研究を行う。  

作物生産苧分野   

贅源循環型の作物牛種に関する技術を解明し，圃場と川辺環境の保全に関する教育研究を行う。  

アプリ肖源開発学分野  

保有する遺伝汽源やゲノム情報を利用して育柿技術や栽培技術の開発に取り紳．みながら，多様化する消雅一肯ニーズ  

に対応Lた性別大学オリジナル品種の育成を目指す。また，アグリ創牛教育・研究センターの広大なフィールドを活  

用した実践的な教育・研究も併せて行う。  

動物行動胃王里芋分野   

農業に上るヒトの健康や福祉の向⊥に寄与するため，農業資源であるウシやヤギなどの家ホを障帯を持つ人のケア  

の手段として括用する方法に関する教育研究を行う。また，限られた環境で生活している家畜のストレスケアに関す   

る研究を行う。  

天然宵源化学分野  

農産物・バイオマスなどの天然汽源を活用した化粧品素材や機能■性物質の閃光ならびに医共晶に利用可能な生理清  

作物質の探索に関する教育研究を行う。  

機能性植物資源学分野  

有機農業における作物生産及び背理についてフィールドを活用した実時叩の教育研究を行う。  
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アグリ創生  

教育研究センターの配置図  
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（7）総合分析実験センター  

http：I／www．iac．Raga・u．aC．jpI  

佐賀人学総合分析室駐センターは，社会的な要吉利生のー如、生命科学，環境，材料等の従来の学問分野の枠に収まら  

ない裡合糎域研究やこれらに対応できる人材の育成を支揺するための組縛構築を目的として，平成14年4月1日に，  

従来の「機器分新センター」と「放射性同位元素実験室」を「機器分析分野」，「放射性川位元顛利用分野」に改組し，  

それに新設の「ライフサイエンス分野」を加えて学内共同教育研究支援施設として設立された。平成15年10月1日の  

佐賀医科人草との統合にあたり，本庄地区の総合分析実験センターと鍋島地区の動物事件施設，実験尖閂機器センター，  

RI実験施設が統合され，新たな「総合分析実験センター」とLて生まれ変わった。立横紙織は，生物賢帝開発部門，  

機器分析部門，放射性同位元顛利用部門及び平成柑年度新設の環硫安全部門の4部門で偶成されている【この統合を  

生かして木J】三地区と鍋島地区のスタッフが力を合わせて，時事封こ応じた教育研究の支桔体制や設備の一層の禦順・拡  

充を図り，本学における総合的教育研究支援を充実させていく予定である．，   

これら邦門のうち，精子祁から学部学生を受け人れ，早業研究の指導の作成指導にあたるのは，生物腎源開発部門  

（本庄地区〕及び放射性l■日立元素利用部門〔本庄地剛 である。  

生物資源開発部門（本庄地区〕   

潰伝子細換え実験に関する千両外への数百と研究支援を行っている。また，潰伝子細換え実験の教育訓練と安全常  

雅を担当していろ。   

常任教員が行っている研究は，ゲノムなどの動的な変化を明らかにすることである。また，高効率な潰伝子細灘え   

法の開発も行っている【  

放射性同位元素利用部門〔本庄地区）   

放射性物質の取扱に関する全般的な立掠を打っている。具体的には，放射線及び放射性同位元素を利用した研究・   

教育のために必要となる教育訓純，本庄地Fの放射性同位元素実験室（1くⅠ実輪宝）及び放射性物質の安全管理など   

を行っている。   

専任教員が行っている研究は，昆虫の味党・嗅覚メカニズムの解明である【また，柄物を食べる昆虫にとって必要  

な柿物由来の味，匂い化合物を解析するため，分析機器を用いた研究を行う予定である。さらに，昆虫のモデル生物   

であるキイロショウジョウバエを材料とし，代謝と昆虫の食べる行動の問係について亙什兜しているr、  
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（8）全学教育機構   

佐門大学は，「新たな教養教育」を中心とする全学教育を支える中核的組織として平成23年4月1日に「佐田大学  

全学教育横柄」を設置した。   

下記の教員は，性門大学全学教育機構に所属し，農学部から学部学牛を受け入れ，卒業研究の指矧こあたっている。  

生産地盤環境学（近藤文恵）   

分野の内香は，P9を参照すること。  
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業科目の区分   



1 授業科目の区分と卒業要件   

揮某科目の区分   

本学部で単位を認定される授業料目は，『必修科目』，『選択必修科目』，『選択科目』及び『自由科目』のいずれか  

に区分される。  

1．『必修科目』は，卒業要件〔下記のア卒業密作』の項を参照）とLて名コースが棺修を義務づけている授業料  

Hで，必修科目の単位を修得しなければ卒業できない。   

2．『選択必修科目』は，卒業要件とLて各コースが指定した授業科目群の中で指定された単位数を修得しなけれ  

ば卒業できないL、   

3．『選択科目』は，各コースのカリキュラム表に掲載されている専門科目のうち，必修科目及び選択必修科目を  

除く全ての授業料Hである。   

4．『自由科目』は，他学部及び農学部で開講される授業科目のうち学生が所属しているコースのカリキュラム表  

に掲載されていない授業料Hである。修得した［由科目の単位は，専門科目の選択枠Hとして認定されるが，卒  ｛」′■、  

業要件とLて算入できる単位は，各コース10単什までである。  

卒業要件  

農学部を卒業するために必ず修得しなければならない軽業科目の最低値特車位赦（卒業要件という）は，各コース  

とも1銅単位である。卒業要件となる単位の内訳は，下の表に示されているょうに，教養教育科目が29単忙，守門教  

育科Hが97単位である。教黄鞄育科目の履修方壮については，「全学鞍育機構屑幡の手引き」を熟読すること。  

卒業判定   

教授会において卒業該当者が判定され，その結果は3月⊥旬に掲示十る。前学期終了時において，4年以上在学し，  

卒業所要単位及び要件を捕たした場合は，9月卒業（9月下旬♪定）となる。なお，在学期間には休学期間は含まな   

い。  

揮某科目区分の内訳と農学部の牢某要件  

中門教育科目  小  
共通基礎科臼  基本教養科目 イ  

芋 入  シ情  自  学  車  専  

門  ー耳∃  包ヒ   
代  

タ  
榔  門  

化  l  

芋榊・コース  ：科   「ご「L 111l 榊   

科  科  
Rラ  

社フ  
〕詫  

門  

大  
∴∵，   

と  
ロ〕  

臼 入  
l  碓  

門  
術  の  科  

科  分  ス  
分科  科  

R  分  計  計   
野  目  

生 物 科 学 コ ー ス  2  4  2  ロ   12  日   29    6  14  77  97  126  
生  

物 賢  12  日   29      1ノ1  7丁  97  126  
況  

科  12  日   29    6  14  77  97  126  
ナ∵† 甲  
料  

コ  ス  2  4  2  ロ   12  日   29    6  14  77  97  126   

備考   

荘本斡売科目は，各分野から2冊一一亡以上を履修するものとする。  
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前ページの表に示されている授業料Hを帽修するにづたっては，以下の点に注意すること。  

1）英語は必修である。  

2）情報リテラシー科目は，「情報某礎概論」2単位と「情報某礎演習I」1単位が必修である。  

3）学部應辟科目について，「應曙数学」，「展碓統計学」，「物理学」，「化学」及び「牛物学」の5科目10単忙のう   

ち「物理学」，「化学」及び「生物学」の3科目6単位は必ず修得しなければならないゎ  

4〕守門導入科目については，「アグリキャリアデザイン」，「罠学概論」，「農業ICT学」，「牛物化学」，「栽培学汎論」，  

「⊥嘩学」，「生物統計学」，「農業繹眉宇∴「食品科学」の9科目18単位のうち「アグリキャリアデザイン」，「農   

学概論」，「農業ICT学」の3科目6単忙は必ず修得し，7科目14単位以⊥を修得しなければならない。  

5）専門科目については，必修科目を含めて，77単位以上修得しなければならない。  

6）外田人情学年は，日本語を外田語科目とLて曜修十ることができる。また，農学部履修細則の別表＼・【1Ⅰに定める   

授業料H「農学概説」，「農学演習」を選択料Hの 一部として惰修することができる。  

感情科目及び選択曲借料日一覧表  

コ  －1 ．ス  学部基礎科目  専門導入科 目   専  門  科  目   

生物科学概論Ⅰ，生物科学概論Ⅲ，植物生理学，畜霞  

苧，応用動物昆山芋，捕物育秤学，柄物病群学，食用  

作物学，l素】芸学，フィールド科学展礎実習1・Il，車  

■l■■■■－■■■  
生物科学演習Ⅰ・Ⅱ，遺伝苧，生物宇美験，応用化学  

実験，応用生物学実験，種物代．酎解析学実験T・口，  
偉 物 科 一、r：   

果樹園芸草案鰊Ⅰ・口，熱帯作物改心草案験Ⅰ・Ⅲ，  

顔菜花井園芸学実験Ⅰ・Ⅱ，柄物分子育樗学実験Ⅰ・  

Ⅱ，動物賢源開発学実験1・11，怖物病理学実験1・  

Ⅱト線虫学実験Ⅰ・Ⅲ，作物干葉騎Ⅰ・Ⅲ，遺伝腎源  

フィールド科学実験I・m，昆虫学実験Ⅰ・¶，生態  

草案醸丁・口  

環境晃礎解析一、〕モ1，J心用カツ，応用力乍演習，環境水  

アグリキャリアデザイン  
物押学  

理学Ⅰ・Ⅲ，地盤環境苧Ⅰ・Ⅱ，地球環境学，生化学，   

化  
論   英苦講読，科学英語，実験食啓源環境科学，食草源環  

学  
生物学                   食日照環境科学  H二 ＋ ＝業 ICT  苧  境科学演習，平業研究，環境水用字溝田l・¶，測地  

を含む7科目l′1単位  苧Ⅰ，実験水気圏環」先学，十壌環境科学，応用微生物  

学，遺伝学，昆山学，物群化学，有機化学，牛物有機  

化乍，分析化一、r，栄養化ノ7：   

物f判ヒ学，有機化苧，分析化学，化学実駅Ⅰ，生物有  

機化学，牛化学，酵素化学，徴牛物学，生命欄儲科学  

概説，食品衛生管生化乍実験，分子生物乍，化学某  

生命機能科学  
l－．■．・－・‾‾＝＝－  

講読，生命機能科草碑習丁・口・m，某礎棋刊，生物  

学共襟実験，中葉研究   

国際・地域マネジメント入門，フィールド科学基礎票  

国 際・地域  習Ⅰ■m，実践語草，科学英語，社会調偵実習Ⅰ■m，   

マネジメント  農利‾社会学，国際地域調査法，社会統計学，アカデミッ  

ク・プレゼンテーションⅠ・n，卒業榊究Ⅰ・n   
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2 専門教育科目の区分   

農学部で開講される市Pl」教育科目は，F学部炭価科目』，『専門導入科目』及びF守門科目』に区分される。それぞ  

れの軽業の桂瀬と閉講隼次・学期は以下のとおりである。  

学部基礎科目   

学部拭礎科目は，農学部における市門数市を受けるのに必要な白然科学全般にわたる應碓的な科目で，「基礎数学」，  

「某躍統計学」，「物理学」，「化学」及び「生物学」をいう。ニれら5科目から「物理学」，「化学」及び「生物学」は  

必ず修得しなければならない。4科目以上を修得した場合，4科目目からの科目の単忙は守門科目（選択科目）に算  

入されるビト棺悼イド吹は1イド吹前学期である。1咋灘こに単位を修得できなかった場合は2イド秋以降で昨履修することに   

なるが．他の中門科目などと重なり履修しにくくなる場合もあるので，できるだけ1牢次で修得すること。  

専門導入科目  

専門導入科目は，「アグリキャリアデザイン」，「農芋概論」，「農業ICT学」，「生物化学」，「栽培苧汎論」，「⊥壌苧」，  

「牛物統計学」，「農業経折半」，「食品科学」の9科目であり，農学全般を包括する應醍市PL悍卜目である。4コースの  

草生ともに，ニれら9科目から「アグリキャリアデザイン∴「農学概論」，「農業ICT苧」げ〕3科目を含む7科目を必  

ず修得Lなければならない。8科目以上を修得Lた場合，旨科目目からの科目の単位は専門科目（選択科目）に算入  

される。各科目の配当隼次は以下のとおりである。専門導入科目についても，できるだけ配当イド次で修得すること。  

1イl榔†期「アグリキャリアデザイン」  

1年摸期「農学概論」，「農業ICT学」，「牛物化学」，「栽培学汎論」，「土壌学」，「生物統計学」，「農業旅所学」，  

「食品科学」  

専門科目   

専門科目は農学部における守門教育の中核をなす科目であり，講義の他に，実験，実習，杭習，卒業研究などが含  

まれる。これらの科目は同 一科目でも，コースによって必修・選択・払修・う軍机の削が異なる場合があるので，屑修の  

手引などを熟読Lて，間違いのないょうにLなければならない。専門科目は2年次前学期上り順次開講される。配当  

年秋以降での履修も可能であるが，必修・選択必修・選択の別にかかわらず，できるだけ配当イド次で修得することが   

望まLい。  
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3 層 修 年 次  

教養教育科目及び守門教育科目について，農学部学年の標準的な闇値年次は，下記のとおりである。  

1 大学入門科目は，1隼次前学期に情修する。  

2 鹿本教養科目は，1年挽前学期から4年次後半期に，遇4コマ設けられた時間冊こ曜修十る。  

3 インターフェース科目は，2隼次前学期から履修する。  

4 情報リテラシー科目は，1年次前学期に講義と慣習を履修する。  

5 外国語科H（英語）は．1隼次の前・後学期に＿損語A，＿甘語B各1単位，2隼の前・後学期に英語C，英語D各   

1単位履修する。   

6 学部某礎科目は，1イド吹前学期に惰修する。   

7 軍門県人科目は，1年次前学期から1年次後半期に履修する。   

8 専門科目は，2隼次前学期から4年次後学期にかけて屑修する（外国人留学生を対象とする「農学概吉山 及び  

「農学演習」は1年次に闇値する）。  

学年別抒某科目配当  

学年  予 期  専門教育科 目  
共通真横朝日   

4  

年  

次   

3  某  
イ  

年  ン  
専門  

本  
タ  科∩  

決   
教  

1  

フ  

養  
1こ  

2  1  

科  て  
年  科  

次   目  
H  

外同語  

科目  
ロ  

年  
専門苓  

大学人  情報リテラ   入科口  
次   

門科目  シー科目   碑科目   
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4 層憤手続と単位について  

層借手続  

居等学部学生については，授業料H〔教養教育科目及び専門教育科目〕の履修手続はすべて，学生センター内の農学  

部教務係〔以下．農学部教務係）で行う。毎学期に発表される授矧時間制表に厳づいて曜修計両を立て，以下のよう  

に楕博幸続を行うrJ  

l 曜修韮録は，Wehにより行う。   

2．唱修登層蘭問は，所定の期日によるので掲示板に注意すること。   

3 学期の途中から開始される集中講義などの授業料目については，指定された期目までに同値手続を行う。集中  

講義の授業料H及び開講時期は各学期の途中に発表されるので，掲示に注意する。発表時期は，前学期が6月中  

旬．後半期が11月中旬である。  

4 各学期に・韓鋳できる科目の単位数の上限は，佐賀大学農学部帽幡細則の別表Ⅷ（P92～93）と集中講義の科目  

及び最終牢改を隙き22単忙とする。ただし，編入学牛については，林学期に登録できる科目の単位数の⊥限は定  

めない。なお，単位数の上限は状況により変わることがある。詳細はP98参照のこと。   

5 履修韮録がされていない授業料目については単位が認定されないので，注意すること。  

蛍位  

撒義教育科目及び専門教育科目の単位については，学則，教養教育科目履修規捏及び農学部囁幡細則などに詳しく  

記載されているので（学生便覧及び手引杏照），熟読すること。農学部学生の成績判定及び単仰の授与は，下記のと  

おりであるL、  

1 曜修Lた各々の授業料目につき，成績判定に合格Lた場合に，所定の単作が与えられる。   

2・授業料Hの成紆伴り定は，平素げ）学修状況，学修邦吉，論文及び試験などに其づいて行われるゎ   

3J芯掛甘 秀・俸・良・可・十：ロrの評語をもって表される。秀・僅・良・口‖ま合格，イエローはイこ合格である。100  

点澗点中錮点以上が秀，89～80点が優，79～70点が良，69～60点が可，60点木浦が不可であるゎ   

4 定期試験は，常々〔引受業科目につき，原則とLて学期末に行われる。定期試験の時間制は，試験の1週間前ま  

でに発表される。授業によっては，授業内容の理桐原を測るために，学期摸中にも試験が行われる。   

5 合格と判定された授業科目は，再び履修十ることができない。   

6 やむを得ない理由（病気，事故，天札 内親の死亡（二写揖以内）など〕で定期試験を受験できなかった授業  

科目は，担当教昌の承認を得たものについてのみ，教授会の議を経て，追試験が行われることがある。追試験を  

安けようとする㌔‾は，所定の階調を所定の期日（欠席の理由発生の日から7日以内〕までに農学部教務係に提＝  

Lなければならない。  

7 不合格と判定された授業料目については，再試験が行われることがある。再試験を受けようとする・賞‾は，担当  

教員の承認を得た穫，所定の願書を所定の期日までに農学部教務係に提出Lなければならない。再試験で合格し  

た授業料Hの評イFmま「可」である。   

8 全学教育機構で閉講される教養教育科目の追試願及び再試験については，全学教育機構の定めるところによる。   

9 佐賀大学の他学部と農学部で閉講されている専門鞭育種Hのうち農学部学生が所属しているコースの開講科目  

一覧表（カリキュラム表）に記載されていない授業科目（自由科目）は，各コース10単忙にド艮り，申P11科目の中  

の選択料Hとして卒業要件のLHこ算入することができる。  

10 次の教育職問で修得した単位は，学則，農学部別則及び「性別大学農学部入学前の既修得単作等の認定に問す  
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る内規」「留学先大草における修得単位の認定についての申合せ」げ）定めに従い，農学部教授会の講を繹て，60  

単位を超えない前岡で，事業費件となる単仰の一部とLて認定される。   

1〕他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大字を含む）で堀修した授業料Hの単位   

2〕大学以外の教育施設等で学修Lた授業科目の単位   

3〕件賀大学に入学する前に，大学又は短期大学〔外国の大学又は短期大学を含む〕で屑修した軽業科目の単位  

11転入学，編入学又は再入学Lた者の修得単位数は，教授会の議を経て認定される。  

12．曜修した授業料Hの成照は，総合情報其焼センターのパソコンで所定の期間内に各［確認する。  

棺幡及び単位認定など教務に関する事項は，その都度，農学部教務の掲示板に掲示されるので，見落としがないよ  

うに，毎日，掲示に往昔すること。  

C〉 層修手続の流れ  

手  続  事  項   手 薄売 光   時  期   

「授業時間制未」をホームページから離  
←・学生センターHF】   所定の期日（掲示による）   

課する  

惰性充環   →Ⅵ・Ch■：■により行う。   所定の期U（掲示による）   

屑修登録の確認及び修止   →Ⅵrebさ21こより行う。   所定の詔†日（掲示による）   

（江）］棺の詳細については，その都度掲示するので注意すること。  

詳しい流れは，学生便覧で確認することっ  

※ライ7Lキャンパス httT）：／／www．sc．admin．s8唱a，u．aC．jpIlive巳ampuS．html   

学生センターHP http：／／www．sc．admin．sagaTu．aC．jphikanwari．html  
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5 単位互換制度に基づく授業料目の履修   

大学間の協定に展づいて，他大学の学牛も受講できる特別な科目が開講されている。この単位互換制度に基づく科  

目の特徴は，それぞれの大学が立地条件を清かし，特に充実している分野に前点をおいた教育科目を提供しているこ  

とで，特徴ある科目を他大学で受講することができる。現在，他大学の学部及び大学院と本学の農学部及び大学院農  

学研究科との問で，単位互換制度に関する協定が結ばれている。  

学部での単位互換   

本学部が協定を結んでいるのは．高加大学，九州大学，長崎大学，宮崎大学，鹿児島大学，琉球大学であり，単位  

互換制度に某づいて，以下の授業料Hが開講される。  

学部学生を対象とした単位互換制度に塁づく揮某科目  

実施大学  授業料H・才．  単位   授  業  内  容   

琉球大苧  熱 帯 農 学  2  8月 L旬に集中で某施される宿拍実習で，西表島にある琉球大学熱＃   

ばき学部）  総合 実 習  生物圏研究センター西表実験所で，熱帯の果樹，作物，牧草，森林，  

土壌，昆虫などについての講義，裏門及び見学が行われる＝：実干ヲには，  

石垣島にある農林水産省熱帯農業研究所や沖縄本島にある東南植物同  

の見学も含まれる。   

以上の他，実施大学から屑帰寮内の通知があった場合に掲示される。  

大学院での単位互模   

本学の大学院農学研究科〔慣十舘程）は．鹿児島大学及び宮崎大学の農学研究科と大学院問の車苗互換協定を結ん  

でおり，この協定に則った農学特岩り講義が集中で開講される。講義節目及び実施時期は，その都度掲示される。  

－25－   



6 学術交流協定に基づく留学  

http：／／www，irdc．saga－u，aC，jp／   

学牛時代に博学して異文化に怯L外囲の教員や学牛と女流することは，視野を広くし，学問的な刺激を受けて非常  

に有意売である。本学部は，下の表に示した外国の大草との問で学術交流協定を締結しており，毎坪数名の学生が外  

国の大学に派遣されている。派遣対象は，3年洗車，4年次牛及び大学院生で，留学期H射ま，最長11カ月である。渡  

航旅経と留学先での生活押は日本国政府から支給される（国典留学生〕。他にも，とびたて！．TAP肌，あるいは佐賀大  

学独白の派外摺苧支援制度があり．詳細は性門大学国際交流推進センターにて公表される。招学先の大学では，そこ  

の教員の析導の下で，現地の大学の学生あるいは大学院生と同じ講兼や実験■実習などを屑修するが，単位を修得す  

るためには，受け入れ大学での学習に十分な語学能力が必要である。修得Lた単位は，一定の範関内で，本学部の専  

門科目の単位として認められる。  

佐賀大学農学部が学術交流協定を締結している外国の大学  

l司・土佗城名  人  学  ＿名   協走締結年月U   

中華人民共和国  書見州大学 生命環境科学部   2016年9月12日   

人神民何  食商人学校 農科人学   19日7年4月27U   

大韓民国  ∃舟川大草校特科大学   1997年6月16日   

人種民阿  木浦人草校 食rV，罷業技術研究センター   1997年冒月2RU   

大韓民国  牧同大苧校 テクノ科学大草   2005年12月1日   

ベトナム社会主義共和l司  カント一人草 炭相聞・ヲ巳学部   2（115年：う月16U   

タイ王国  コンケン大学 だ！主学部   1988年6月29日   

タイ土田  カセサート人学 農学部   1995年6月7U   

タイ王国  カセサート大学 帯工学部   1995年6月7日   

タイ土田  カセサート人学 押学部   1995年6月7U   

タイ王国  カセサート大草 工学部   1995年6月7日   

タイ土田  チュラロンコン人学 群学部   2仰5年12月1U   

タイ王国  キングモンクソト大学 ソンプリ校生命賢源栽術大草   2006年12月7日   

マレーシア  マレーシアブトラ人草 農学部   1989年5月1，6U   

マレーシア  マレーシア科学大学 生物件学部   1996年8月7日   

インドネシア  ガジャマダ人苧 農学部   19耶牢9月2口U   

インドネシア  ジュンデラル・スディルマン大学 帯学部   2019年10月23日   

カナダ  セントメリーキ人草 科学部   1996年7月23U   
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佐貿大学が学術交流協定を締結している外国の大学  

同・地域名   大  ちと  名   協定締紹年月H   

大韓民国   会商大学校   1991年3月8日   

大韓民国   安東大学校   1997イド12月11日   

人鞘民国   国比人学校   l別姻年こiJ」2‡＝」   

大輪民田   釜山大学校   2口00牢2月2日   

大韓民国   木浦大学校   2000年8月3日   

大韓民国   苓慶大学校   2002イド4月18日   

人鞘民国   掛川人学校   2002年8JJf）］   

大輪民田   韓国技術教育大学   2口02牢10月8目   

大韓民国   光州女子大苧校   2005年7月ト1日   

大韓民国   培材大学校   2006イド7月11日   

人抑民国   牧同人学校   2007年5JJ16］   

大神民田   大部大学校   2口07牢6月2（∋目   

中華人民共和国   華煎師範大学   19粥年5月15日   

中華人民共和国   北京⊥業大学   199糾三12月8日   

中華人民共和国   首郡R巾範人学   l別姻牢4月ほ］   

中華人民共和国   中田農貰大学   2口00牢10月17日   

中華人民共和国   遼寧師範大学   2001年11月6日   

中華人民共和国   ハルビン⊥某大学   2001隼11月12日   

中華人民共和国   襲東理丁人学   200二う年4月1］   

中う■】りヽ民共和l司   晰i・T理工大学   2口04牢9月6日   

中華人民共和国   両前政法大子   2007年10月31日   

中華人民共和国   斬江科枝幸院   2007イド12月25日   

中華人民共和国   遼寧人草   2008年4J」：iO］   

中ブ■軋u吉兆和国   温州大学   2口1日牢5月28日   

台 湾   輔イ「カトリック大学   2001年8月9日   

台 湾   国♯政治大学   200叫ミ9月13日   

台 湾   国立中興入学   2004年9JJ14］   

台 湾   田立台北大学   2口05牢10月6目   

国立煎重大苧   2006年6月30日   

台 湾   元培医事科技大学   2007イド7月6日   

台 湾   国立連合人草   2口08年8JJR］   

台 湾   文藻外語大学   2口09牢9月4日   

ベトナム社会主義共和国   ベトナム国家持業大子（旧ハノイ農業大干）   2000年12月7日   

ベトナム社会土器共和国   ノンラム大学   2006イド11月9日   

ベトナム社会主義共和国   ハノイ国家入学外国語人草   2口07年R月6］   

ベトナム社会主義共和国   ビン大学   2口11牢2月21日   

ベトナム社会主義共和国   ベトナム国家大子ハノイ校自然科早大苧   2012年3月13日   

ベトナム社会土器共和国   ベトナム国家大学ハノイ校⊥科大学   2012隼3月13日   

ベトナム社会主義共和国   アンザン人草   201二号年3月11］   

ベトナム社会主義共有」l司   カント一大学   2口1（う牢8月21日   

カンボジア工国   プノンペン王立法棒大干   2007年8月2ノ1日   

カンボジア王国   王市農業大学   2007イド11月21日   

カンボジア千国   モ立プノンペン人草   2012年11J」：iO］   

ラオ．ス人民民主典礼昨1   ラオス国立大学   2口10牢1月2（∋目   

タイ王国   カセサート大子   1996年12月6日   
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タイ千国   コンケン人草   l別摘年9J」2そ‖」   

タイ土田   チェンマイ大学   2口05牢9月9日   

タイ王国   アジア工科大干   2007年11月21日   

タイ王国   モンクット王ラカバン⊥稗大学   200糾三1月3日   

タイ千国   クマサート人草   201二i年2JJl二i］   

インドネシア共和国   ハサヌテざィン大学   2口01牢3月9日   

インドネシア共和国   ガジャマダ大学   2001年11月1日   

インドネシア共和国   サム ラツランギ大学   2002イド9月13日   

インドネシア共和国   リアウ イスラム人草   200二i年7J」2］   

インドネシア共和国   スリビジャヤ大学   2口07牢6月11目   

インドネシア共和国   ダルマプルサダ大学   2009年9月4日   

インドネシア共和国   セベラスマレット大学   2011イド3月28日   

インドネシア共和国   ジュアンダ人草   2011年7JJ15］   

インドネシア共和国   マラン国立大学   2口11牢12月7目   

インドネシア共和国   ボゴール．頂業大学   2011年12月27日   

インドネシア共和国   ジャカ／レタ国電大学   201叫三2月11日   

インドネシア共和国   プラウィジャヤ人草   2別4年4月14］   

バングラデシュ人民共和田   バングラデシュ工科大学   2口01牢4月27日   

バングラデシュ人民共和国   ラジャヒ大学   2003年5月18日   

バングラデシュ人民共和国   バングラデシュ農科大学   200叫三8月28日   

バングラデシュ人民共和国   ジャハンギールナガール人草   2口川年7月26］   

バングラデシュ人民共和国   チッタゴン工科大学   2口10牢9月30日   

バングラデシュ人民共和国   ダッカ工科大干   2013年2月20日   

スリランカ民土‡土空士売共和国   ベラデニヤ大学   199叫三11月30日   

パキスタン・イスラム共和国   コハート科学技術人草   2007年4J」27］   

パキスタン・イスラム共和国   ペシャワール大学   2口07牢11月10日   

某 国   グラスゴー大学   19粥年7月17日   

ルーマニア   アレクサンドルイオンクザ大学   2001イド9月11日   

フランス共和国   ブルゴーニュ人草   200二i年7JJl］   

フランス共有」l司   オルレアン大学   2口05牢3月31目   

フランス共和国   バイオ産業大学   2017年11月6日   

ポーランド共和国   ルプリン⊥科大学   2006イド3月3日   

リトアニア共和国   ゲィタウタスマグヌス人草   201二う年8J」26］   

ドイツ連邦共和国   プルグ・ギービヒェンシュタイン芸術デ1デイン大学ハレ   2口17牢3月30日   

オランダ王国   デザインアカデミー アイントホープェン   2016年10月19日   

フィンランド共弄口国   ユバスキュラ大学   2013隼11月8日   

アメリカ合衆国   アンダーソン人草   197阜；牢12月27］   

アメリカ合衆国   カリフォルニア大学デイビス枚   1997牢7月24日   

アメリカ合衆国   パシフィック大子   2008年2月29日   

アメリカ合衆国   スリッバリーロック大学   2012隼4月4日   

カナダ   マニトバ人草   2005年8月R］   

カナダ   ウィルフリッド・ロリェ大学   2口10牢7月13日   

オーストラリア連邦   ラトロープ大学   2003年7月31日   

オーストラリア連邦   シドニー⊥科大学   2012イド8月28日   

彙詳細については，佐里人草ホームヘーン：匝膵≡交流推進センターの学術交流協定校一覧を参潤すること。  

彙派遣留学先での修得単位の認定については，ド99の「R．留学先人草におけ別居得単位の認定についての巾合せ」   

を参照すること（、  
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Ⅲ 分属及び卒  研究履修認定   



1 コース及び教育研究分野への配属  

農学部の生物汽源科学科に入学した学生は，2作歌常幸期の初めに，生物科学コース，・食費清濁境科学コース，生  

命機能科学コース及び国際・地域マネジメントコースのいずれかに分属する。各コースに分属Lた学牛は，さらに茶々  

のコースで定められた時期に各教育研究分野に分属する。そして，各コース，各教育研究分野に分属した学生は，当  

該コース及び教育研究分野のカリキュラムを中心に体系だった授業料目を闇値する。  

∴．⊥  それぞれげ）コースで定め  拠「野馳歩合は，生野生原型嘩里旦担旦草食壁座長  

コース分属及び分野分属の時期と要件   

1 コース分属について  

コースの分属はいJJ閉りとして節1学隼（仙学期と綬章期〕の成踊をもとに，成臍偶の上位甘から順に希望される   

コースに分属する。分属方法については，教育委員上り別途詳細に説明十る。なお，特別入試に上る入学年は，入   

学時に定められたコースに分属する。  

2・分野分属について   

［生物科学コース］  

生物科学コースに分属した学生は，3年次前学期の始めにさらに各鞭育研究分野に分属し，各々の専門分野に   

ぉいて実験実習，及び卒業研究を行う。このl軋 下記の展膜を満たさない場合は原則とLて分野分軋ま保留され  

る。  

1．2年次前学期までに閉講されている教養教育科目及び守門教育科目の修得単位の合計が瞑則とLて4日単忙以  

上であることL、   

2．2年次前学期までに閉講されている教養教育科目及び守門教育科目のjgイl室料目の単位旅びに学部長碓科目及  

び専門導入科目の必fl卵斗Hの単位を軒別として修得しておくこと。  

［食資源環境科学コース］   

食資源環境科学コースに所属し，2年次後半期終了までに卒業に問わる科目の規定単位数（56単忙）以上の単  

位を修得した学生は各教育研究分野に分属する。分野分属は原則として希望調充に基づいて行うが，分野問の学  

生数のバランスが取れない場合には，2年後期までの成績評定僻（グレードポイント，GP）を参考に決定する．。  

なお，3隼次以上の学生で規定の単位数を修得した場合，その時点で分野分属を認定される場合がある。  

［生命博離村苧コース］   

牛命機能科学コースの学牛は，3牢次後期始めに，各分野に分属する。この時，下記の鹿部を満たさない場合  

は，原則として分野分属は保留される。   

1〕分属認定時までに取得可能な必修科目の単位を全て取得Lておくこと。但し 不足の合計が3科目以下の場  

合，分属を認める。   

2〕必修科目のうち，化学業斡1，化学業焼山，徴牛物学業験，牛化学実験を全て取得Lておくこと。   

3〕其本数養科目の取得単位が16単位以上であり，かつインターフェース科目の取得単位数が4単位以上である  

こと。   

4〕紐単位数日9単位以上であること。  
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［国際・地域マネジメントコース］   

国際・地域マネジメントコースに分属Lた学牛は，3年次前学期の始めにさらに各教育研究分野に分属L，各々  

の専門分野において卒業研究を行う。分野分属は頂則として，卒業に必要な126単位のうち，61単位以上を取得  

Lた者を対象とする。  

2 卒業研究履修認定と卒業研究発表会   

事業研ヲ引ま，教育研究分野に分属した学牛に射し，教員に上るマンツーマン指導の下で行われる創造的な科目で，  

農学部における教育と研究の大きな柱である。卒業研究を行うためには時間的にも労力的にも非常に大きな努力が要  

求されるため，原則とLて4年攻前学期の始めに中二捌こ必要な126単仰のうち，10口単忙以⊥慣行Lておかなければな  

らない。   

4牢次以上の学年については，100単位以上を修得Lた時点で卒業研究履修を認定される場合がある。   

編入学生については，1識字生の履修単位をもとに別途七島講する。   

卒業研究履修認定を受けた学牛は，分属した教育研究分野の指導教昌と協議して研究胱題を定め，卒業研究を行う。  

卒業研究を行った甘は，卒業年増この定められた日までに卒業論文を折導教員へ提州するとともに，卒業論文発表会で  

論文の概要を発表しなければならない。  

分属及び卒業研究履修認定の時期  

1  年  2  年  3  年  4  年  
コ ・－  ：ろ  

前学期  後学期  前学期  後学期   前学期  後学期  前学期  後学期  

生物科学  分野分属  
卒   
業   

食費盲瞭環」琵科学  
＝コ 1   分野分属  研   

ス  究   
曜  

偉命機能科一丁二  
属  

分野分属惟   
＝三〃 ll・D Jl′   

ノ」二  
国際・地域マネジメント  分野分属  
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Ⅳ カリキュラム   



1 佐賀大学学士力，農学部の目的，農学部各コースの   

目的，学位授与の方針，教育課程編成・実施の方針，   

カリキュラムマップ及び標準履修モデル  

「佐賀大学学士力」について  

「佐賀大学学士ノ」」とは，佐賀大学げ）学士課机で草督する草生が，卒業までに身につける能力を定めたものです。  

佐郡大学では，苧十力に示した能力を学牛に身につけさせることを目指し，教育を行っています。  

佐賀大学 学士力  

佐賀大学では，某曜的及び専門的な知識と技能に某づいて課顆を発見し解決する能力を培い，個人として生況  

にわたって成長し，社会の持続的ヲ芭展を支える人材を養成する。そのために，佐郡大学の学十力を次のとおり位  

置づける。  

1．塁礎的な知識と技能  

（1〕市民社会の一員として共i郎こ求められる應曙的な知識と技能  

様々な草間分野（自然，且化，社会）における某木概念や思考方法を理僻し，現代社会の諸問題を自ら♂〕   

力で合押的かつ論押的に推論し判断することができる。  

（2）市民社会の 一員として思考し活動するための抜龍   

・① 日本語による文書と会話で他者の意思を的稚に押解し，自らの意思を表現し 他宥の押解を得ることが  

できる。   

・② 英語を用いて知識を修得し，グローバル社会に向けて自らの考えを剰言することができる。   

・苦・情報を収集し，そのi両市を判断し，締切に晴用t背理することができる。   

（3〕守門分野に必要とされる共石即勺な知子哉・技能  

専門分野について，其木概念や原和を理解して説明することができ， 一般的に用いられている前費な技法   

に習熟している。  

2．課題発見・解決能力   

（り 現代的課題を見～＿】」し，解決の方法を探る能力  

現代社会における諸問題を多面的に考察し その解決に役立つ情報を収集し分析することができる。  

（2）プロフエツショナルとして課題を先見し解決する能力  

専門分野のき柴題をヲ芭見し その解決に向けて専門分野の知識ほ技法を応用することができる。  

指〕課題発見につながる協調性と指導力  

課題解決のために，他者と協調・協働Lて行動でき，また，他者に方向仲を示すことができる。  

3．個人と社会の持続的発展を支える力  

Ⅲ 多様な且化と価植相を理解し共生にl占」かう力  

購史や文化・伝統などの違いを踏まえて，平和な社会の実現のために，自己と同時に他者の立場に立って  

物事を考えることができ，また∩然環境や社会的弱イ干に配慮することができる。  
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（2〕地域や社会への奉両力と主体郡山こ苧び行動する力  

地域や社会の様々な問鰹に問心を持ち，地域や社会における自らの役割を主体的に選択・決定し，課題に   

向けて，主体的に苧び行動することができる。   

（3〕高い倫f郵税と社会的再任感  

高い愉fF師見によって社会生活で守竃べき規範を遵守することができ，社会の健全な維持・幣屈に主体的に   

寄与－する撃勢を身に†」‾けている。  

備考  

1．各項目の実施組織おょび実施上‾捷は，別ににめる。  

2．各項目に対応する授業科目の数・単位数は，学部が定めるところによる  

農学部の日田  

侍学部は帯学及び関連する干闇市白］成におし、て，多様な社会的要請にこたえうる深い専門性と幅広い素養を身に付け，   

国内外での農業及び問通産業の発展に貢献す鳥人材を養成することを目的とする∩  

農学部各コースの目的   

1．生物科学コース  

生物学全般に関する知．識を某鴨とし，それを活用した農業生物の改良，生産及び保護に必要な技術を習得すること  

に上り．田内はもとょり田際社会において，農業・食，品・環境関連種業の発k引こ貢献し，活師できる人材を育成する   

ことへ  

2．食資源環境科学コース   

自然環境及び食料牛花環塙の保全と修復，持続的かつ高付加価怖‘的な食料・食品牛澤システムの構築に貢献できる  

ことを目的とした，食料生産及び環境保全に関する専門知識と実践的活用を身に付けた人材を育成すること．J  

3．生命博吉巨科学コース   

科学的思考力を備え，牛命科学技術の応用を過Lて，食と健康の分野において社会に貢献できる人材を育成するこ   

と。  

4．国際・地域マネジメントコース   

グローバルな視野で，地域社会における牛活や生業，健康問題の解決に寄与L地域振興に貢献できる人材，及び農  

業緯常やその間連産業の持続的成長を杓うことのできる人材を育成すること。  
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佐賀大学農学部学位授与の方針   

学部ならびに各コースの目的を実現するために，佐賀人草学⊥力を踏まえ，学生が身に†、j‾けるべき以下の具体的学  

習成果の達成を学位授与の力‾針とする。また，学町に定める卒業の認定の要件を満たした者には，教授会の講を経て，  

学長が中葉を認定し，学位記を授与－する【  

①基礎的な知識と技能  

言言轄・情報・科学リテラシーに関する授業料目を履修し， 日本語と英語を用いたコミュニケーション能力を身に   

イ」十ナ，情報通†吉技術 ＝〔二11Jなどを用いて多様な十嗣卜圭を収集・分析し，科学的合f判生や科学的論理に基づいて判断   

し，モラルにロリって効果的に活用することができる。  

（訂取越発見・解決能力  

農学分野の知識・技術を体系的に修得し，農学に問わる業務を逆行する職業人としての必要な実践能力を有する。   

さらに深い学識を用いて専門分野にま封ナる謂見醐牢決に向けての基木的研究技能と研究マインドを身に付けている。  

（冨・個人と社会の持続的発展を支える力  

4年間の教育課程を通して高い倫理観と豊かな人間性を育み，社会生活で守るべき規範を順守し，白己の能力を   

社会の健全な発展に寄与しうる姿勢を身に付けている。  
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佐賀大学農学部 教育課程編成・実施の方針  

1．教育課程の栢成   

学位授与の上‾針を具現化するために，以卜の方針の1∵に教育課程を編成し，教育を実施する。   

学生が身にイ、」‾けるべき具体的な学習成果の達成を農学部の「学位摂づ－の方針」，①英雄的な知識と技能，②課   

題発見・解決能力，③個人と社会の持続的発展を支える力，として定めている。効某的な学習成果をあげるため   

に，教養教育科目と専門教育科目を有機的かつ体系的に配吊した4年間の教育課程を編成する。  

〔D應帯的な知識と技能  

教養教育において，文化・∩然・現代社会と生活に関する授業料目（主に某木教養科目），言語・情報■科学   

リテラシーに関する授業科目（外国語科目，情報リテラシー科目，大学入P11科目，鹿本教養科目）を，幅広く帽   

幡できるように西己托する。だ■主筆分野ロ〕某礎的な知識・技術を体系的に学習し，出Uに直結したカリキュラムを構   

築するために，1牢前学期に学部基礎科目を，1年後学期に専門主■7入科目を必修及び選択・だ、修科目として配吊す  

る。また，コースの専門領域を理解するための専門必修科月を配間する。3隼吹からは，各教育研究分野の独口   

件を発揮Lた多様なカリキュラムに応じた専門科目を配吊する。  

②吉光題発見・解決能力  

是隻芋分野の某礎的な知識■技術を体系的に身に付けるために宇部某澤村目〔某礎数学，物理草，生物草，化学，   

應辟統計学〕と専門照入科目（アグリキャリアデザイン，農学概論，生物化学，栽培学汎論，十壌学，農業1CT   

学，生物統計学，蹟業繹蘭学，食品科芋）を1イド次に配円する。また，専門ロ〕情報リテラシー科目や外国語秤目  

〔科学英語）を配吊する。農学分野における岩見題発見と解決能力の修得のために，情報収集・分析力，研究技能   

と研究マインド，リーダーシップを莞挿する指導力など抑養成に関する講義科軋．某鰊・演習科目及び卒業研究   

を申PL悍卜目として配吊する。農学に問する専門的な知識・技術を修得し，農学に問わる業務を逆行する職業人と   

しての実践能力を養うために，専門科目〔必修及び選択〕と実験・演習科目を2隼吹から4隼決まで体系的に配  

吊する。  

③個人と社会の持続的発展を支える力  

社会とロ〕問わりを珊僻し，持続的な［己実現を阿るための能力・習慣を身に付けるために，学部専門科目とし   

て，問題解決型学習方式で実施する演習やインターンシップを配吊する。また，横断的な学習を支援するために   

学生が所属コース指定外の科目を∩由に履修でき，修得単位の 一定範関内を専門科目の単位として認定する。各   

教育石」けE分野への配吊を3牢次に実施し，卒業研究修了まで専門的な研究環境を長期間緯顆する。その環鏡下に   

おいて学士（朋学）として十分な専門卸青砥と先端抜術を修得し，研究チームの 一員としての協調性■高い倫≡哩鞄   

と豊かな人間性を養うことを目的とLた専門科目〔卒業研究など〕を配吊する。  

2．教育の実施体制   

〔り 授業料ログ〕教育内容ごとに，その分野の授業を行うのに適した専門性を有する教員が講義■演習・実験実習等を   

担当するように掲当教員を配吊する。  

〔2）各授業料［＝こ士担1教員を閃き，碍数の担当教員により実施する授業の 一貫性を担保するなど，軽業秤目を統挿  

する。   

〔3）宇部に敢育‡旦当副宇部長（教育委貝長〕を，各コースに教育委員を田き，教育内容及び実施の照合十生・統合十生を  

凶る。  
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3．勢胃・指導の方法  

〔1）講義に上る知識の学習と，演習や実験実習による実証的学習や体こ韓学習とをバランスょく組み合わせて学習成果   

を高めるL、  

〔2）全ての学牛にチューター け旨環教員）を配置し GPAを利用した，きめ細やかな曜修指導や学習支援を行う。  

〔3）客数員は，全ての授業料目について学生による授業評価を実施し，その結果を肺まえて軽業改善報告書を作成す   

る。また，教育方法の改善のたbf）のFDを推進L．4iL教員はFD活動に朽怖的に参加する。  

〔4）各教員は，実習科目や演習科Hにおいて，可能な限りTAを採用し，学部教育の改善を図り，各章期末にはTA   

報告書を作成する。  

〔5）各コースは大学入門科目やインターンシップなどの軽業秤目において，可能な限りキャリア教育の充実を図る。  

〔6）朽コースはeラーニングやアクティブラーニング，LhノISなどの新しい教育方法を朽庫的に導入Lて，教育方法   

の改善を図る。  

4．成括の評価  

〔1）糾章票科目の学習内界，到達目標，成絹評価の方法・鹿野をオンラインシラバスに上り学利こ廿加し それに則   

した厳柿な成照評価を行う。  

〔2）定められた應姫によって学修到達度を評価し コース分属や分野分札 卒業研究履修認定を行う。  
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表 生物科学コースにおける教育目標を達成するための授業料目の流れ（カー」キュラムマップ）  

学位授与  
授  業  料  日  名  

1年前期  1年後期   2年前期  2年後期   3年前芦月  ］年後期   4年前芦月  4年後期   

暮春草丈責柑自  軍本葬責科目  暮春教責科目  写本黎責科目  

（1）  

葉語A  英語B   巽語⊂  英語D   科芋葉語  生勒信幸6処Ⅰ翌演習  

－・＝ lll■・：  
生物科学英語  

〔2）                                     情粥基I荘演習T  

生物学  農字概論   生物ヰ斗宇概論1生物科字概論Ⅱ  食品化芋  動物遺伝育種芋  

物理学  農業1⊂丁字  

生物化宇   農業完舞宇 農業生産機械宇       植物生理学   植物育種宇  

革醍教学  栽靖芋汎論  遺伝宇  柿物病理学  農芸ヒシスエマネジメント芋 罠真化学  

園芸芋  高屋芋   応用相生物芋  宋売化学  軍旺統計学   土壌芋  
生物統計芋  ■  …       喜 ■ －l  分子i芦イ云芋   分子和昭生物芋  

（3）  罠貰絹；済芋  群集生態学   行動生態芋  生物有機化芋  生物情報型Ⅰ甲演習  

食品科芋   昆虫芋  植物栄養芋  柿設園芸学  

線虫宇  熱帯作物芋  分析化芋  

根笠物苧  疏菜花井園芸学  

有椴酎ヒ章  票樹園芸芋  

動物繁殖生理学  

堵Ⅰ鼻保全型農業講  

大学人門科目   インターフエー刀工目 インターフェース叫目  インターフエー刀工目 インターフェース科目  

7ウリキーリアデザイン  生物情報処理演習  

〔1）  

生物学実験   応用化宇美邑英  分野実き英Ⅰ  分野実験Ⅱ  卒業研究  卒業研究  

2  応用生物学実験   生物情報処理演習  生物科学演習工 生物科学演習Ⅱ  

〔2）  

大芋入門科目   インターフェース科目 インターフェース珂目  インターフェース科目 インターフエー封呈旧  卒業研究  卒業研究  

生物学実験   応用化宇実根  分野実験Ⅰ  分野実．験Ⅱ  生物科学演習丁 生物科学演習Ⅱ  

（3）  

応用生物宇実鳥真   生物情幸朗些理演召  

インターフェース寧日 インターフェース事ミ旧  インターフェース寧日 インターフェース事ミ旧  

（1）  

インターフェース科目 インターフェース亭主旧  インターフェース†こ目 インターフェース事主旧  

］                                           〔2）  

分野実験Ⅰ  分野実額Ⅱ  

インターンシップS インターンシップS  

インターンシップ」インターンシップL  

インターフェース章二目 インターフェース科目  インターフェース章二目 インターフェース科目  卒業研究  卒業研究  

（3）  

分野実較Ⅰ  分野実験Ⅱ  

標準修得  

畢位芸文  
19へ■  19′－   22  22   22  22   6・～  6・・～   
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泰 阜資源環境科苧コースにおける教育目標を達成するための授業の流れ（カリキュラムマッチ）  

宇土力  授  業  料  日  名   

帯 胃   1年前期  1年後期  2年前期  2年後期  3年前芦月  ］年後期  4年前芦月  4年後期   

昂本戦恵梢巨  
（1）  

（2）   l生存情報処呼宇l   

情報基礎演習Il   

星モ芳粗宇  三景憤量仁勤娼析芋Ⅰ  

」j濾紙弓上皇」l震薫Ⅰ口苧  

l堀里芋l  L応用力苧l  
」鱒用力芋漢岩」  

化亨 Il生物化芋1  l宍品化芋1   生化芋  

品年  「‾栄桑イ詣「  

亡3）  

分析化宇  

捌甲化宇  

生物学Il栽培宇汎論l  l遺伝学l  植物育種宇 

l土壌宇l  昆虫宇r  

l農学概論l  
」旦那銅旦」  L農業生産機捕草」   

⊂二野鱒亘コ  
l大丁入門梢冒 インターフェース科∃  

2  （1）  ＝ l両ノ手叫アテサインr  ■■ 三－1二・  l  

l貿芸水利宇l土嘆琵土誰悍l  

l琵芸気象宇l机慧環唱宇Il  

l掛農水t聖宇Il  

l環境水理宇演習Il  

（三）  

L生物市機化学【l農異化芋」  

L鱒掛即膵江革」  

■‖三■■．■■－‾－・i  

「捕物某責芋1   

インターフェース科目  

鼎川七字I l測軌宇Ⅱl  l    卒塞研究   
（】）   

l測机芋演習1rl渇■冊字清書皿l  

実額水気雌環境学 

イニ′ターフ1－スI斗し」  

（1）  

インターフェース科日  

止±更＝迎」L二〔；竺二≧主壬生」  

lインターンシップLlインターンシップLl   

ヨ  （之）  

－＝＝■三ざ＝  

農芸工芋据吉浦円  

インターフェース柑巨∃  

（】）  
季蓋研究   

＝■≡：室  

単位数  
ヱ0・Y  2口【→   ヱ0・Y  20【→   ヱ0・Y  2ロー｝   5・～  4′Y   
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表 生命博吉巨科学コースにおける教育目標を達成するための搾某科目の流れ（カリキュラムマップ）  

学位授与  
授  業  料  日  名  

1年前期  1年後期  2年前期  2年後期   3年前芦月  ］年後期   4年前芦月  4年後期   

墨太柴真相日  
（1）  

打語A 真吾巳   英語⊂  

＿－コ‾ ・■ 二・  

〔之）   

1  

〔3）   

生物統計学   
化学実艶l   微生物丁実聯  

L  生化芋某輪  

大字入「1I斗日  

〔1）   ■■了フ■rl■■了フ  インターフェース科R  
デザイン  

魚信安全宇 分子生物宇  
食品禄僅宇  食品工学 生物昏源化学  
栄養化芋  食品‡那巨化芋逓伝一千工学  
寓品化宇  
分子生物学  

水圏二≡物ナ芦 
（2）  

漂葉月7  

2  

1  

化芋実箭1 化宇冥彊Ⅷ  

卒業研究  

≠：宇入門科目  

亡3）  

（1）  

インターフェース科R  

インターフ工＝ス刑日  

3  

〔之）  

生命枕能科学演習Ⅱ 

インターンシップSインターンシップし  卒業研究  

イニノタープエーメ、キil巨  

里命横酪科学演習Ⅲ 生物7基礎実囁‾ Jl  

牛命桔前科芋靖閂Ⅱ号命鞘絡柑軍頂門Ⅲ  

（コ）  

牛糞研究  

標準修得  

単位芸文  
ヱ0～  20′－   ヱ0～  20′－  ヱ0～  

生物宇…捌Ⅰ          ≡論戦給料芋渾円l  

20′－   7′－  6′－   

－38－   



表 国際・地域マネジメントコースにおける教育目標を達成するための授業料日の流れ（カリキュラムマップ）  

学位授与  
授  業  料  日  名  

1年前期  1年後期   2年前期  2年後期   3年前芦月  ］年後期   4年前芦月  4年後期   

幕末教義科目   異本乗車村目  慕太教義科目   是木菓貴国目  

（1）  

・・ ■ ▲  ・・ ■i   巽語⊂  葵語D  

情報察ぜて講習1   社会統計宇   害ほ喜喜宇  科宇葉喜喜  
〔2）  情報室樫闇詣  

生物学  栽土呂宇汎論   アジア地誌  建琶巳哩論   生鮭ノし雲長芋  農村宇土全学  

化学  農学視請   農村地理学  農村開発喜烏  言掌ビジネスマネシメント苧   人口宇  

物Ⅰ里芋  農業Ⅰ⊂丁字  農業市場；売通学   アクリヒジネス請  

墨モ琵草丈学  生物化芋   人間開発講   l謁同案且合講  

〔3）  土甥T  7Ⅰ会調査実眉1社会調査実習Ⅱ  環唱法  

農業真空踊芋   フィールド寸岬最㌍実胃1フィールト事叩昂喋案胃Ⅰ        民法Ⅳ  民法Ⅱ  

持崩科芋  同曙地域調雪法  

栽培宇汎論   押開法Ⅰ  

生物琉計芋  

大字入門科目   インターフェース鮮目 インターフェース科目  インターフェース鮮目 インターフェース科目  

アタリキャリアデザイン   ll・        ■    ＿  － ≦ ・ －‾．■‾・  比織是正史学  招営史  

環境社会学  食用作物宇   結■・ ＝・  一・i－．‡・  

匡】隙間儒学空説  農蓋生l量機械苧  農村環士鼻計画学  

許無生態学  島崎・半島塑性社会控≡育論  

他」頭再生論  畜産学  
（1）  地域マネジメント詣昆虫学  

同芸ず  干潟環損ず  

‾■⊆‾ ■■■一・■i  

栽墳頂損制御宇   熱帯作間芋  

ランドスケープ  

居村と露芸読書Ⅰ市村と岸案：市習Ⅱ  車墓研ヲEl  重宝研究皿  

2  環境と生活溝⊇Ⅰ 環境と生活演習Ⅱ  乃コデ三土・ウ・プノセン‡－シ≡ン【アコ‡÷クワ・ルセニ斤－ション［  

アジア・フィールドワーク  

（三）  

大字入門科目   インターフェース蝉目 インターフェース事］目  インターフェース蝉目 インターフェース事ヨ目  早雲澗慣：工  卒業研究Ⅱ  

アジア・フィールドウーウ  

（3）  

インターフェース科目 インターフェース事斗日  インターフェース群ロ インタープエース事斗日  牢薫研究Ⅰ  不蓋研究Ⅱ  

アジア・フィールドワーク  
（1）  

インターフ＝－ス甲目 インターフェース相目  インターフ＝－ス甲目インターフェース相目  卒業研究Ⅱ  

インターンシップS   ヲ卦堆戎インターンシップ  
〕                                                 （之）  

インターンシップL  

インターフェース科目 インターフェース拍目  インターフェース科目 インターフェース科目  卒業研究1  年某研究Ⅱ  

アジア・フィールドウーウ  
〔3）  

腰主割葦得  

単位芸文  
2D  22   16｛→26  16～26   16｛→26  16～26   5～  5′・∨   

－39－   



生物科学コース 標準履修モデル  
中Ill」ヰ‡ノし宥卜l【  

学部某研摩トR  中ドリ科口  市 
【J巨特・■r＝、物Plして＝  数柵育鞘   申仲秋   

及び化て＝必腫〉  
（闘引  ∃ 

T≧】C’l‾■■7：：1・レ：、rl叩射引   

生物科学浦習Il  
4隼投打】  10愚作   

平常研究  

生物科学活閂Ⅰ  
4隼前期  2赴任   

辛繋研究  

インターンシップS  

インターンシップ†．  

動物逓伝市碍′羊  
分野冥闇Ⅷ  

ごl二物科学英語  3隼役印】  インタ－フェ－珊R  
僻  

里物情報処＿裡演習  農薬化′苧  

栄養化学  

分子細胞生物学   

食品化宰  

動物飼養管≡埋草  

インターンシップS  

インターンシップ†．  

農業気象学  
分野案恨Ⅰ  

3年前期  科学英語  農業ビジ貴スマ貴ジメント苧インターフェース科日  
応用鴨生拘一半  

分子遺伝学  

生拘′打†租化一半  
鮎設問＝ザ  

分析化学   

生物科学概論tt  
行動生態学  

北川作物サ  植物栄養学  
柄物市柁一手  

柄物病閂凹二  熱帯作物学 某本数尭科目（1科R）  

2隼投打】  荒業花市同芸事 英．語U  
詔．碓′半 巨  

～22単位   

果甲同芸学 インターフェース科R  
J．己こ川化学業験  

動物聖姉生理学  
応用生物早雲鰊  

環境：保全型ノ甘栗論  
フィールド符号耗懸案習††  

生物科学概論Ⅰ  
耶猥生態学  

J．己こ川和物昆虫半  

何物生理サ  

遺伝ザ  2年前期  5桐イ在   

岡ニ′芋  

生物′千葉韓  

フィールド匹サ耗帝某習†  

撰′羊概論  

農業tcT学  

生物化一半  

鵜培学汎論   耗ノ仁散布科目（2科目〕   
1年綬柑】  21担任  

＿】二項■半  英語R   

生物統計学  

農業拝済′羊  

食品群一半  

生物乍  人′芋人門科目  

物押乍  耗／伝教香料日（2科目〕  
アグリキャリア  

1年前期    化サ  情報鵜侶潤満  22桐位   
デザイン  

基礎数√学  情報基侶滴屑T  

基f取綻言十サ  英語八  

車巽撃什  
6単位（3科R）  14単作（7科R〕  45糾音（23机R）   32単位（1師＝1）  2f伸位（17説R）  126単位   

jil・位  

－40－   



食資源環境科学コース 標準履修モデル  

中門導入川Lヨ  

苧冊罷群坤R  り札11j酎Lエ両軍  専門科日   
学年・糊  

中門科目   中門科目   

（必修）  膵引尺必倒  G罪択）   

教養敷布科R  
・■r＝必咤）   一 

：i′♪：・rr‘・■司f号】  

4年後期  卒業・研究  

食閂取環蝶科半間督  
4年前期  J繋芋…工学総合掃習  

早業研究  

ノ．昔整化学  

植物病野草  

ノ．！‡」・也環境⊥学  

水環境学  

干潟環境学  
科一手英語  

3年播州  測地学n  インターフェース科目   
実粗食賢源環境科学  

測地学柿平∩  

農業水文学  

C．・l岬」川苧  

インターンシシ7「S  

インターンシップ「L  

環境水理サⅢ   
食㌍間物円工苧  

環境水群字訳門口   
農村環境計両芋  

測地学Ⅰ  
同＝苧  

地球環境学 地盟環境学Ⅲ  
柄物市嘩苧  

生化学  実験水1こ国環境学  罷木教養科R＝科R）  
3年前期  柄物生≡曙学  

英一吾詳㍍■占 有穐化学   インターフェース科R   
測地サ杭習Ⅰ  

分析化学   設計・製図学  

物≡叩化学   
インターンシップS  

昆虫学   
インターンシップL  

応用微生物苧  

貴市企晶流津町■甜学  

■■■ 
■■■ 枯木哉華科目〔1科目）  

・・・ 
2年後期  ■■■  インターフェース科R  

． 
英語D  

栄養化学   環境某百難字析学¶  

フィー．rl言責＝特等茫芸子川   

哉上吾環境制御学  
環標茶礎耶析サⅠ  

農業水利苧  満本類華科目〈1担F＝  

2年前脚  難字  J票芋…1こ無学  インターフェース科目  
酬  

生．嘩情報処：印字  

フィー・t叫苧基構言習1  

農学概論  

農業ICT学  

寺田軒千汎論  

十喋サ  
某木幹築村臼（2‡用）  

1年後期  
牛物化学  争‡計佃   
牛物統計学  

上㌔業経済学  

食品科学  

生物学  燕本致華科目〈1担F＝  

飛澤蘭甘一宇  
アグリキャリアデ  

英語．・l  

1年前期    物≡印字  情報溝碍倒瀦  
ザイン  

化学  情報兢確礪滞l  

基礎数学  人苧人門科日   

ノト書聖什  
6単位（3坤R）  14単位〔7即日） 班単位（12科R〕12嵐位（6科R）  36判在（19科R）  29単位（17科R）   

単化  
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生命機能科学コース 標準履修モデル  
中門導人科l」  

学部某研摩トR  

【J巨特・■r＝、物Plして＝  
中ドリ科口  市 

数柵育鞘   申仲秋   

及び化て＝必腫〉  
（闘引  ∃ 

T≧】C’l‾■■7：：1・レ：、rl叩射引   

十三業・研究  
4年徳和  10愚作   

生命機能科学甫習Ill  

卒業研究  

4咋前期  牛物学基礎実験  3単什二  

牛命機能科学続刊Ⅲ  

分子細胞生物学  

生物督源化学  

雅称同署  番伝子工学  

3年播州  生命機龍科芋掃習1  基標放射線科芋  22世代          インターフェース科目  

中門外吾講読   コスメ帝等…苧  

韓鞘苧  

インターンシップL   

食品工学  

食糧☆全学  

微生物草実験  食品機能化幸   

3咋前期  牛化学実斡   応用祇什物幸  21嵐位            インター7ェー．ス科臼  

牛命機能科学概説   食矧流通貯蔵学  

水圏牛物学  
インターンシップS   

食品衛生芋  

栄華化学  

食品化芋  
某本数養科目（1科臼〕  

2咋後期  植物病押学  英吉行D  押迫位   
分子生物学  

インター7ェー．ス科臼  
化芋実験l  

化芋実験¶  

ノ仁物有機化学  
ノ仁化学  

酵素化学   某本数養科臼（1科臼）   

2叶前謂］  歓ノ巨物学   英語C  用量位  

物理化学  インターフェース科目   

打堕化学  

分析化学  

農学概論  

撰華TCTザ  

生物化一半  

1年綬柑】  
鵜培■半汎論   耗ノ仁散布科目（2科目〕   

21担任  
＿】二項■半  英語R  

生物統計学  

農業経済ザ  

食品群一半  

生物学  大学入門科R  

均＿理学  
アグリキャリア  

某本数薬科R（2科R）  

1年前期    化学  情報茶碍概論  22嵐佗  
デザイン  

黙膵数学  情軋和田椚円  

J詫膵統．‡1一宇  莱．吾A   

中華雫什  
6単位：（3科臼〕  1′l単・トニ′：〔7科日〕  51酎、■／二（23租臼）   甜単作／二（15科臼）  29単位（17封・臼）  1錐単位   

単位  
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国際・地域マネジメントコース 標準履修モデル  
中門導人科口  

学部某研摩トR  

【J巨特・■r＝、物Plして＝  
中ドリ科口  市 

数柵育鞘   申仲秋   

及び化て＝必腫〉  
（闘引  ∃ 

T≧】C’l‾■■7：：1・レ：、rl叩射引   

平．－某イ研ヲEn  

4年綬闘  アカデミックプレゼン  5担任   

テーションⅢ  

卒業研究Ⅰ  
アカデミックプレゼン  同際・地域インターン  5・一－7  

4咋前期  
シップ  甲一位   

テーションⅠ  

蔦村社奈苧  

人口苧  

科学英語  アグリビジネス諭   

農村社会学  協同組合論  7・・－、ノ22  

3年後期  インターフェース科目  
県凧‾と朽葉演習n  単位  

環境と／巨括洞門n   組営史  

民法n  

環境法  

生情人哲学  

葦聖ビジネスマネジメント苧  
実践語学  

膿柑と種業病習Ⅰ  
貴村環境計j可苧  

アジア・フィPノンドワークインターフコ二■－ス科目  
5へ・22  

3年前期  
環境と生活漬習Ⅰ  酬l■．・二   

インタ「ンシップSまたはL  

国際間係芋概説  

」也城門二ご1三論  

罠相関璧論  

罠杵の環瑞い惟席問題  

帖嘲・半．甘社会撞清濁  

農業生躍潤帥射手  

社会統計学  i■‾‾ 
2叶役印】  フィールド車こ字幕石琶某雪Ⅲ  

－  
単位   

社会調査某習Ⅲ  ・・・【  

県花物食品流通貯蔵芋  

食用作物苧  
組常管理論  

ランドスケープ   

アジア地誌  

フィールドドゥ某帝案やヲⅠ  

t【二条調査実習Ⅰ  通学 
12へ∫22  

2年前期  国際地域調査法  

国際・地域マネジメン  
単位   

ト入門  
競業牛耗機械学  

昆虫サ  

蔦草概論  
ノ指業ICT学  

ノt物化学  

減枠チ汎論   某本数蕪村臼〔2科巨＝   
1年後期  21単位  

土壌ザ  英訳B   

生物統計学  

農業経済苧  
食詰科芋  

竺l二物草  大学入門科R  

均埋草  
アグリキャリア  

某本数養科R（2科目）  

1叶前期    化学  情報共石酎罷諭  22量位   

基礎数学  
デザイン  

†計阻罵昭挿習丁  
基礎統計サ  英言行八  

平賀要件  √1R軒イ■：仁（2′1科目）  29耐、上（17栗1日）  126単位   
甲・イ立   

－43－   



2 カリキュラム表の見方   

専門教育科目の授業料Hが，コース別に次ページ以降の表に示されている。表の見方は以下のとおりである。  

1 各コースのカリキュラム（Curriculurn，履修課軋t）表が記載されている。学生は，［分が所属しているコースの  

授業料目を中心に闇値する。また，必要に応じて，他コースや他学部の授業料目も闇値する。  

2 コース毎に学部拭礎科目，軍門導入科目，専門科目の順に授業科目が配列されている。  

学部其礎科目及び専門導入科目は，1隼次の草生が共通して履修する。   

・学部拭礎科目の「牛物学」，「物理学」及び「化学」はjgイl室料目である。   

・専門導入科目は，「アグリキャリアデザイン」，「農学概論」及び「農業ICT学」を必ず屑惜し，7科目（‖単  

什〕以上を履修Lなければならない。  

専門科目は，各コース別にカリキュラムが開設してあるので，それぞれ所属のコースのカリキュラムを履修する。  

3 「配づ年増こ」の欄には，受講対象学隼が記載されている。受講対象学咋より下の学隼の学生は，その授業料＝を  

屑：修することができない。  

4 「単位数」の偶には，「必修」，「選択・ビ、修」，「選択」，「教職」の区分に数字が記載されているが，数字は，科目   

の単位数である。   

「jgイl宴」は，必修科目であ畑 必ず屑修しなければならない。   

「選択必修」は，選択必修科目であり，析定された科目の中から，指定された科目数を選んで同情しなければな  

らない。  

「選択」は，選択料Hであり。必修科H，選択必修科H以外の科Hで卒業要件単位に含去れるゎ   

「教職」は．教職免許状取得のみのための科目であり，卒業要件単位には含まない。  

5 「開講時期」は，学年及び開講学期に“○”が記載されている。  

6 「贅格及び免許」は，教員免許状及び大学卒駕篭に得られる哲椿を取得するために必要な授業料目の所定の欄に，   

以下の印を付けて示している。   

・「☆」の印は，「理科」教員免許のための科目である。   

・「★」の印は，「農業」教員免許げ）ための科目である．）   

なお，上記の詳細については，P55の「1 教員免許状」を参照のこと。   

・「C・」の印は，生物科学コースの科目であり，「家畜人⊥授精師」の受験費柿を取得するための科目である．）   

・「●」の印は，食費源環境科学コースの科目であり，「測最十補」の韓棉を取得するための科目である。   

・「〈＞」の印は，食日渡環境科学コースの科目であり，「⊥木版⊥背理技士」の受験費栴を取得するための科目  

である。  

・「△」の印は，食汽源環境科学コースの科目であり，「∩然件生士補」の賢柿を取得するための科目である．）   

・「◎」及び「●」の印は，牛命機能科学コースの科目であり，「食品衛牛管理者」と「食．払衛生監視員」の贅  

柿を取得するための科目である。   

※上記の詳剋については，P73の「4 大学卒業後に得られる贅格」を参照のこと。  
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中 仙 鞭：  間 ．滞  時  期  賢構及び免許  
配  
叫 凹  1隼  2年  3年  

授 業 坤 日  午  択  
備 考  

挟   必  n ノヽ  

惜  

（農学部生物資源科学科）  

〔生物科学コース）  

《専門教育科目》  

〈学部茎醍科目〉  

／巨物学  
2  ○  ☆  

物理学   
2  ○  ☆  

化学   2  ○  ☆  

荒肝数学   2 〔〕  

黙許統計学   2  0  

く専門導入科目〉  

アグリキャリアデザイン   2  ⊂〕  ★  

農サ概論   
2  ○  ★  

農業ICTサ   2  口  ★  

生物化サ   ○  

栽梧学汎論  
⊂）  ★  

学  凹  ★  

牛物税計学   ⊂）  ☆  

舵業種備考   2  同  ★  

食品現苧   
2  同  ★  

く専門科目〉  

生物科学概論Ⅰ   2  2  ⊂）  ★  

生物科苧概論Il   2  2  ⊂〕  ★  

止こ川和物昆虫ザ   2  2  C  ★  

岬物生理学   2  2  C  ★  

遺伝サ   2  2  C  ′  1・l  

食用作物学  2  ★  

間芸学  
2 2 〔〕   ★  

牛物草案斡  2  C  ☆  

フィールド且苧基礎尖習Ⅰ  2  ロ  C  ★  

抑ヤ三生態学   2  2  〔〕  ☆  

昆虫芋   2  2  ○  ☆  

綿虫芋   2  2  0  ★  

微生物苧   2  2  ⊂）  r  

柄物市稽苧   2  2  ⊂〕  ★  

何物病理サ   2  2  ⊂〕  ★  

高床サ   2  2  ⊂）  ★  ○  

行動生悼一手   2  2  ○  集中講義   

柿物栄養学  
2  2  ○  ★  

熱帯作物学  2  2  ○  ★  

読菜花井間芸学   2  2  ○  ★  

農村園芸学   2  2  ○  ★  

動物聖軒生理学   2  2  ○  ★  ⊂）  

環境保全型舵業詣   2  2  ○  ★  

応用化苧実験   2  ○  ☆  

応用生物学実験   2  ⊂）  T  

フィールド科学媒確実閂Il  2  ロ  ⊂〕  ★  

有機化ザ   2  2  C  ☆  

岬物代謝耶折半実験Ⅰ   3  口  ★  
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中 仙 鞭：  間 ．滞  時  期  賢構及び免許  
配  
叫 凹  2年  3年  

授 業 坤 日  午  択  
備 考  

挟   必  n ノヽ  

惜  

農村圃芸学某憧Ⅰ   3  「‾、．  ★  

熱粁作物改良苧実験T   3  同  ★  

茄某花井【司芸苧実験T   3  ⊂）  ★  

柿物分子合冊苧実験丁   3  ○  ★  

動服げ印甜冊語学実験Ⅰ   3  ○  ★  0  

柄物病；印字葉酸l   3  ⊂〉  ★  

綿虫′学冥晩1   3  ⊂〉  ★  

昆虫学葉酸Ⅰ   3  口  

生態学実取Ⅰ   ′  
3  ○  1・l  

作物章夫顆Ⅰ  3  ⊂）  ★  

遺伝持抑‾7イールド科学実幣Ⅰ  ⊂）  ★  

科学英語 3  2  凹  

食品化苧   3  2  ★  

動物華司兼帯理学   3  2  ⊂）  ★  ⊂）  

インターンシップS   3  ⊂）  ○  某月」試売   

帯巽気象学   3  2  ○  ★  集中試売   

農業ビジネスマネジメント苧  3  2  ○  ★  

応：用微生物苧   3  2  ⊂〉  丁  

分子遺伝サ   3  2  ○  ☆  

生物有機化サ   3  2  ○  

施設間公一芋   3  2  ○  

枇物代周寸解析学某．騎Ⅲ  3  C: ★  

果樹閉芸草案快打  3  〔〕  ★  

熱帯作物改良苧晃験Ⅲ  3  C  ★  

高菜花井園芸学実験Ⅲ   3  C  ★  

柿物分子育柿苧実験Ⅲ   3  〔〕  ★  

動物㌍悍開発苧；右横n   3  ○  ★  ⊂）  

柿物納≡印字某F強打   3  0  ★  

経由草案険Il   3  ⊂）  ★  

昆虫苧実験Il   3  ロ  て一丁  

生態学案取1【   3  C  ☆  

作物ー子葉醗Ⅲ   3  C  ★  

遺伝賢源フィールド科サ実韓Ⅲ  C  ★  

／ト物科学英計i  3  C: 

／巨物情刊処珊拭門  3 2 〔〕  

軸物遺伝育和学   3  2  C  ★  ⊂）   

インターンシップL   3  2  同  C  ≠三lい謂兼   

柿物⊥現苧   3  2  ○  

農業生踊機械苧   3  2  ○  ★  

帯薬化学   3  2  0  ★  

栄華化学   3  2  ⊂）  r  

分子訓】胞生物苧   3  2  ロ  手r  

分・肝化サ   3  2  ○  ☆  

生物科サ活習Ⅰ   1  2  ⊂）  

生物科サ杭門Ⅲ   4  2  ○  

卒業研究   ′l  8  ○  ⊂）  

※インターンシップSとインターンシップLは，4年後学鄭は闇修できない。  
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中 仙 改  間  訂た  咋  聞  抒怖及び免許  
配  
、」■ 凹  211三  3叫ニ  4隼   烈日免許   捌  土  白  

授 業 料 日  
年  択  11一 l代  備 考  

眈   必  上   
悸  

（農学部生物資源科学科〕  

〔鳥許原環境科学コース）  

《専門教育相目》  

〈学部基礎科目〉  

生物学   
2  ・○  ☆  

井如＝lf！芋   2  ・○  ☆  

化学   2  ・⊂〕  ☆  

基礎敬一半   2 ・⊂）  

基礎統計学   2 ・○  

〈専門導入科目）  

アグリキャリアデザイン   2  ・○  ★  

農学概論   2  ⊂〕  ★  

農業TCT・半   2  ○  ★  

ノt物化与＝  ⊂）  
．＼  1・土 ∠1  

栽柿学汎論   〔〕  ★  

土壌苧   2  ⊂）  ★  

生物専売計芋   2  ⊂）  ☆  △  

農華経済学   2  ⊂〕  ★  △  

食品科一半   
2  ⊂〕  ★  

〈専門科目〉  

環境黙百別田斤苧Ⅰ   2  2  C  

応用ノ」苧   2  2  ○  ☆  

応：用力学活習   2  2  ⊂〕  ☆  

生産情報処理一半   2  2  ⊂〕  

膿業水利守  
2  2  ○  ★  ∠1  

躇業気象学  
2  2  C  ★  △  肘い溝．蒜   

フィールド印字茶標実習Ⅰ  2  C  ★  

栽培環境制御苧   2  2  C  ★  

生化学   2  2  ⊂〕  ☆  △  

土壌環境科・芋   2  2  ⊂）  ☆  △  

上町鴨環境学Ⅰ  2  ・○  ．＼  1・土 ∠1  

環境某確簡析芋T  2   2  ・○  

環境水＿埋草Ⅰ   2  2  ・○  ☆  

環境水理芋窮習l   2  2  ⊂）  ☆  

農華生亜機械苧   2  2  ・⊂）  ★  

農産・良品流通軒店・半   2  2  ・⊂）  ★  

フィールド科学＝其確実習Ⅲ  ・○  ★  

栄養化学   
2  ・○  ■」  

食品化苧   2  2  ・○  ★  

柿物栄華芋   
2  2  ⊂）  ★  △  

遺伝苧   2  2  ⊂〕  ☆  

柄物生理学   3  2  ⊂）  ★  △  

机物病≡畔学  
3  2  C  ★  

昆虫学  
3  ・○  ■㌧  △  

環境水＿埋草Ⅲ   3  2  ・○  ☆  
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中 仙 改  間  訂た  咋  聞  抒怖及び免許  
配  
、」■ 凹  211三  3叫ニ  4隼   烈日免許   捌  土  白  

授 業 料 日  年  択  11一 l代  備 考  

眈   必  上   
悸  

環境水理学純甲汀   3  2  ・○  ☆  

生物有機化芋   3  2  ⊂）  ☆  

同工苧   3  2  ⊂〕  ★  △  

柄物市碍学   3  2  ⊂〕  ★  

珊球環境学  3  ⊂）  
．＼  ｝・ミ 

打機化学  3   ・○  ■㌧  

分析化学   3  2  ・○  ☆  △  

井如＝lf！化学   3  2  ⊂）  ☆  

英吾講言売   3  2  ⊂）  △  

測地・芋1   3  2  ⊂〕  ☆  ◆  

測：植字演習Ⅰ  3  2  ⊂）  
．＼  1・ミ ◆  

地盤環境学Ⅲ  3  ・○  ■㌧  △  

蔦舶用墳．汁阿苧   3  2  ・○  ★  △  

食酢原物門工芋   3  2  ⊂）  ★  

設計・製図苧   3  2  ⊂〕  

葉酸水気恒】市原学   3  2  ○  ☆  △  

インターンシップS   3  ⊂）  C  集中講j一誌   

インターンシップL   3  2  ・○  C  整「い溝ぷ   

応用微生物苧   3  2  ・○  ☆  △  

農薬化学   3  2  ○  ★  △  

農地窮境丁苧   3  2  ⊂〕  ★  △  

科学英語   3  2  ⊂〕  △  

実斡食日照環境科学  3  C  ∠1  

測」世学Ⅲ  3   2  C  ■㌧  ◆  

捌」也苧捕甲Ⅲ   3  2  C  ☆  ◆  

丁潟環境芋   3  2  C  ☆  △  

水環境苧   3  2  ⊂〕  ☆  △  

C几岬り用サ   3  2  ⊂〕  

膿業水文学  3  2  ○   ★  ∠1  

食舘現環境科学洞門  4  rO  △   

蔦某＿L苧総合捕習   4  rO  

中華研究   4  呂  ・○  ⊂）  △  

※インターンシップSとインターンシップIJは，4年後学期は履修できない（，  

※土木施⊥背理技⊥の受験費棉〔申請中）を取得するための科ロについては，食費滞眉境科学コースに分属された学生を対   

象に，2年次以降に塘幡指導を行う  
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中 仙 鞭：  間 ．滞  時  期  賢構及び免許  
配  
叫 凹  2年  3年  

授 業 坤 日  午  択  備 考  

挟   必  間      前  捜  前  筏  前  筏  前  後  群  ‖】 Jll∈  
惜  

〔農学部生物賃源科学科）  

（生命憶告訴斗学コース）  

《専門教育科目》  

〈学部萱礎科目〉  

生物学   
2  ○  ☆  ◎  

叶如If！芋   2  ○  寸lT  

化苧   2  ⊂〕  て一丁  ◎  

某辟放ザ   2 ⊂〕  

基礎統計苧   2 ○  

〈専門導入科目〉  

アグリキャリアデザイン   2  ○  ★  

農学概論   2  ⊂〉  ★  

農業TCT学   2  ○  ★  

生物化学  ⊂）  ．＼ ｝・l’   

栽朽学汎論   
⊂）  ★   

土壌草   2  同  ★  ●  

生物統計芋   2  ⊂）  ゼlT  

帯華撞済苧   2  ⊂〉  ★  

食品珂サ   
2  （⊃  ★  

〈専門科目〉  

物＿咋イヒ苧   2  2  C  ☆  

有機化芋   2  2  ○  寸lT  申  

分析化苧   2  2  ロ  手r  ◎  

遣イ云′学   2  2  C  ☆  ●  

抑物牛≡埋草  2  2  C  ●  

応：用軸物屈史学  2  2  C  ★  

生物有機化芋   2  2  C  ☆  ●  

生化芋   2  2  ○  寸lT  情  

酵茶化苧   2  2  ロ  て一丁  ●  

微生物サ   2  2  C  ☆  仁卓  

牛命機儒潮一宇概説  3  ⊂）  ★  

枇物病弼学  2   2  ○  ★   

線虫草   2  2  ○  ★  

昆虫芋   2  2  ○  ゼlT  

地≡昧環境学   3  2  ⊂〉  丁  

化サ基礎票験   2  C  ☆  隔年開講   

フィール1ご科ギ＝其確実習Ⅰ  C   ★   

化学案恨Ⅰ   2  ○  ☆  ◎  

食品衛生学   2  2  ○  ★  ◎  

栄華化芋   2  2  ○  寸lT  ●  

化学実験tt   2  3  ⊂〕  手r  ‖  

分子生物サ   2  2  ⊂〕  ☆  ◎  

食品化学  2  ○  ★  

軸物聖和斗理学  2   2  ○  ★   

措薬化学   3  2  C  ★  
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中 仙 鞭：  間 ．滞  時  期  賢構及び免許  
配  
叫 凹  2年  3年  

授 業 坤 日  午  択  備 考  

挟   必  間      前  捜  前  筏  前  筏  前  後  群  ‖】 Jll∈  
惜  

人間閉稚論   2  2  C  

柿物栄華芋   
2  2  ○  ★  ●  

フィールド科学媒確実閂Il  2  ⊂〕  ★  

企粕家令サ   3  2  ⊂〉  ★  ●  

食品工学  
3  2  ⊂）  ●  

食品機能化学  3  2  凹  ●  

分子細胞生物学   3  2  C  ☆  

生化芋岩牧   3  2  ⊂）  寸lT  ◎  

微生物苧実験   3  2  ⊂）  て一丁  ◎  

止こ川微生物学   3  2  ⊂〉  ☆  ●  

食抑流通貯蔵学  .? 2  ⊂）  ●  

水間牛物学  
3  2  凹  悲＝り】講．昆   

生物賢鞭化学   3  2  C  ★  ●  

茹伝子工芋   3  2  ○  ゼlT  ●  

基間放射稗呵苧   3  2  ロ  F  

コスメ再発学   3  2  C  

瓶類学  3  2  ○  

水澤増殖利幸  3  2  C  

インターンシップS   3  同  C  ≠三lい謂兼   

インタrンシップL   3  2  0  ○  集中試売   

中門外詔講詣   3  2  ロ  

某礎漬習   3  2  C  ☆  

生命機能朝一学演習Ⅰ  3  C   ★   

牛物学某誰某恨  4 1 ○  ☆  ◎  塩叩講義   

生血機能科学演習Ⅲ   4  2  ○  ★  

生命機能料芋碑習m   4  2  ⊂）  ★  

卒業研究   4  R  ⊂〕  ⊂〉  

※インターンシッアSとインターンシγプIJは，4年後学期は履修できない。  

◎：必修〔29単付り  

●：選択必修（12土朴■仁以卜）   
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中 仙 鞭：  間 ．滞  時  期  iI閂鋸照井  

配  
叫 凹  2年  3年  4隼   数日免許  

備  考  授 業 坤 日  午  択  
挟   必  前  捜  前  筏  前  筏  前  後  群  ‖】 Jll∈  

惜                                            帽  択 糊  脚  期  糊  期  脚  糊  脚  科  リ。十 ′⊥   

〔農学部生物賃源科学科）  

（国際・地域マネジメントコース〕  

《専門教育科目》  

〈学部萱礎科目〉  

生物学   
2  ○  ☆  

叶如If！芋   2  ○  寸lT  

化苧   2  ⊂〕  て一丁  

某辟放ザ   2 ⊂〕  

基礎統計苧   2 ○  

〈専門導入科目〉  

アグリキャリアデザイン   2  ○  ★  

農学概論   2  ⊂〉  ★  

農業TCT学   2  ○  ★  

生物化学  ⊂）  ．＼ ｝・l’   

栽朽学汎論   
⊂）  ★  

土壌草   2  同  ★  

生物統計芋   2  ⊂）  ゼlT  

帯華撞済苧   2  ⊂〉  ★  

食品珂サ   
2  （⊃  ★  

〈専門科目〉  

国際・地域マネジメント入門  2  2  C  

食用作物芋   2  2  ○  ★  

アジア地誌   2  2  ロ  

農相地理サ   2  2  C  

1：！圭巽ホ場流通学  2  2  C  ★  

群塑性建学  2  2  C  ☆  

地域再生品   2  2  C  

地帖マネジメント倫   2  2  ○  

園芸学   2  2  ロ  ★  

農業水利サ   2  2  C  ★  

ノし開閉茫詣  2  2  ○  

社会調査黄門T  2  C  

フィー／レド科学基礎尖習Ⅰ  2  ロ  ○  ★  

環境社会芋   2  2  ○  

国際地場調禿法   2  2  ロ  

国際間係サ甥言放   2  2  C  隔年開講   

栽情環境制御ギ＝  2  2  C  

繹漬法T  2  2  C  

繹営管理論   2  2  ○  

帯罪生座機械芋   2  2  ○  ★  

畏付r】1」雅詣   2  2  ⊂〕  ★  

．1」叩い半持地域il二会経済論  2  2  ⊂〕  ★  集中講義   

もL会統計学  2  ○  

露環学  2   2  ○  ★  

昆虫学   2  2  C  ☆  
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中 仙 鞭：  間 ．滞  時  期  iI閂鋸照井  

配  
叫 凹  2年  3年  4隼   数日免許  

授 業 坤 日  午  択  
備  考  

挟   必  前  捜  前  筏  前  筏  前  後  群  ‖】 Jll∈  
惜                                            帽  択 糊  脚  期  糊  期  脚  糊  脚  科  リ。十 ′⊥   

干潟．環耳喜学   3  2  C  ☆  

帯商食品流通貯蔵芋   2  2  ○  

弊制二作物苧   2  2  ⊂〕  ★  

農相の環樟■俸．騎問閻   2  2  ⊂〕  

もL全閉′在英門Ⅲ  2  ○  

フィーー′し】ご別学其確実門Ⅲ   2   ○  ★  

生態ノU関学   
3  2  C・  肘‥講義   

帯巽ビジネスー7ネジメント苧  3  2  ⊂）  ★  

比較農政苧   3  2  ⊂）  ★  

間発揮折箱   3  2  ⊂〉  

J．：！圭付置境計画学  .? 2  ⊂）  ★  

膿打と朽葉洞門Ⅰ  3  凹  ★  

環境と生精銅習Ⅰ   3  同  ★  

尖貼語芋   3  2  ⊂）  

インターンシップS   3  ⊂〉  集中講義   

インターンシップL   3  2  ○  集中講義   

アジア・フィールドワーク  ⊂）  集中講j一這   

民法Ⅳ   3  2  ⊂）  

経営史   3  2  C  

民法n   3  2  0  

畏村社会苧   3  2  ロ  ★  

人口学   3  2  C  

珊城門原論  3  2  C  隔年開講   

アグリビジネス論  3  2  C  ★  

協l司組合論   3  2  C  ★  

ランドスケpプ   2  2  ○  

環境性   3  2  ロ  

農相と躍業隅習It   3  C  ★  

環境と生活漬習汀  .? C  ★  

科学英語  3  2  C  

牢業研究Ⅰ   4  4  ○  

アカデミック・7てレセンチpション Ⅰ  4  ○  

国際・地域インターンシップ  4  2  ⊂〕  集中講義   

卒業研究tt   ∫1  4  ○  

アカデミック▲プレゼンテーションⅢ  ′1  ロ  
⊂）  

※インターンシップSとインターンシップLは，4年後学期は履修できない⊃  
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中・トニJ二 枚  開  講  時  叩  甘箪及び免許  
配   
山  2隼  

授 業 料 日  3年  4勺三   華たj∃免許  

中  
備  考  

耽  

《外国人留学生特別科目》  

帯苧概説（※1）   
2  ⊂〉  

農′芋粥習（※1）   
2  C  

〔教員免許状耶引こ関する揮某科目）  

《教科に関する専門的事項》  

物理学実験（※2〕   2  ⊂〕  ☆  

某辟生物サ実！韓（※2）  ☆  

珊苧実字韓（洋2）  2  ⊂）  
．＼  1・ミ 

汀線貨指導げ主＝業）（※3）  3  2  ○  ★  

《吉敷科の指導法（情報樺器及び敢  

村の活用を含む。）卦  

農業科孝貯川上Ⅰ（※4）   3  2  C  ★  

J語巽科教育法Ⅲ（※4）   3  2  ○  ★  

※1 外国人官学生以外は受講できない。  

※2 教科（群科）のみに問する専門的■！f項（卒業要件単位に算入されない。〕  

※3 教科（農業）のみに問する専門的■！f項（卒業要件単位に算入されない。〕  

※4 各教科の指専法〔卒業要件単位に算入されない。）  
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1 教員免許状   

教育職昌免許状〔以下，「免許状」という。）には，一群免許状，二秤免許状及び専修免許状の3椰類がある。一秤  

免許状は，免許状取得に必要な所定の単位を修得して学部を卒業した考に与えられる。専修免許状は， 一掃免許状を  

すでに取得Lている者が取得できる免許状で，市債免許科目として認定されている大学院修十胱程守門科目の所定単  

位を修得して大学院修士課捏を修了した昔に与えられる。それぞれの免許状の取得に必要な軽業秤目と単位数は，完り   

表（P59～65〕のとおりである。  

免許状の取得方法は，教育職白魚許法及び教育職員免許法施行規則（以下「免許法等」という。）に定められてい  

る。 本学は，免許法等に厳づき，文部科学大臣へ免許状の授与の所要資格を得させるために適当と認める維持とLて  

の認定申請を行っている。認定を安けた本学の学科が定める方法により免許状に必要な単位を修得した・賞‾については，  

本学から佐郡県教育委昌全に申請を行うことで（以下「一括申請」という。〕，卒業時に免許状が付与される。卒業時  

に 一括申請で免許取得を希賛する昔は，4隼次に粁示する手続きに従って，申請しなければならない。   

また．一括申請ができなかった場合でも，免許法等に上り定められている単位数を修得し，個人申請することに上  

り，免許状を取得できることがある〔以下「仲人申請」という。）。個人申請を行う場合は，申訳を希契する都道府県  

教育委昌全へ問い合わせ，卒業後に，申請を行うこと。  

／本学部及び大学院惜十i快程で取得できる免許状の秤埼は，下記のとおりである。  

一碍免許状〔学部卒業）  中幡免許状〔人草院修了）  

中学校教諭 一橋免許状〔理科〕  中華桂教諭専修免許状（理科）  

高等学校教諭 一掃免許状（理科）  高等学校教諭専修免許状（理科）  

高等学校教諭一掃免許状（農業）  高等学校教諭専修免許状（農業〕   

なお，農学部斤引l害斜［則冥り表丁～Ⅶに記載されていない「教育職員免許状取得に関する授業料H」の単位は，卒業要  

件単イItに算入されない。  

［免許状取得に関しての主な留意事項］  

1 免許状取得のための授業科目には，「教科及び教科の指導法に関する科目」と「教育の基礎的理解に問する科目   

等」がある。教科及び教科の指導法に関する科目は「中等理科教育法T～爪り（いずれも鞭青学部開講）を除き，   

農学部で閉講され，「教育の展礎的現解に問する科目等」は，教育学部で開講される。  

2 「教科及び教科の粁草江に関する科目」及び「教育の某碍的理解に関する科目竿」は，学部共通である。  

3 「教科及び教科の指環法に問する科目」の中の「各教科の指導法」に関する科目については，理科と農業とでは   

免許状取得に必要な軽業が異なる。理科免許取得希望甘のうち，中学校免許は，「中耳理科教育法Ⅰ・m t m・nr」  

（升2単イ、1り を必修とする。高等学校免許は，「中等理科教育法1」（2単位〕を必修とし，Ⅲ・Ⅲ・Ⅳから2単位   

を選択必修とする。〔中等理科一粒育法については，教育学部と他宇部との問の学部間協約により，楕椎骨数に制限   

がある。制限数を超える場合は，成絹を考慮Lて曜修有数が決定される。〕。  

農業免許状取得希望昔は，「農業科教育法I・m」〔各2単位，必修）を帽惜しなければならない。  

4 免許状の秤類にかかわらず，教養教育科目とLて開講される基本教養科目の日本国憲法（2単イ■】工），共通教職科   

目の体育実技I及び¶（各1単位），共通共襟科目の英語A及びB 〔各ユ単位），情報某碓潤≡論（2単位）及び情祁   

拭礎隅習1（1単†l■日 を修得Lなければならない。  
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5 教育実刊の帽幡等については，「鵠学部草生の教育英田奉加質柿某準及び実施要領」の定めによる。  

8 免許状を取得するためには，卒業要件以外の授業科目の単位を修得する必要があるため，相当のち号力が必要であ   

るとともに，授業料Hげ）学隼・学期冊己当や時間割も考伍しなければならない。また，必ずしも4隼問で取得できる  

とは限らない。  

教員免許状取得のための必要条件を充足するためには，この手引をよく読んで，必要な軽業秤目を計l由泊勺に帽修  

すること。  

教育職貝免許法崇5薫別黄葉1で定められている最低単位数  

大ノア二においで修得することを必要とする見低甑什：牧  

道徳，総合的  

教科及び教   

免許状の椰栢  所要資格   品億資格        科の指導法  
大学が独自  

等の指導捕工教育芙臣引こ  
的理解に問  に設定する  

に関する科  
する科目  

関する科目  

目   
教育相談等に  科目   

関する科目  

学士の学位を  
中学校教諭  一柿免許状  2日   ］月   10  J   4   

有すること  

学士の学位を  
高等学校教諭  一柿免許状  

2・4   10   8  5   12   
有すること  

（旺）1 免許法上町倍化修得中位数より，本字の最低値明l円む牧が多くなっていることがあるが，本学町最独修持中位故に従って  

惜持すること。  
（注〕2 「大字が独口に設定する科目」は，l大字が地口に言辻定する科目＿ の遇択科目又は最低修得甲一代を超えて柁修した「教科及  

び教科m指鞘主に関する親日」「散布の爪肝的理矧二間すろ科目」「道徳，総合的な学習の時間等の指軒法叔月生徒指導，和  

行榔訝判二間する科R」■教育某臣封二間する且R」について，併せて4単位以仁（高等学校の場合12嵐佗以＝ を修得するこ  

と。  

下記に定める単位を修得することにより，教育職員免許状を取得することができる【  

【別表11教育職員免許法施行規ロリ第66条の6に定める科目  

【別未2T「教科及び教科の指専任に問する科目」〔農学部学生の教育職呂免許状取得に問する内規〕  

【別表3l「教育の基礎軌慨漸に関する科目等」（帯学部学生の教育職員免許状取得に関する内規）  

【別表11教育職員免許法施行規ロリ第66条の6に定める科目  

許行末則  免許法施行規則  
備  考   

授 業 料 日   に定める単位数  

日  本  国  憲  法 日本国憲法   2   教養教育科□の某本教養科口   

体  

外田語コミュニケーション 

2  

情報椀・話語の操作 
i  

彙介護等体験について   

中学校教諭の免許状を取得Lようとする者は，介謂等体験実習が義務づけられている。具体的には，特別支援学校  

及び社会‡吊祉施設等において，障害者，高齢者等への介誰・介助及び交流等を7R問行うものであり，3年次の6月  

に事前指導を実施する予に。  

＃教員免許更新制   

平成21年比から教員免許更新㈲が草入されたことによ畑．平成21年4Jjl］以降に授与－される教育職呂免許状は10  

年間の有効期闘ガ定められている。  
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農学部学生の教育実習参加資格基準及び実施要領  

〔平成16年4月1日制定）   

〔撒青菜習春山ロ質柿某準〕  

窮1負 数育実習に参加Lょうとする者は，教育実習の前牢度までに次に掲げる条件を満たLておくこと。   

‖ 卒業研究斤引l害認定に必要な要件を満たしておくこと。  

（2）教科及び教職に問する科目（教科に関する軍門的≠頓に係る部分を隙く。）については，次のとおりとする。  

イ 「教職概説」（2単位）及び「稚連と学習の心理学」（2単位〕を修得し，並びに「生徒・進肺析導の理論と  

方法（中等〕」（2単什）又は「教育相古楽の理論と方法（中等）」（2単忙〕を修得しておくこと。  

ロ 理科免許取得希望甘にあっては，「」卜等稚科教育法丁～几r」のうちから（2単位）を修得しておくこと。  

ハ 農業免許取得希望者にあっては，「農業科教育法1」（2単忙〕を修得しておくこと。  

ニ 上記以外の科目から2単位以上，計10単位以上を修得しておくこと。  

（3）教科及び教職に問する科目（教科に関する専門的・f主項に係る部分に限る。）については，中学校は13単忙以⊥，  

高等学校は17単位以上を修得しておくこと。  

〔実施要領）  

窮2果 敢青菜習は，次のとおり実施十る。   

川教育実習の期間は，中学校実習は3週間（5単位），高等学校実習は2週間〔3単位）とし，その単位には，  

小：前指導及び■杵後指導を含むものとする。  

（21理科免許取得希望昔の教育実習は，実習校の内諾を必要とし，軒別として，本学部が定める教育宗田校におい  

て行う。  

印農業免許取得希望昔の教育実習は，軒別として，件賀県内の鴇英系の学杵を置く高墨字校において行う。  

附 則   

1 ニの要領は．平成16年4月1日から実施する。   

2 この要領は，平成12イド唐人学生及び平成1√l咋庶人学の編入学生等から靖用する。  

附 則   

この要領は，平成19牢11月14日から実施する。  

附 則  

この要領は，平成21乍12月9日から実施する。  

附 則（平成2日年3月4日改正）   

1 二の要領は，平成2H牢4」］1］から実施する【   

2 平成28年3月31日において現に在学する者（以ト‾「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転人学又は再   

入学する者については，なお従前の例による。  

附 則（平成二il牢3JT7U改正）   

1 この要触は，平成31年4月1日から実施する。   

2 平成：il牢3JT二ilUにおいて現に在学する者については，なお従前の例による。  
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平成2抑‡1月20日   

農学部教授会  

佐賀大学農学部における教職科目の履修に関する申合せ  

1 佐賀大学農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規（平成16隼4月1日制定）に規定する教科及び教科の粁   

導怯に関する科目の履修指導に閲し次のとおり定めるものとする。  

2 2年次の教職科目の履修は，1年次の学部拭礎科目，軍門導入科目，必修科目の軍門科目のうち5科目以上を修   

得していること山  

附 則   

1 ニの申合せは，平成2帥二1月20日から施行する。  

2 この申合せは，平成2吊年度入学年から施行する。  

附 則（平成31隼3月7日改正）  

1 ニの申合せは，平成31年4月1日から施行十る。  

2 平成31叶3月31日において現に在学する甘（以下「在学者‾」という。）については，なお従前の例による 
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佐賀大学農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規  

〔平成16年4．り1U片iり定）   

1 佐賀大学m学制購修細川（平成16年4月1日制に）第7条第2項に基づき，佐眉大学■黒子別学生（以卜「学生」   

という。〕の教育職員免許状取得に問する科目に問し必要な事項を定めるものとする。  

2 教育職員免許ヰ」こ取得を希望する学生は，散華教育相目における基本散華科目「日木国憲法」，体育実技Ⅰ及びⅢ，   

英語A及びH，怖潤ま其碑概論及び情刊扇瀧稽げⅠ並びに免許教科ごとに，次に定める単位を修得しなければならな  

し、二  

教科及び教科の指導掛・こ関する科目   

中学校1柿免許状（舛科）  

軌 小「√二 数  
科RIx二分  各科目に含めることが必要な事項  授 業 科 目  

必修  選択   
備  考  

教  教  
物理学   2   

科  科  物刑ヒ学   2  

及  止淵力苧  
ぴ  

2  

教  す  環境水理学T   2  

科  2  

の  
指   習Ⅰ  2   

∃＿i・1 ‾1卜  

土壌環境科苧  2  

法  
旧 l」  項  環境水理学演習口   2  

関  干潟環境学  2  

す  
る  水環］先学  2  

科  

目  物理学班（コンピュータ忙一用を触） 
習   2  

化学   2   

酵素化学  2  

栄華化乍  
2  

分析化学  2  

2  

化学  
2  

生物有機化学  2  

其碓放射線科学  2  

生化学  2  

誌礎演習  2  

化学実験1  いずれか1科  

化芋某確実験  ロ        ロ   R選択必修  

化学実験〔コンピュータ活用を含む【，〕   応用化草案験  

化学実揖Ⅱ  3  

生化学実験  2  

生物学   2   

微生物学  2  

2  

生物学  
椚  2  

応用微生物草  2  

遺伝子丁字  2   
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串位数  
科目区分  各科目に含めることが必要な事項  授 業 料 目  備  考  

必修選択  

潰伝苧  
2  

分子遺伝学  2  

生物苧  
2  

2  

昆虫干  2  

行動生儒学  2  

其礎生物学実験  科  

牛物草案験  √．  

生物干基礎実験  

微生物草案験  2  

生物学実験（コンピュータ活用を含む。） 応用生物学実験  

昆虫学実験1  

昆虫学実験Ⅱ  

生熊草葉験T  

生態学実験Ⅱ  

地球環境学   2   

地鴨環境学Ⅰ  2  

地草  地鴨環境学¶  2  

測地学Ⅰ  2  

測地学Ⅲ  2  

地学実験   

境学  2  

地†某顆〔コンピュータ活用を蝕〕 
2  

測地学柄習止  2  

教科及び教科の指導法に関する科目における複数  

の：甘頃を合わせた内界に係る科目  

中等理科教育法1  2  

■一■■ 2  

・ ・ 
＿ 2  

中等押科教育法Ⅳ   2   

、  計  2拍叩／二以⊥  

O「教科及び教科の指導備に関する科H」及び「教育の其嘩自勺珊解に関する科目写」から合計59単位以上修得するこ   

と  
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高等学校1挿免許状（理科）  

単†lて仁 救  
科目区分  各科口に含めることが必要な事項  授 業 料 口  備  ヰ  

必修  選択   

教  教  
物理学   2   

科  科  物理化学   2  

及  瓜閂力学  2  

び  

教  す  環境水理学Ⅰ   2  

科  
の  

‾  2  

指  ．．．  2   

導  
土壌環牌学  2  

法  
同 l」＿  朽  環境水理学掃習Ⅲ   2  

問  干潟環境学  2  

「ナ▲  

る  水環摂学  2   

科  化学   

臼  
2   

酵素化学  2  

栄養化学  
2  

分析化学  2  

有機化学  2  

化学  
生物化干  

2  

生物有機化草  2  

基礎放射線科学  2  

牛化学  2  

基礎演習  2  

生物学   2   

微生物学  2  

分子偉物学  2  

分子緬．抱生物干  2  

応用微生物学  2  

丁学  
生物学  

2  

2  

分子潰伝学  2  

躍集生儒学  2  

生物統計学  
2  

昆虫学  
2  

子1二勒生態学  2  

地鎌環境学   2   

地恨環朽学Ⅰ  2  

地学  地盤環境学Ⅱ  2  

測地苧Ⅰ  2  

測地学口  2  

物二印字実験  

化学実験1  

「物和学実験〔コンピュータ活用を含む。），化学基礎実験  いずれか1科  

化学実験〔コンピュータ活用を含む．、〕，  生物学実験  廿選択必修  

生物学実験（コンピュータ活用を含む。）， 基礎生物学実験  

地学実験〔コンピュータ楢川を含む。〕」 地学実験  

応用力学揮習  2  

応用化草案験  
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串位数  
科目区分  各科目に含めることが必要な事項  授 業 料 目  備  考  

必修選択  

化学実験Ⅱ  3  

生化学実験  2  

生物学基礎実験  

微生物学業験  2  

「物珊草案験〔コンピュータ活用を含む。〕，応用生物学実験  

化学実験〔コンピュータ活用を含む．、〕，  昆虫学実験T  

生物学実験（コンピュータ活用を含む。）， 昆虫学実験Ⅱ  

地学尖棟〔コンピュータ油川を含む。〕」 牛旗竿実験1  

生態学貢顆Ⅱ  

実験水気囲環境学  2  

測地学南門Ⅰ  2  

測地学演習止  
2  

教科及び教科の指導法に関する科目における複数  

の市境を合わせた内扉に係る科目  

中等理科教育法i   2   

■■ 2  ・・    ＿ いずれか1科  
2  

目選択必修  
中等押科教育法Ⅳ  2   

、  封－  
24以」二  

O「牡杵及び教科の指導備に関する科H」及び「教育の其嘩自勺理解に関する科目写」から合計59単位以上修得するこ   

と  
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高等学校1挿免許状（農業）  

外科とが  単†lて仁 救  

科目区分  授 業 料 口  備  ヰ  
必修  選択   

栽培草汎論  

教  
2  

科   十壌学  2   

及  農業ICT学  2  

び  
教   アグリキャリアデザイン  2   

科  農学概論   

の   
2   

由  食品科学   2  

導  生命機能科学概説  
2  

法  
同 l」＿  

食品衛生学  2  

問  桑：品⊥苧  2  

「ナ▲  
る  食品機能化学  2  

科  食精安全苧  
臼   

2  

生物賢源化学  2  

熱帯作物学  2  

応用動物昆虫学  2  

植物育種学  2  

果樹園芸学  2  

畜産芋  2  

フィールド科学基礎壊汗＝  

園芸学  2  

食用作物学  2  

環境保全型農業編  2  

動物飼養背甥苧  2  

農業の関係科目  植物代謝解析学実験1  

果樹園工学実験Ⅰ  

熱帯作物改山草実験丁  

読莱花井園芸学実軟Ⅰ  

植物分子育種学某顆1  

軸物資源関野学芸噺Ⅰ  

植物病理学実験I  

線虫学実軟Ⅰ  

作物学実験1  

潰伝賢源フィーリ心ド科学実験Ⅰ  

種物代．酎解析学実験¶  

果樹岡芸学実験Ⅱ  

熱粁作物改良草葉顆u  

茂菜花井園芸学実験Ⅱ  

植物分子育種草案醸¶  

動物牢冊澗華草案旅Ⅱ  

捕物病理学某験11  

牌虫干実験Ⅱ  

作物草案験¶  

逓伝資源フィールド科学実験Ⅱ  

植物病理学  2  

農業水文学  2  

農地環境⊥学   2  
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各科 授 業 料 R   串位数  
科目区分  

】 
備  考  

必修選択  

食㌍滞物質工学  2  

農村環境計画草  2  

農薬化学  2  

農腐食晶踊i朗予価苧  2  

農業生産機械学  2  

栽培環境制御草  2  

農業気象学  2  

農業水利苧  2  

農業経済学  2  

農村と産業演習I  

農村と産業杭門口  

比較農政学  2  

農業ビジネ．スマネジメント干  2  

農村開発論  2  

生物科学概論Ⅰ  2  

牛物科学概論正  2  

梓物生理学  2  

農業の関係科目  フィールド科学某碑実習口  

線虫苧  2  

植物栄養学  2  

抗菜花井園芸学  2  

動物繁殖生理学  2  

食品化苧  2  

動物遺伝市和学  2  

生命機能科学演習Ⅰ  2  

生命機能科学溝田口  2  

生命機能科学演習m  2  

食糧流通貯蔵学  2  

帯業市場流通苧  2  

農村社会学  2  

島唄・、】㌧島地城社会締済詣  2  

アグリビジネス論  
2  

l窺同組合論  2  

環境と生i昔演習I  

環境と生活演習Ⅱ  

職業指導   職業指導（農業〕   2  

教科及び教科跡指導法に関十る科目に  

おける褐敢の事項を合わせた内容に係  

る科口  

基数科の指導法〔情報機器及び教材の  農業科敢市法1   2  

活用を含むっ）   罠業科教育法Ⅱ   2   

計  34以上  

O「教科及び教科の指鞘洗に即する科目」及び「教育の應辟的押解に問する科目等」から合計拍車位以上修得するこ   

と。  
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鞄育の其礎的≡哩解に関する科目等  

修得十べき単位数  

科目区分   
各科目に含めることが   授業科目名   単位数  

必要な事項  
高等学校  備 考  

中学校  
理科  農業   

教育の現念並びに教育に  2   2   2   2  

関する歴史及び思想   教育史   2  

教職の意義及び教員の役  

剤・職務内零（チーム学  教職概説   2   2   2   2  

校運営への対応を含む。〕  

教育に問する社会的，制   

度的又は経営的≠噴〔学  
2   2   2   2  

教育の基  
牒的理解  

に関する  
社会教育概論T   2  

科目  軌凪児黄及び生徒の心 のの  発達と学習の心：埋草   

身発j幸及び学習相和  
2   2   2   2  

特別の支援を必要とする  

幼児，児J■iて及び生徒に対  2   2   2   2  

する群解   

療育加種市意義及び編．成  

の方洗（カリキュラム・  2  2  2   2   

マネジメントを含む。〕  

道徳の理論及び指導法   2  2  中免のみ  

総合的な学習の時間の指  
抑別活動及び総合的な学  

遺徳，総  
習の時間の理論と方法   

2   2   2   2  

合的な学  

閂の時間  

等の指導  2   2   2   2  

法及び生  

紆粁諷  
生徒・進路指ぎ‡の推論と  

教育相談  方法（中等）   2   2   2   2  

ノ剰・こ閲す  

る科［  

グに関する基礎的な知識  
2   2   2   2  

を含む。〕の押論及び上‾  

法   

事前t事後指  

中学校教育実習I   3   3  導1単位を含  

む  

教育実践  中学校敢市某習11   2   2  

に問する  

科目   
事前■事後指  

高昔学校教育裏門   3  3   3   導1単位を含  

む  

教職実践碑習   教職実践演習（中・高）   2   2   2   2  

道徳教育と学鞭経営   2  

教育評価   
2  

大字が独自に設定する科目  

教市統計1   2  

人情教育論   2  

合  封  29   25   25  

C・「教科及び教科・の指導法に問する科口」及び「教育の其繹自勺雅解に関する科目昔」から合計59単位以上惜指するこ   

と＝  
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附 則  

この内規は，平成16年4月1日から施行する。  

附 則（平成18イド2月22日改正）  

1 この内別は，平成1吊年4月1日から施行十る。   

2 平成18イド3月31日において現に在草する昔（以下こげ）項において「在字音」という。）及び平成18イド4月1日   

以降において在学者の属する牢次に転入学，編入学又は再入学十る者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成22イド2月17日改正）  

1 ニの内規は．平成22年4月1日から施行する。  

2 平成22叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び平成22イド4月1日以降において在学   

者の属する牢次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成飢隼1月25日改正）  

1 ニの内規は．平成24年4月1日から施行する。  

2 平成飢隼3月31日において現に在学する甘（以下「在学昔」という。）及び平成2′川三4月1日以降において在学   

者の属する牢次に転入学，編入学又は再入学十る者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成25隼1月23日改正）  

1 この内別は，平成25年4月1日から施行する。  

2 平成25叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の側による。  

附 則（平成26イド1月22日改正）  

1 ニの内規は，平成26年4月1日から施行する。  

2 平成26叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の別に上る。  

附 則（平成26隼2月12日改正）  

1 ニの内規は．平成26年4月1日から施行する。  

2 平成26叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の例に上る。  

附 則（平成26隼3月5日改正）  

1 ニの内規は．平成26年4月1日から施行する。  

2 平成26叶3月31日において現に在学する甘（以下「在学昔」という。）及び在学者‾げ〕属する隼次に転入学，編入   

学又は再．入学する者については．なお従前の例に上る。  

附 則（平成27隼1月21日改正）  

1 この内別は，平成27年4月1日から施行する。  

2 平成27叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成27隼3月5日改正）  

1 ニの内規は，平成27年4月1日から施行する。  

2 平成27叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の別に上る。  

附 則（平成2糾二3月4日改正）  

1 ニの内規は．平成2日年4月1日から施行する。  
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2 平成2帥二3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成31隼3月7日改正）  

1 ニの内規は，平成31年4月1日から施行する。  

2 平成31叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の別に上る。  
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教育職員免許状取得に関する軽業科目の開講時期について   

一秤免許状（理科，農業〕  

科目区分  各科目に含めることが必要な巾項  授業料目名   

目数  物理学実験  
叫  

及   
問する   其礎生物学実験   

ぴ  地学実揖  

敦 叫  職業指導（農業〕  

の  中等理科教育法l   

中等押科教育法Ⅲ   
漬  

に  
問   

罠業科教育法Ⅰ  

農業科教育法口  

理  
教育の理念並びに折に関する配及び思想  

女  
ぃ礪内容（チ】ム 

〕  教職概説  

其  
埠   教育に関する社会的，制度的又は経営的・い：項 現代教育論  

里  〔学校と地域との連携及び学校安全への計J心を 社会教育概論Ⅰ  

含む。〕  

調 す  
幼児，児黄及び生徒の心身の発達及び学問の過程  発達と学閂の心稚学  

コ  鞘別の支援を必要とする凱児，児萌及び牛徒に 
斗・  

特別支援教育概論  

H  
対する理解  

■－：＝ －  
＿・ －・・・  

王道  
去徳  道徳教育の理論と方法  

及Ⅶ  

び総  
生合  特渦動及び総合的な澗の時間の理論とカ髄  
走的  

習  指な 「‡苧   
教の   
f時  牛徒・進路指璧の理論と方儀仲等）   

相関   
詫空軍  
笥；の  散剤臼談（カウンセリングに関する應標的な知 

教育相談の理論と方法仲間  
こ指    識を含む。）の理論及び．方法   

F対 数  小芋校教育実習l   
廿育  

教育実間  中学校教育実閂∩  

高等学校教育実習  

に  教職買足長演習  教職実践揮習（中・高〕   

遺徳教育と学問経常   

大学が削に設踊る科目  
Ⅰ   

人権敢市論   
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単 位 数   

捜即卜目名   即増 高等学校  開講時期  備  考  
中学校  

理科 農業   

物和学実験  1   1  
2隼前期  隔作間講r・定   

某碍生物学実験  1  2年前期   

地学実験  1   1  教育学部学校教育課程と共通開設                          2年後期   

職業指導（農業）  2  2  3年後期  

中等理科教育法T  2  2  2  こぅ年前期   

中等理科教育法Ⅱ  2  2  

：き年前期   

中等理科教育法1I1  2  2  3年後期   

中等理科教育法Il／  2  2  3年後期   

招異相教育法Ⅰ  2  2  3年前期   

鵠業科教育法m  2  2  3隼後期   

教育原理  2  2  2  
2  教育学部開設                                                                                                                                                         2年／前期   

教育史  2  2年前期   

教職概説   
2  2  2  2 1年後期  

現代教育論   2  2  2  2 

社会教育概論Ⅰ  2  1年前期   

発達と学問の心理学  2  2  2  2  2年前期  教育学部開設   

特別支援教育概論  2  2  2  2  2年後期  教育学部間諜   

教育課持論   2  2  2  2 3年前期  

j芭徳教育の≡哩論と方法  2  2   3年前期   

的な学榊  
2  2  2  2  2年後期  教育学部開設  

教育方法論  
2  2  2  2  教育学部開設                            3年前期   

進路折導の輔と方法  
2  2  2  2  2年後期  教育学部開設  

教育相談の理論と方法（中等）  2  2  2  2  教育学部開設                   3年前期   

中学校教育実習T  3  3  4年通隼  3単位には事前・事後手軒語1単位   

中学校教育実閂¶  2  2  4年通年  を含む   

高等学校教肯実習  3  3  3  4年通年  教育学部開設   

教職栗丘長揮習〔中・高）  2  2  2  2  4年後期  教育学部開設   

遺徳教育と学言放経常  2  3年穫期   

教育評価  
2  

教育学部開設                              3年後期   

教育統計Ⅰ  2  2年後期   

人橋散布論  2  3年前期   

＃開講時期は変更する場合がある‖  

彙詳細は「仏門人草農学部学生の教育職買免許状収得に問する内規」を参照すること。  
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敢行職員免許状取得のための年次計画  

〔変更する場合もあるため，一散青菜習＿・「旗竿部」の掲示板で詳細を確認すること。〕  

正次  月   生   注 意 一卓：rtr】■ 彗   r      】   

・説明会（新入生オリエンテーション）  

4月   ・「教科及び教科の指導班に問十る科目」．「教育の  

媒畔的≡叩耶にl捌する科口琴」の間借闘柚   

川月  ・教職カルテの申込み   教員免許取得予定者は必ず申し込むこと。  

穿射I熊カルテの必要性，卍蘭内容咄紬軋  

1年次  木澤録音は，『教職某践荷■習』（4年僅期）履修を諦め  
・教職カルテに関する説明会  

ない。  
11月   ・教職カルテに登録・入力  

取得希ヤ‡免訂二状の押頂・教臓志望の動機・≡叩Llい門闇  

的な教師恨等記入。（1年次）  

・教職チューターとの面談日程稗貫雪，教職カルテ人力  1年次の［己評価・∩身の澗師を記入。  

3月        ・教職チエー一夕ーーとの面談〔4円筒惜韓緑期T■■り内まで）  2年次曜憎計両を甘てておくこと。   
5月  ・教職カルテ人力   教職志望の動機・理由・理想的な教師憮等記人＝（2年次）  

6月  

2咋次          日月   

・教職チュrタpとの面談日程確認，教職カルテ入ノ」  2年次の自己汁冊 数召ボランティア，口身の諷摺を記入＝  

3月         ・教職チューターとの而試〔4月何倍茸録期間内まで）  3年批履惜計画を立てておくこと。   
・教骨実習屑惜希望首席＿明会  

4月   ・「4年次数－■■†実習中出詔＿等必要平瀬聞出  教1⊥f実習春山ロ腎格及び取得単位の牌認っ  

・介詔昔体験申込み川「芋校免許必修）  

5月  ・教職カ／レナ入力   教職志望の動機・門出・刑想的な教師像軍記入。（：i年次）  

・東門按配属決定（佐備廿内申′半枚又は母校）  

6月   ・介誰等件験ホ前指導（特別支援学校）   
介譜等体験〔社会福祉施設）の配属掲示丁  

・介誰等イ本験市前指導（社会福祉肺設）   今稚のスケジュール，実習璧訪問帖及び事前準備活動  

7月        ・鞭‡下実習帽惜希望者説明会（日精・内諾）   等の軋掛野軋  

教卓実習内諾依和苗こより直接依和すること．」  
3年訊：                                       日月  ・蓑習撲訪問 「実習棟訪問朝吾平」挺出  

・介護等休．取巻加  
特別支持芋校：2日間，社会的祉施iこ辻：5日間  

9月   ・教育実習事前■畔冊古動の参加〔性賀「ト内申刊安阻同者のみ〕  

▲教育実習椚市前説明会  

・教育実習における倫押某叩≡蘇認テスト実施  

・教育実習参加賢播確認及び「教育貢習届」武備出  

・教職チューターとの血詫rl担献言軋 教職カ／レテ入力  3年次の自己評仙．介誰等附験実施報n∴ H身の課題  

3月          ・教職チューターとの面談〔3月末まで〕   を記入。  

・教育実習参加賢楕判定・掲示   教育実習に向けての確怖状批等稀認∩   

・教育実習平前指導［全休］エ・   ・刀及び〔許を矧晰クこ席をした人は，教育実習の履修を朗  

4月        ・教育実習事前指導［教科別］（芝・   柴したものとみなす。  

・教職カルテ入力  
教職志望の動機・理由・理想的な教師像等．il入＝〕（4年  

5月   ・『敢市某鞘rl実施期間  

〔5月～9月の中学校3洞閃。市質草校2珊問〕  
浄こ）  

6月～  

9月   
教市実習篠に成．果と吉黒題の．記入。  

4年次  ・ア教育実践隅習』．棺修（中・市必惜）〔～2月まで）  
・教育実習事後粁導［全休］エ・   ・丑及び〔歪を無l折衷．和した人は，鞭市実習の層惜を放衆  

10月         ・教育実習事後指導［教科別］（空・   したものとみなす。  
・教員免許申請のための事前説明会  戸君粋少木を準備すること。  

・教．臼砲訂二状取得事：前申紺帯・戸師抄本の温州  

1月  ・教員免許状の中指常掛粗11  

2月  ・教職カルテ人力   4中次の自己評価・白身の柁閻を記入。（最終〕  

3月  ▲数日免許状即空間   学付記授与式   

帖考  

・教育職臼砲許状取得のためには，1年耽綬謂＝二教職カルテ貢発声如〕申L出を行い，41相こ後期に「教職冥践捕門」を受講Lな   
ければならない。  

・教職カルテ町押隠 入力をしていなし、帯は，原則「教職実践活刊」〔叫引責母語めなし、。  

・上記の鞭市実習市前，弔後析鼎丑及び：亘）は十許肯有料こ含まれるため，これを無印軒欠席したものは，詐青菜閂の履修を放棄   
したものとみなす。  
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2 教員免許状と介護等体験実習について  

小学校と中学校の教員免許状取得に際して，社会福祉施設や特別支桔学校で7日間の介護等体験が義務付けられて  

います。この制度についての概要及び性別大学における実施計両は次のとおりです。  

1義務教育教員志願者に対する介誰等棒輪の義務付けに関する制度の概要  

1．法律の名称とその趣R  

「小学校及び中学校の教諭の汗適免許状授与に係る教育職員免許法の特仲」等に問十る法律〔介謂等体験的側髄）」   

により，教員〔教諭〕が個人の尊厳及び社会連帯の摺冶に関する認識を深めることの重要性にかんがみ，教員   

〔教諭）の哲胃向⊥及び学校数育の一同の充実を図る観点から，小学校及び中学校の教諭の汗適免許状の授与に   

あたっては，‡土会福祉施設彗宣おいて7日間の介護等の体験を行うことが義持付けられています。  

2．制度の対象者  

小学校及び中学校の教諭の常通免許状を取得しようとする一昔  

［義務付けを免除する者］  

住・介護写に関する専門的知識及び技術を有する昔  

（省令で，介護福祉十，牛．紺」支援学校教員等の資格を併せ取得する者等を規定）  

（窒・身体上の障吉により介護等体験が困難な甘  

（省令で，身休陣市有福祉法に上る1撒から6紐までの身休障宇者を別定）   

3．介護等体験の内容等  

（1〕介謂等体験の内界  

・ 障害昔，高潮堵彗に対する介吉敷 介助，これらの者‾との交流写の体験〔障害・賞‾写の話相手，散歩の付添い  

等上受入施設職員の業病補助〔掃除や洗椛など，陪賓者等と直接接しないものを含む）  

・ 特別支援教育諸学校での教育実習，受入施設での他の質柿取得に際しての介護昇宵竿は 介言即宇の体験  

期間に算入叶醒  

（2）介護等体験の実施施設  

特別支援学校（占・印・養誰学校〕及び社会福祉施設  

（3〕介護等体験の時期及び期間  

1R才に達した篠の7日間  

［Hi企：少なくとも特別支援学校（告・野・養護学校）2日＋‡土全編祉施設5日＝7日］   

（4〕免許状申請に係る手続（省令で規定）   

・正〕施設は，教員になろうとする昔が介護等体験をしたことを証明する書和を発行   

・② 都道府県教育委員会への免許状の申請に当たっては，上記の証明書を提出  

Ⅲ 性門大学における介誰等体験について  

佐賀大学においては，教育学部教育実習委員会が企画t立案し，他学部の協力を得て実施する。   

1．特別支援半焼（占・耶・養誰学校）における介誰等f本韓について  

〔∋ 実施施設 件賀大学鞄青学部附属特別支援学校  

〒R4ロー印〕26 佐田有本庄町JE甲胡－2TEL（〕952－29－96門  

垣〕期  間 2日間   

③ 実施学年 農学部：3牢次年上り実施  
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〔む 揮  珊 必要な場合は，実費程度   

2．社会福祉施設における介言唾等体験について   

〔∋ 実施施設 件賀県内における社会福祉施設  

（参加学牛の希望三に應づき，県社会福祉協議会と連絡調緊Lて決定〕   

垣〕期  間 5日間〔連続〕   

③ 実施学年 農学部：3牢次年上り実施  

〔む 揮  珊 1日につき2，000円を県社会福祉協議会に支払う   

3．介誰等休備に係わる保険加入について  

介護等体験を貴ける時は，他人にケガをさせたり，財物を損壊した時の損害賠償を補間する保険に必ず加入し   

なければなりません。（科目等履修牛を含みます。）   

例〕学研災付帯賠償責任保険（学生生活課），学生陪慣責任保険〔大学生協）など  

3 佐賀大学農学部「宜農基礎技術マスタリー特別教育   
プログラム」について  

農学部では，食と居割こ関する某碍技能を習熟・定着させることを目的とした「・食器某碍技術マスタリー特別教育プ  

ログラム」を，平成31牢度以降の入学牛向けに新Lく開設Lます。   

木プログラムの受講生は，入学から卒業まで4隼問にわたって，実習やインターンシップを重視したカリキュラム  

を履修L，農林水席業や食料に問する専門的知識と実際の農業を総合的に学びます。また，受講生は日本農業技術検  

定2組以上の取得をH折します。   

修業年限内に．日本農業技術検定2親以上を取得L，別東に掲げる授業科目から所定の単忙を修得Lた学年には，  

卒業時に学位記（卒業証書）とは岩りに，木プログラムの修了証を授与します。   

本プログラムの受講定員は各学年1口人程度です。履修申込方法や申込期間については，農学部教務担当に尋ねてく  

ださい。   

多くの学牛が本プログラムに問心を持ち，受講を希ぎ三十ることを期待しています。  

必修選択即肌   授 業 料 H   単位故   備  考   

アグリキャリアデザイン   2  専門常人科口  

フィールド科学基礎実習Ⅰ   

フィールド科学基礎実習Ⅱ   専門科目  

アグリビジネス論   2  

（必 修〕  作物栽培実閂＊   

1．3単位   農種物マーケテイング実習♯   

食農業界インターンシップS♯   
特別プログラム特定科目  

食誤業界インターンシップLヰ   2  

農業技術．検定対策特別講義T＊   

農業技術検定対策特別講義Ⅱ＊   

栽培苧汎論   2   

〔選択必修〕  2  

6単位以上  専門導入科目  
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農業経済学   2  

農業技術繹営管理学概論ヰ   
大学院先行履修科□  

経営者論＊   

食用作物芋   2   

園芸学   2  

昆虫学   2  

線虫干   2  

柿物育掃草   2  

植物病雅章   2  

杏種芋   2  

庶柴花井園芸学   2  

果樹園芸草   2  

環」茄：保全型農業編   2  

動物飼養腎：哩苧   2  

施設間芸ギ   2  

栽培環境制御学   2  

植物丁場学   2  

（選択〕  各コース選択科目  
12単位以上  

指産食品流通貯蔵学   2  

水環境学   2  

食品化学   2  

食品荷牛学   2  

動物繁殖生理学   2  

食粕安全学   2  

食品丁学   2  

食指流通貯蔵学   2  

愕業市場流通学   2  

農業ビジネスマネジメント学   2  

比較農政学   2  

忠相環境計両学   2  

協同組合諭   2  

農相社会学   2   

備 考  

難字部の卒業要件に含まない科目については「串」を附す．）  

4 大学卒業後に得られる資格   

農学部では，コースごとに特徴ある守門科目が開講されており，それらの中には，各秤の贅格を取得するための要  

イ′トとなっている授業料Hがある。農学部で取得できる跨楕は下記のとおりであり，その日柿を取得するために必要な  

授業料目は，各コースのカリキュラム表の該当欄に印をつけて示されている。資格取得に必要な授業科目を履修L，  

所定の単位を修行すると，学部卒菜と同時に，あるいは卒業後に 一定期間の某汚緯験を経て，下記の質構が得られる。  
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［生物科学コース］  

家畜人工揮精師〔鞘新カリキュラム変更申請中）  

生物倒・学コースのカリキュラム表げ）「家畜人⊥」欄に「O」の印がついた授業料Hの所定単位を修得すると，牛，  

馬，めん羊，山羊，豚などの家畜別に行われる人工授精に関する講習会の関連科目の受講及び修業試験が免除され   

る。   

家番人工授精師とは．⊥記の家1宅類に人工授精を行う資格の保有‾看である。  

［食資源環境科学コース］  

測量士捕及び測量士（※新カリキュラム変更中前項）   

食費源環境科学コースのカリキュラム表の「測昂十補」の欄に「◆」の印がついた授業科目を閻修し 所定の単  

位を修得して卒業すると，削吊士補の日精が得られる。大学卒某後， 一定期間の実務繹廟を経ると，測吊士の質枯   

が得られる。  

測吊士とは，国及び地方公共団体が行う其木測吊の計画を策定又は実施する一昔である。   

測昂十補とは，剰員十の策定Lた計両に従い，捌二不：に従■】i二する看である。   

測量士・測量士輔の臼杵を持つ者は，上他家屋調充士の 一部の試験を免除される。  

1雄蕊び2碑土木施工管理技士（※新カリキュラム変更中訪中）   

食資源環境剤学コースのカリキュラム表の「土木施工」の欄に「0」の印がついた授業科目を闇値し 所定の単  

位を修得して卒業した穫， 一定期間の実時揮験を経ると，1根及び2碑⊥木施⊥管理技士の受験費楕・が行られる。  

1級土木施工管理伎十とは，現場の最高責任者となって，土木工■い呪」易で倒く人々をまと軋 工程・安全・品質  

などの管理を行うスペシャリストである。  

自然再生士及び自然再生士捕（※新カリキュラム変更中前項）   

食資源環境科学コースのカリキュラム表の「自然再牛」の欄に「△」の印がついた授業科目を履修L，所定の単  

位を修得すると，在籍中又は卒業後に［然再生士補の質怖が円られる。大学卒業後， 一定期間の実務経験を繹ると，  

自然再任十の資格が得られる。   

［黙座生士とは，［黙座生に必要な知．識・技術・揮験を有する，［然巾生の推進昔である。   

自然再牛十補とは，自然再剰こ必要な厳標的な知識を丞‾する，自然再生の推進者であり，自然再牛十が実行する  

∩然再生業務や精勤を補任できる能力が求められる。  

［生命博離村学コース］  

食品衛生管理者■食品衛生監視昌〔璧新カリキュラム変更申請中）  

生命機能科学コースは食品衛生管領堵‾及び食品純＝生監視旦養成施設であるため，木コースのカリキュラム表の  

「食品衛年」の欄に「◎」及び「●」の印がついた授業科目を闇値し 所定の単位を修得すると，食品衛牛管理者  

及び食品衛生階視員としての汽精密件を満たす。   

食品衛牛管理者とは，食品添加物，乳製品などの製造業や食用湛脂精製工場などで，食品の製造・加工を衛牛的  

に背理するための責任昔である。  

食品衛年監視員とは，食，鋸衛生に関する監視，指甥などの職務を行う公務員である。  
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［その他］  

食品衛生管理者■食品衛生監視昌（生命機能科学コース以外のコースの学生）   

替この1～10の所定の科目のうち8科目以上を嘱惜し，単位を修得すると，食品衛生背理ノ首及び食品衛生監視員と  

Lての資格要件を満たす〔但し カリキュラムの都合上，学部卒業噛までに資格要件を満たすことを保証するもの  

ではない）。また，佐賀大学で閉講されない科目もある。  

性別大学で開講される科目はカリキュラム表（P45～53）で確認すること。履修について十こ明な点は教務課へ  

問い合わせることL、  

1．土壌学   2．植物栄養学   3．生物化学   

4．応用微生物学  5．栄養化学  6．食品化学   

7，農ノ量物利用∫、f：  8．書庫物利用一丁二、水杯物利用草又は柿種物利用草   

9．朋薬化学  10．生物有機化苧  

普及指導員（4コースの学生共通）   

農学部卒業牛は4牢以⊥の実務経験を経て田が実施十る普及指導員の贅格試験を受けることができる。   

普及指導員とは，農業者の生産技術及び揮常指導に匡按1たる昔である。  
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Ⅵ 証明普発行と奨学金などの申請手続   



1 各種証明書の発行手続   

証明書の発行手続は，苧朽部（学生センター内）で行う。   

① 学牛託（教務誹教務情報管理係）   

垣〕通学証明召（学生生活課〕   

③ 自動車登録許叶証〔学牛牛括誹）  

〔む 卒業証明了」享（農学部教務イ剰   

⑤ 在学期間証明書（農学部教務係）  

〔酎 単位修得証明書（農学部教持保）   

⑦ 受験許可書（農学部教務係〕  

〔動 その他証明召（農学部教務係）   

［学牛センターの自動発行機で発行する証明書］   

〔∋ 在学証明了l享   

② 成績証明書  

〔劃 卒業見込証明邦   

④ 学生旅客運賃甘引証（学割〕  

〔∋健康診断証明＃  

2 奨学金及び授業料免除などの申請手続   

＝煙草盆及び授業料免除などの申請は，受付期間などを定めて，全学部の学生を対象に行われる。そのための説明会  

や申訳期間などは，学生センターの奨学金掲示板及び授業料免除掲示板にその都度掲示されるので，申訳漏れなどが   

ないように掲ホに往古する。  

3 学生教育研究災害傷害保険・学研災付帯賠償責任保険について   

大学に学ぷ学生が，教育研究活動中（正課中，学校行事中，加害活動中，学内施設内〕及び通学途中において，不  

慮の災害車‾故に上る傷害を受けた学年に対する補旧救折制度が，学生教育研究災害傷害保険です。   

学生の皆さんが卒業するまでの期間，安心して勉学及び課外精勤に専念し，正課・課外教育活動を通して有意義で  

充実Lた学牛車活を過ごすための福利厚牛■】i二業の一環とL て，本学では学生の皆さんを全員加入としております。   

なお，保険料は大学が負押し，山口入手続は大学が 一拝して行うため，学生の皆さんが行う必要はありません。   

また，学牛が万が一相手をけがさせたり物を旗LたりLたときに備えての保険が，学研災付帯賠償責任保険です。  

この保険の加入受付は，軒別として4月叫こ行いますが，隼の中流であっても受け付けられ圭す。加入手続は，学生  

センター内の学年年酒秋草年支招係にある指定の「振込用押」に必要■】i二項を記入し，郵便局で保険料を払い込んでく  

ださい。   

なぉ．インターンシップ・介言埠等帖快・ボランティア活動に参加する場合は，この保険に加入しなければ参加でき   

ません。  
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Ⅶ 規則及び内規等  

1．佐賀大学農学部規則   

2．佐賀大学農学部履修細別   

3．農学部学生の分属及び卒業研究に関する内規   

4．農学部定期試演受無上の注意   

5．追試験及び再試験に関する農学部内規   

6．農学部編入学生の既修得単位の認定に関する内規   

7．佐賀大学農学部における履修科目として登録できる単位数の上限等に関する内規   

8．留学先大学における修得単位の認定についての申合せ   



1 佐賀大学農学部規則  

〔平成16隼4月1日制定）  

（趣 旨）   

節1条 件：賀大学農学部（以下「本学都」という。）に関する事一項は，国立大学法人佐賀大学其本税則（平成16イド4月   

1日制定）及び性門大学学則〔平成16年4月1日制定。以下‾学則Jという．〕に定めるもののほか，この規則の定  

めるところによるL、  

（学部の目的〕   

節1条の2 本学部は，農学及び関連する学問領域において，多様な社会的密訊ここたえうる幅広い素養と実行力を   

身に付けた人材を育成することを目的とする。   

（学科及びコース）   

萌2粂 本学部に次の学科及びコースを吊く。  

学  科   コ  ー   ニス   

牛物科学コース  

魚群蹄］環境科苧コー∵ス  
偉物瞥源科学科  

生・命機能科学コース  

国際り也域マネジメントコース   

2 学科の朽コースの目的は，次に掲げるとおりとする。  

（1） 生物杵学コース 生物芋全般に関する知識を某酷とし，それを括用した農業生年勿の改良，生産及び保護に必  

要な技術を習得することに上り，田内はもとょり間際社会において，農業・食一品・環境関連爬業の矧ユ引こ貢献  

し，括『昌できる人材を育成すること。  

（2）食費源環境科学コ←ス 再生可能額源の源である農林水俺矧こ立脚しながら，環境と調和した持続叶能な食  

料・食品生産技術及び生産其標幣備に＿汀献する人材を育成すること。   

Ⅲ 牛命機能科学コ←ス 田内外の食■軋医薬・化粁晶，環桔などの分野における科学技術の登屁を先端的・独  

創的に推進する能力を備えた人材を育成すること。  

（4）l司際・地域マネジメントコース グローバルな視野で，地域社会における隼活や牛業，健康問題の解決に寄  

与し，地域振甲＝二貢献できる人材，及び農業繹常やその間建売業の持続的成長を押うことのできる人材を育成  

すること。  

（入 学）  

窮3条 本学部に入学することのできる者は，学則鞘9条及び第14条に規定するところに上る。  

2 編入学に問し必要な事項は，佐賀大学農学部編入学規程（平成16隼4月1日制定）で別に定める。  

（教育誠稗の編成）   

節4条 本学部の教育課捏は，砕この教育科目をもって編成する。  

教養教育科目  

専門教育科目  

2 教養教育科目は，大学入PL悍卜目，共通展礎科目，厳木教養科目，インターフェース科目及び共通潮間科目に区分   

する。  

3 共通展礎科目は，外国語科目及び情報リテラシー科目に区分十る。  

4 某本数養科目は，［黙科学と技術の分野，文化の分野及び現代社会の分野に区分するゎ  

5 守門教育科目は，学部應礎科目，守門導入科目及び守門科目に区分し，コース別に，必修科目，選択必修科目，  

－79－   



選択枠H及び［由科目に分ける。  

（屑修方法）   

節5共 学生は，本学部の定める教育課程により，教養教育科目及び専門鞭青枠Hから成る別表に示す単位を修得し  

なければならない。   

2：教養烈育科目の授業料軋 単位数及び屑幡方壮は，佐賀大学教養教育科目帽帰納則（平成25イド2月27日全部改正）   

及び性門大学農学部履修細則（平成16牢4月1日制定。以下「闇値細則」という。〕の定めるところに上る。  

3 専門教育科目の授業料H，単位数及び樗幡方法は，履修細則の定めるところによる。  

（屑惜千続）   

節6共 学生は，履修しようとする授業料目について，各学期とも所定の期間内に定められた方法により頓悟手続を   

Lなければならない。ただし 学期の中途から開始される授業料目については，その熱度閻憺手続をLなければな   

らない山   

（成紙判定及び単位の授与）  

節7条 授業料Hを情惜した場合には，成照判定の上，合格した甘に対して所定の単位を与える。  

2．成絹判定は．平素の学修状軋 学修報告，論文及び試験等に上って行う。  

3 成照は，秀・債・艮・可・不可の評語をもって表わし，秀・債■良・可を合格とし，不可は不合柿・とする。  

4 前項の規定にかかわらず，成績の判定に当たり，前項に別定する評語により難いと性門大学教育委員会が認めた   

授業料Hに二糾、ては，合又は不可の評語をもって表すことができるものとし，合を合柿とし，不可は不合格とする。  

（試 験）   

節8条 試験は，各軽業科目につき，学期ごとに行うことを軒別とする。  

2 追試験及び再試．矧こついては，農学部追試験及び再試験に問十る内別（平成16年4月1日制定）の定めるところ  

による。  

（他の大学又は短期大学における授業科目の闇値等）   

節9典 雅育上有益と認めるときは，他の大草又は東三期大学（外国げ）大学又は短期大学を含む。）における授業料H   

の曜惜，大学以外の教育施設等における学修及び入学前の他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）   

における授業料Hの履修により修行した単位について，教授会の講を揮て，認定する。   

（転入学，編入学及び再入学Lた者の履修科目等の認定）  

節10条 転入学，編入学又は再入学した甘の履修科目及び修行単位数は，教授会の疏を経て，認定する。  

（卒業の要件〕   

節11条 本学部を卒業するには，所定の期間在学し，節4共に定める教育課捏を同情し，かつ，所定の単位を修得し  

なければならない。  

（科目甘帽幡生）  

萌12条 科目等闇値牛に関する■い‾項は，佐郡大学科目等履修生別程〔平成16年4月1日制定〕の定めるところによる。   

（特別聴講学生）  

窮13条 特別聴講学牛に関する車項は，性門大学芋牛史流に関する規程〔平成16年4月1日制定〕の定めるところに  

よる。  

（研究年）   

節14条 研究生に関する事項は，佐賀大学研究生規程〔平成16隼4月1日制定〕の定めるところによる。  

（外周人間学牛〕   

節15集 外国人留学生に関する事項は，佐督大学外国人留学生規程〔平成16隼4月1日制定）の定めるところによる。  

（公開講犀）  
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節16共 学部の土偶する公開講座については，鞭授会の疏を経て，これを行うものとする。  

（雑 則）   

節17条 この規則に定めるもののほか，本学部に問し，必要な事項は，教授会において定める。  

附 則   

この剋則は，平成16牢4月1日から施行する。  

附 則（平成17隼1月21日改正）  

1 ニの別則は．平成17年4月1日から施行する。  

2 平成17叶3月31日において現に在学するもの（以下この項において「在学甘」という。）及び平成17隼4月1日   

以降において在学者の属する牢次に転入学，編入学及び再入学十る者については，なお従前の例による。  

附 則（平成1糾二2月16日改正）  

1 ニの別則は．平成1日年4月1日から施行する。  

2 平成1帥二3月31日において現に在学する甘（以下この頓において「在学ノ首」という。）及び平成18咋4月ユ 日以   

降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の側に上る。  

附 則（平成1叫二3月22日改正）   

この別則は，平成19牢4月1日から施行する。  

附 則（平成1叫二5月1日日改正）  

1 ニの別則は，平成19年5月1日日から施行し，平成19年4月1日から適用する。  

2 平成1即十3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成1叫二12月21日改正）   

この剋則は，平成20牢4月1日から施行する。  

附 則（平成22イド3月19日改正）  

1 ニの別則は．平成22年4月1から施行する。  

2 平成22叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び平成22イド4月1日以降において在学   

者の属する牢次に転入学，編入学及び再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成22イド11月24日改正）   

この剋則は，平成22牢11月24目から施行する。  

附 則（平成25イド3月27日改正）  

1 この別則は．平成25年4月1日から施行する。  

2 平成25叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再．入学する者については，なお従前の側に上る。  

附 則（平成2糾二2月24日改正）  

1 ニの別則は，平成2日牢4月1日から施行する。  

2 平成2帥二3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学及び再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成30隼3月2日日改正）   

この剋則は，平成開牢4月1日から施行する。  

附 則（平成31隼2月27日改正）  

1 ニの別則は．平成31年4月1日から施行する。  

－81－   



2 平成31叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

別表（踊5条問係〕  

教 養 隷  市 粗 目  
中門教育科目  

人  共通其礎科目  イ  小  小  

′二ご： 日   肇甲  情報リ テ  

7 ン】  基本教養科R  ン  ．ユー 」J  車  中一  
入  

門   口  タ  
料  

l  部  

学科・コース  
＝  

然  7  茶  
門  

大  代  

租 ∫ニケ ゴ 
人  碓  

門  
ー と  科  

科  技  
習   

のス  
分科計  

科   
R   

計   
〝）  

‡も u   R  R  R   

生 物 坤 苧 コ ー ス  2  4  2  12  日   29    6  14  77  97  126   

‡1二  

琵食㌍醍環境科芋コーース   2  4  2  ロ   12  日   29    6  14  77  97  126   

謳                                   仙、  

撃生命機馴卜芋コー・ヌ  12  月   29    6  14  77  97  126   
科   

国際・」也岐マネジメント  
コ  ス  2  ヰ  2  ロ   12  日   29    6  14  77  97  126   

怖 考   

張本帯革科目は，各分野から2中位以上を噸惜するもmとする。  
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2 佐賀大学農学部履修細則  

〔平成16隼4月1日制定）  

（趣 旨）   

節1条 件賀大学農学部学生の教養教育科目及び専門教育科目の履修については，件賀大学芋則（平成1即ト4月1日   

制定〕，性門大学数蒸散市制目闇値規程〔平成25年2月27日全部改止），性別大学教養教育科目曜修細則（平h覧25年   

2月27日全部改正），件賀大学芋部問共通教育科目暗修規捏〔平成25イド2月27日制定）及び佐賀大学農学部規則   

（平成16年4月1日制定）に定めるもののほか，本細則の定めるところに上る。  

（共通其礎科目）  

萌2粂 基地應檻科目軋 外国語科目については，英語を必修と十る。ただし，外国人留学牛については，英語文は   

日本語のうち，母国語以外の1か国語を選択して帽修するものとする。  

2 共通展礎科目中，情報リテラシー科目の演習については，情報展硬慣習lを必修とする。   

（専門教育科目）  

窮3県 外コースの守門教育科目における学部拭辟科目，守門導入科目及び軍門科目の授業科目及び単位等は，別表   

丁から別表Ⅵのとおりとする。   

2 前項の授業料目の配当年扶は，別に定める。  

（外国人留学生の履修〕  

窮4条 外同人照学牛は，別表l肌こ定める授業料目を専門科目における選択科目の一部として履修十ることができる。   

（転入学，編入学及び再入学した甘の履修科目竿の認定）  

窮5負 性耶大学農学部規則第10条に規定する転入学，編入学又は再入学Lた者の闇憺科目及び修得単位数の認定に   

ついては，別に定める。  

（屑修登録）   

節6共 学生は，履修しようとする授業料目について，件賀大草農学部規則節6共に規定する帽幡手続を，各学期と  

も所定の期限までに終えなければならない。   

21紆項の履修手続を終えなかった場合，1諸学期に受講した全ての授業料Hの単位は認定されない。  

3 各学期に屑値鞘目とLて登録できる単什数の上口跡ま，別に定める。ただし，転入学，編入学又は再入学した者に   

ついては，この限りでない。  

4 教市職員免許法における教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的小：頓に係る部分を除く。）及び集中講   

義の科目は，各学期に登録できる授業料Hの単位数の上限の対象としない。  

（教育職昌免許状）   

節7集 散育職員免許状を取得しようとする一昔は，所定の教育課捏に定める単位のほか，別表lⅦに定める授業料＝の   

うちから免許教科ごとに必要な単位その他教育職昌免許状取矧こ問L必要な授業科目のうちから必要な単位を修得   

しなければならない。  

2 前項に定めるもののほか，教育職昌免許状取得に閏L必要な・ff項は，別に定める。   

（大学院先行帽幡科目〕  

窮牒条 3年蹟牛及び4年晩生は，大学院先行履修科目を闇値することができる。  

2 大学院先行帽幡科目は，卒業要件の単位の中に算入しない。  

3 第1頓に定めるもののほか，大学院先行履修科目の闇値に問Lて必要な車項は，別に定める。   

（雑 則）   

窮9粂 この剋別に定めるもののほか，学牛の闇値に問L必要な申：項は，教授会で定める。  
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附 則   

この細則は，平成16牢4月1日から施行する。  

附 則（平成17隼1月12日改正）  

1 ニの細則は，平成17年4月1日から施行する。  

2 平成17叶3月31日において現に在学する昔（以下この項において「在学ノ首」という。）及び平成17咋4月ユ 日以   

降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の側に上る。  

附 則（平成1糾二2月17日改正）  

1 ニの細則は．平成1日年4月1日から施行する。  

2 平成1帥二3月31日において現に在学する昔（以下この項において「在学ノ首」という。）及び平成1帥二4月ユ 日以   

降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の側に上る。  

附 則（平成1叫二2月21日改正）   

この細則は，平成19牢4月1目から施行する。  

附 則（平成21隼1月2日日改正）  

1 この細則は．平成21年4月1日から施行する。  

2 平成21叶3月31日において現に在学するイ千（以下この項において「在学ノ首」という。）及び平成21咋4月ユ 日以   

降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。ただし 改   

正後の別表mから別表1Ⅶに二f封ナる選択料日中「インターンシップI」，「インターンシップロ」，「アカデミック＿蝿   

語コミュニケーション」及び「アカデミック英語プレゼンテーション」については，この限りでない。  

附 則（平成22イド2月17日改正）  

1 ニの細則は，平成22年4月1日から施行する。  

2 平成22叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び平成22イド4月1日以降において在学   

者の属する牢次に転入学，編入学又は再入学十る者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成23イド2月16日改正）  

1 ニの細則は．平成23年4月1日から施行する。  

2 平成23叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び平成23イド4月1日以降において在学   

者の属する牢次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成飢隼1月25日改正）  

1 ニの細則は．平成24年4月1日から施行する。  

2 平成飢隼3月31日において現に在学する甘（以下「在学昔」という。）及び平成2叫三4月1日以降において在学   

者の属する牢次に転入学，編入学又は再入学十る者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成25隼1月23日改正）  

1 この細則は，平成25年4月1日から施行する。  

2 平成25叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成26イド1月22日改正）  

1 ニの細則は，平成26年4月1日から施行する。  

2 平成26叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の別に上る。  

附 則（平成26隼2月12日改正）  

1 ニの細則は．平成26年4月1日から施行する。  

－84－   



2 平成26叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成26イド5月14日改正）  

1 ニの細則は，平成27年4月1日から施行する。  

2 平成27叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の別に上る。  

附 則（平成27隼1月21日改正）  

1 ニの細則は．平成27年4月1日から施行する。  

2 平成27叶3月31日において現に在学する昔（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の例に上る。  

附 則（平成27隼3月5日改正）  

1 ニの細則は．平成27年4月1日から施行する。  

2 平成27叶3月31日において現に在学する甘（以下「在学昔」という。）及び在学者‾げ〕属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する肴については，なお従前の例による。ただL，改正後の別兼用から別表1・rlIにおける選択科目中  

「果樹生産生理芋」，「園芸柄物繋肺学」については，ニげ）限りではない。  

附 則（平成2日牢3月4日改正）   

1 ニの細則は，平成28イド4月1日から施行する。  

2 平成2日年3月31日において現に在学十る者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編入   

学又は再入学する署‾については，なお従前の例による。  

附 則（平成即牢2月14日改止）   

1 この細則は，平成30隼4月1日から施行する。  

2 平成コロ牢3月31日において現に在学十る者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編入   

学又は再入学する㌔‾については，な二首従前の例による。ただし，大学院先行樗幡科目の新設に係る改正規定は，こ  

の限りでない。  

附 則（平成30イド4月11日改正）  

1 ニの細則は．平成30年4月11日から施行し，平成開牢4月1日から適用する。  

2 平成30叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については．なお従前の例に上る。  

附 則（平成31イド3月7日改正）  

1 この細則は．平成31年4月1日から施行する。  

2 平成31叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学者の属する隼次に転入学，編入   

学又は再．入学する者については，なお従前の側に上る。  
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別表I（節3条関係）  

学 部 共 襟 科 目  

授 業 料 H   単位   授 業 料 H   単位   

生物学せ   2  括碓数学   2   

物理学主  
2  2   

化苧♯  2   

備 考   

（1〕「生物学」，「物理学」及び「化干」を必ず．履修しなければならない。  

（2〕 6単位を超えて修得した中位は，専門科目〔選択料日）の単位として算入するり  

（3〕高一柿免及び中一和免の理科に関する科目については「士」を附す。  

別表Ⅱ（第：〕条問係）  

専 門 導 入 科 目  

授 業 料 ロ  

アグリキャリアデザイン曇二＊  

農苧概論♯■＊  

錯巣ICT苧桐  

生物化学♯  

栽培学汎論＝  

土嘩学吊  

2
2
2
2
2
2
 
 

授 業 料 口  」
止
 
判
 
2
 
2
 
2
 
 

生物統計学♯  

農業繹折学士♯  

食品科学♯＊  

備 考   

（1）「アグリキャリアデザイン」，「帯学概論」，「果菜ICT苧」を必ず履修し，L記専門導入科目の中から14単位以  

上を頓悟しなければならない。  

（2〕14単位を超えて修得した単位ほ，専門科目〔選択科目）の単位として算人する。  

（封 高一揮免及び中一柿免の理科に問する科目については「＊」，高一秤免の農業に問する科日については「＝」   

を附す。  

別表m（第：〕条問係）  

生物科学コース   

1 専 門 科 目  

○ 必 修 科 目  

授 業 料 目   単位   授 業 料 目   単位   

牛物科ノ、r：概論1＊■♯   2  柄物分子育種ツ実験1－∴＝tヰ   1   

生物科学概論Ⅲ虫■＊   2  栖物分一子育精華宗層Hr＝‥⇒＝ヰ   

応用動物昆虫学i■♯   2  動物質糎開発事実験一汁＝♯■キ   

柄物生理学＝   2  動物贅滑開発学究顆Ⅲ㌻－∵＝   1   

遺伝ノ丁二曳   
2  柄物病理′㍗二実験l汗・’ヰ♯   1   

食用作物苧ヰ♯   2  植物病理学実験Ⅱi【■・■ヰ＝ヰ   

園芸学烹■♯   2  線虫事実験一汁＝♯■キ   

生物学某l韓＊   口  繰出学究顆Ⅲ㌻－∵＝   1   

フィールド科ノ丁二基礎某習1♯■ヰ   ロ  昆虫ノーr：実験1一二＝♯   
1   
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フィールド科学其経基門Ⅱ…  

柄物育柿学＊‡  

柄物病理学ヤ  

畜産学ウ■牢  

応用化草案巨鞄＊  

応用年物宇美騎手  

柄物代謝解析学実験l■■■火蓋  

帥物代謝解析学実験口■■’叫  

果樹岡芸草案鰊Ⅰ・J＝  

果樹園芸学実験止・－＊キ  

熱帯作物改良学実験Ⅰ■■■史♯  

熱手引乍物改良宇美取口■■’叫  

歳菜花井園芸学実験卜■J叫  

庶菜花井園芸学実験u■■1二王汁  

昆虫学実快n’＊  

牛態学業韓1－’♯  

生態学実働Ⅲ“■♯  

作物草案験丁＝・…  

作物草案輸nノト＝  

遺伝贅滞フィールド科学実験1－’＝  

潰伝習滞フィールド科学実験Ⅲ「■■♯ヰ  

科学英語  

生物科学英語  

牛物情報処理杭習  

生物科学演習Ⅰ  

生物科学演習¶  

草葉研究  

1
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
1
 
2
 
 
リ
］
 
 
ワ
】
 
2
 
2
 
▼
H
 
 

○ 選 択 料 H  

授 業 料 目   
j抑二仁   招 潔… 科 目   中位   

群集ヨ三憶苧♯   2  インターンシップS   1   

昆虫学宋   2  インターンシップL   2   

線虫学t■＊   2  農業気象学＝   2   

微生物学＊   2  農業ビジネスマネジメント学＝   
2   

行動ヨ三惜苧十   2  応用微生物草丈   2   

柚物栄養学♯＊   2  分子遺伝学ヰ（※1）   2   

熱帯作物学＝   2  生物有機化学士   2   

歳菜花井園芸学貴■＊   2  施貢封素】芸学   2   

果樹園芸∫芋十＊   2  動物遺伝育種学拍   2   

勒物繋郎生印章虫■窄   2  植物⊥場苧   2   

環坑保全型農業論♯濾   2  農業生亮機械学♯■★   2   

屯‾機化学＊   2  農薬化学＝   2   

食品化学♯ヰ   2  栄養化学♯   2   

動物飼養帯印章棄■窄   2  分子細胞生物学＊  2  

分析化学＊  2   

備  考
 
 

（り 江〕の授業科目は選択必備とし，原則として分属した分野の実験を履修すること。   

（2〕※1〔り授業料目は］確工学部］耀工千村と共通で開設する。  

用・高一揮免及び中一挿免の舛科に問する科目については「＊」，高一柿免の農業に問する科日については「＝」   

を附す。  

2 自 由 科 目  

授 業 料 日  

他学部閉講の守門教育科目  

全学教市機構が開設す古学部問共通数百科目の特定プログラム教育相日  

生物科学コースの専門科目を除く他コース開講の専門科目  

備 考  

上記即∩南村目については，10単位に限り専門科目（退紺ユ科目）の必要履修単位に算入することができる。  

－87－   



3 専門鞭育種Hの卒業要件単位  

区  分   単車■工   

学部基礎科目   6   

専門導入科目   lii 

専門科目   

1gイl室料目   45  

選択科目   32   

計   97   

別表几・r（萌3条関係）  

食語源環境科学コース  

1 守 門 科 目  

○ 必 修 科 目  

授 業 料 目   単位   授 業 料 目   中位   

環境基礎解析学1   2  地球環境苧ヰ   2   

応用力学＊   2  英一i」‡講読   2   

応用ノ」学抗円♯   2  科学英語   2   

生化学象   2  実験食資源環j克科学   2   

地脂環境学l♯   2  食賢循環境科学演習   1   

環境水理学I＊   2  卒業研究   8   

○ 選 択 必 修 科 目  

授 業 料 目   単位   授 業 料 目   単位   

土壌環境科学＊   2  有機化学♯   2   

環」花水理学Ⅲ＊   2  分析化学＊   2   

環境水］軒ユご：演習1♯   2  物現化ノユご：♯   2   

環境水郡芋演辛目ド   2  測地苧Ⅰ嚢   2   

栄養化学＊   2  地盤環境学n☆   2   

遺伝学圭   2  実験水気同環坑学＊   2   

昆虫ノ丁二曳  2  2   

生物有機化苧＊  2   

○ 選 択 料 R  

授 業 料 目   単イゴヱ   授 業 料 目   単位   

生産情報処≡埋草   2  測地学演習一女   
2   

農業水利苧＝   2  測地学清田ロー   2   

農業気象学＊‡   2  農相環境計画学♯■♯   2   

フィールド科学基礎実習Ⅰ♯二＊   ロ  食腎滞物質工学拍   2   

フィールド科学某辟実習¶…   ロ  設計・．製図学   2   

栽倍環境神」御学声■＊   2  インターンシップS   

環］寛厳礎角引斤学止   2  インターンシップL   2   

農業生産機根号文集   2  農薬化学♯＊   2   

農産食品流通貯蔵学♯＝－   2  農地環境⊥学叫   2   

食品化学＊叫   2  干潟環坑学＊   2   

2  水環境学＊   
柄物栄養学＝  2   

柄物生理干♯＊   2  CAD利用苧   2   
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備 考   

（1〕選択必修科目は，6科目12単位以上楕修すること。  

（2〕選択必修科目において，12単忙を超えて修得Lた単仰は，選択科目の単位として算入する。  

（3） 高 一椅免及び中 一拝見の理科に関する科目については「事」，高 一挿免の農業に関する科目については「ヰ＊」  

を附すっ  

2 自 由 科 目  

授 業 料 R  

他学部閉講の専門教育科口  

車苧教育機構が開設する学部間共通教市科目の師走フ′ログラム数台科目  

食資源環境科一丁ニコースの専門科目を除く他コース閉講の専門科目  

備 考  

L吉山F）自由科目については，10単位に限り専門科目（選択科目）の必要履修単位に算入することができる。  

3 年門数百科目の単葉要什単位  

区  分   単位   

学部某礎科目   6   

専門帝人科目   14  

専門科目   

必修科□   29  

選択必修科目   12   

選択科目   36   

計   97   

別表Ⅴ（第：〕条問イ剰   

牛命機能科上、ユご：コース   

1 専 門 科 目  

O 必 修 科 日  

授 業 料 目   単位   授 業 料 目   単位   

物≡哩化学事   2  分子生物学ヰ（※2）   2   

有機化学＊   2  食品化苧＝   2   

分析化学♯   2  牛化学業韓♯   2   

生物有機化苧＊   2  微生物干実験矢   2   

生化学☆   2  専門外賞講読   2   

酵素化学＊   2  某碓演習＊   2   

徴牛物学♯   2  牛命機能科学杭習1＝   2   

生命機能科学概説拍   2  生命機能科学演習Ⅲヰ嚢   2   

化学実験I♯   ロ  生命機能科学演習m叫   2   

化学実験Ⅱ＊   ：う  生物学其碑実験＊   

食品衛牛学＊♯  2  8   

栄養化号♯  2   
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○ 選 択 料 H  

授 業  科 目   単車■工   授 業 料 目   単付二   

誤伝守矢   2  食品工学拍   2   

柚物生理学♯＝－   2  食品機能化学叫   2   

応用動物昆虫学声■＊   2  分子細胞生物学＊   2   

柄物病理学＝   2  応用微生物草木   2   

線虫学再   2  食糧流通貯蔵学拍   2   

昆虫学☆   2  水困生物学   2   

化学基礎実巨鞄＊   l  地球環坑学＊   2   

フィールド科学展礎実習1♯■♯   ロ  牛物質油化学ネ＊   2   

フィールド科学基礎実習Ⅱ♯二＊   ロ  潰伝チエ苧ヰ   2   

勅物聖師生理学叫   2  基礎放射線科学＊   2   

農薬化学＊岬   2  コスメ詫業学   2   

人間開発論   2  藻類学   2   

柄物栄市子♯＊   2  水産増養荊学   2   

食指を全学押   2  インターンシップS  

インターンシップⅠ＿   2   

備 考  

（1〕※2の授業料目は理工学部理工学科と共通で開設する。  

（2〕高 一碑免及び｝ 一掃免の理科に関する科目については「♯」，高 一挿免の難業に関する科目については「ヰ＊」   

を附すく，  

2 自 由 科 目  

授 業 料 H  

他学部閉講の専門教育科目  

全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目  

生命機能科苧コースの専門科目を除く他コー∴ス開講の専門科目  

備 考  

L記の自由科目については，10単位に限り専門科目（選択科目）の必要履修単位に算入することができる。  

3 専門教育科目の卒業要什単位  

区  単位   

学部展礎科目   8   

中門華人科目   14  

専門科目   

必修科日   51  

選択科目   26   

計   97   
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別表1汀（節3条関係）  

国際・地域マネジメントコース  

1 専 門 科 目  

O 必 修 科 目  

授 業 料 口   単位   授 業 料 口   単位   

国際・地域マネジメント入門   2  農相社会学＝   2   

社会調充実習1   ロ  科一－戸英語   2   

社会調査完備Ⅲ   2  アカデミック・プレゼンテーションⅠ   

フィールド科学其礎実門丁＊■＊   口  アカデミック・プレゼンテーションロ   

フィールド科学展辟実習Ⅱ＝   口  卒業研究Ⅰ   4   

国際地域調査法  2  4   

社会統計苧  2  

実践語学  2   

○ 選 択 料 H  

授 業 料 目   
j抑二仁   招 潔… 科 目   中位   

食用作物学拍   2  農相の環境・健康閏題   2   

アジア地誌   2  生態人類学   2   

農村地伸幸   2  農業ビジネスマネジメント学＝   2   

農業市場流通学≠■＊   2  比較農政学＝   2   

群集ヨ三惜苧十   2  開憩経済論   2   

地域再生論   2  ど師」環境計画学＊ヰ   2   

地域マネジメント論   2  農相と産業病閂I＝   

園芸学貴■＊   2  農相と座業杭習Ⅱ＝   1   

農業水利苧十＊   2  環境と生活構習l♯♯   1   

人間開発論   2  環境と生活湛借用ト 

環坑祉全学   2  インターンシップS   

l末1際関係学空説   2  インターンシップL   2   

栽培環境制御守   2  アジア・フィールドワーク   1   

経済法丁   2  民法Ⅳ   2   

経営管理論   2  民法¶   2   

農業牛澤機械学ゝ■＊   2  経営史   2   

農村開発論十＊   2  人口学   2   

島崎・半島地域社会経済論…   2  地域詐原論   2   

畜産学t■＊   2  アグリビジネス論＝   2   

昆山草も   2  協同組合論＝   2   

十潟環境学♯   2  ランドスケープ   2   

特産・食品流通貯蔵学   2  環境法   2   

熱帯作物辛目   2  国際・地域インターンシップ   2   

備 考  

高一柿免及び中一和免の］環科に関する科目については「♯」，高一柿免の帯業に関する科目については「ヰ圭」を附   

十■  
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2 ［ 由 科 目  

授 プE 科 目  

土子教育棟構が開設す計学部間共通教育相目の特定プログラム教育科目  

国際・地域マネジメントコースの専門科目を除く他学部開講の専門科目  

国際・地城マネジメントコースの専門科目を除く他コース閉講の専門科目  

備 考   

上記の自由科目については，10単位に限り専門科目（選択料日）の必要履修単位に第九することができる．，  

：〕 専門教育科目の卒業要件単位  

区  分   単位   

学部某礎科目   6   

中門算入科目   14  

軍門科牒   

必修科目   27  

選択料H   50   

計   97   

別表Ⅶ（第4条関係）  

外国人留学生特別科日  

授 業 料 目   単位   授 業 科 目   単位   

農学概説   2  農学演習   2   

別表Ⅷ（第7条関係）  

教育職員免許状取得に問する授業料日  

科目区分  各科目に含めることが必要な事項  授業料目名   輯イ、■′こ敢   

教   物雅章宗験ヰ（：）   
科  
及   括碓生物学実験♯（‡）   

ぴ  
専門的  

教  
地学実験＊（※3）   

科  職業指導拍〔農業）（‡）   2  

の  
中等理科教育法I  

．  

2   

聖ヰ  中等理科教育法Ⅱ  
法  

2   

r・′  t・－  2  

問  各教科の手間壮（情報構ぷ及び教材の活用を含む巾〕 
す   2   

る  
科  

措業科教育法Ⅰ（：）  2  

H  
農業科教育法¶（：）  2   

関 数  
＿      ■三＝                  ■               ■■          ＿ ＝＝   2   

す呑  想  教育史   2  

るの  
卿容（チ】 

教職概説   2  

的  
押  ■ 

・ 
・ 2  

解  
（■－  

．土．．．   2  
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児冊び生徒の心身の発達適び即  
に教  発達と苧習の心耶肯   2  

問†f  
す即  
る應  桝r」の女桔を必要とする軌児，児責及び生  
科礎  特別支援教育概儒  2  

□的  
徒に対する理僻  

耶  ・■■‾   ・  
郎   芦＝   2   

道徳の頂論及び指導法  道徳教育の甥論と．力‾法   
軒lの：迫  

2  

詫指徳  総合的な学習の時間の指導法  特別活動及び総合的な学習の時間の   
等導  2  

に仏経   特別精勤の括専任  押論と方法   

聞及．合  
すび的  び技術（情報機器及び鮒の 教育方法論  2  

る生な  
科徒∵苧  
目指閂  生徒指導の理論及び方法  

F二一二の  
牛徒・退路指導の理論と方法（中等）   

進路指弾及びキャリア教育の理論及び拙  
2  

一昨   
拙悶  る澗的  

教育相談の鞘と拙（岬）   2  

中学校教育実干ヲI   
科 に 教  

3   

日 間育   教育実間  中学校教育実閂m   2   

す実  高等学校教育実習   3  

る践  
敦職某茫長演習  教職実践演習（中・高）   2   

遺徳教育と学級経常  2   

大草が独白に設定する科目  
2  

．  2   

人権教育論  2   

（備 考）   

（1〕 L記授業料目の（…）は農学部で開設する。  

（2〕※3の授業科目は教育学部学校数肯課程と共通で開設する。  

（3〕前項の科目を除く授業科目ほ，共通で開設する。  

（4）教科に問する専門的市項のうち，高一楠免及び巾一柿免の理科に問する科目については「＊」，高一秤免の  

愕某に関する科目については「♯♯」を附す。  
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3 農学部学生の分属及び卒業研究に関する内規  

〔平成16隼4月1日制定）  

1 学年は，教育研究分野に分属する。  

2 単位修得状況が良くない場合は，鞭育研究分野分属を保留されることがあるゎ  

3 年業年次の学年は，学年拍捌こ専攻教育研究分野の教員と協議し，研究題目を定め，車潔研究を行う。ただL，   

単位修行状況が良くない場合は，卒業研究を保留されることがある。   

4 年業論文及び論文要旨は，卒業年次の2月末日までに指導教員に提出Lなければならない。   

5 年暴論文の寮充は，指導教員がこれにあたる。  

6 学牛は，卒業論文発表会において論文の概要を発表Lなければならない。  

7 外国の大学に派遣留学した学生については，コースの読に其づき単位を認定する。  

附 則   

この内別は，平成16牢4月1日から施行する。  

附 則（平成1糾二1月23日改正）   

この内別は，平成1日牢1月23日から施行L，平成17年4月1日から適用する。  

附 則（平成31隼3月7日改正）  

1 ニの内規は，平成31年4月1日から施行する。  

2 平成31叶3月31日において現に在学する甘（以下「在学昔」という。）及び在学昔の属する年次に転入学又は再   

入学する者については，なお従前の例に上る。  

4 農学部定期試験受験上の注意  

平成20イド12月3日  

農学部教授会   

1 試験室を確認すること山  

（受験者が試験零の収帝人数を超えると予測される場合は，2辛以上に分けて試験が実施される。〕   

2 2人掛机には1人，3・4人掛机には両端に1人ずつ着席すること。  

3．輯痛が指定されている場合は．試験監督者の指示に従うこと。  

4 筆記用具及び試験慌督甘が許可したもの以外は，足元の床に置くこと。   

5 学年証は，机上右肩に置くこと。   

6 不正行為をしないこと。  
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5 農学部追試験及び再試験に関する内規  

〔平成16隼4月1日制定）  

（追試験）   

節1兵 やむを得ない事由〔病気，事故，天災，肉親の死亡（二親竿以内），就職讃蘭帯）により，定期試験を欠席   

し．受験できなかった授業料目について，担当教員の承認を得た穫，所定の願書を提出した者については，教授会   

の成を揮て追試験を行うことがある。  

2 追試験を受けょうとする者は．所定の願書に欠席の車由を証明する書類を添えて，欠席の小二由発車の日から，原   

則として，7日以内に農学部教務担当イ千に提川しなければならない。ただし，就職試験により定期試験を欠席し，   

受験できない授業科目がある場合は，所定の願書に証明する書類を添えて当該授業科目の試験日の前目までに農学   

部教務押当イ千に提川しなければならない。  

3 前項ただL吾に上り追試験を願い出ることができる者は，卒業牢次学牛に限るものとする。   

（再試験）   

窮2条 不合格と判定された授業料目については，再試験を行うことがある。   

2 再試験を安けようとする署‾は，押当教員の承認を得た後，所定町師洪を所定の期日までに農学部教務持1ノ首に提  

出Lなければならない。   

3 合枯の評価軋「可〔C）」とする。  

（教養教育科目〕   

節3条 全学教育横柄において開設される教養教育科目に係る授業料Hの追試験及び再試験については，全学教育機  

構の定めるところによる。  

附 則   

この内規は，平成16隼4月1日から施行する。  

附 則   

この内規は，平成17隼4月1日から施行する。  

附 則（平成19牢2月21目改止）   

ニの内規は，平成1叫二2月21日から施行し，平成19隼2月2日から適用する。  

附 則（平成23牢5月11目改止）   

ニの内規は，平成23イド5月11日から施行する。  

附 則（平成2f∋牢9月10日改正）   

ニの内規は，平成26イド9月10日から施行し，平成26年4月1日から適用する。  
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6 農学部編入学生の既憤得単位等の認定に関する内規  

〔平成16隼4月1日制定）  

（趣 旨）   

節1条 件賀大学農学部斤別宴斜［則（平成16隼4月1日制定）節5条に規定する編入学した甘の履修科目及び修得単位   

数（以下「既修得単位」という。）の認定については，この内別の定めるところに上る。   

（認定即某準〕  

窮2粂 既修得単位の認定については，次に掲げる区分に従い行う。   

丁 数蒸散育科目  

大学入門科目，共通展礎教育科目，農本教養科目及びインターフェ∵－∵ス科目及び共通教職科目からなる教養教  

育科目については，次の表の 一桁認定する単位の項に示す単位を短大等での既修得単位で 一桁認定し，卒業まで  

に修得が必要な単イ苗放の哨に掲げる単位数を屑修しなければならない。  

′1人二  

大  
学宇  技自  ン 夕  

国  報  
入入   リテラシー  

代  T  

術然   フ  
門  料  

目   の科  の   会  科門   H   
［  

日科  分学  分  
の   

ス  
分  科  

号音  
、一目   口lコ   

ナ】rミ  

手性   再   野と   野   野  目   

卒 業 に 必 要 な 単 忙 放  2   4   2   1   2口  8   

一 括 認 定 す る 単 位 数  2   4   2   20  8   

卒業までに修得が必要な単位数  0   0   0   0   0  0   

止 守門教育科目   

1 専門某礎科目  

守門應檻科目については．それぞれの学科で修得すべき単忙（応用牛物科学科：4単位，偉物環境科学科：  

4単位，生命機能科学科：6単位）を短大等での既修得単位で 一桁認定する。  

2 農学月…硬科目  

農学某礎科目については，それぞれの学科で修得すべき単位（応用生物科学科：6単位，生物環境科学科：  

6単忙，牛命機能科学科：6単忙を短大等での既修得単仰で一括認定する。ただL，牛命機能科学科において  

生物化学は認定対象科目としない。  

3 守門科目  

（1）応用生物科学科では，専門科目のうち紳物生理学〔2単位），遺伝学（2単位），帖物病≡埋草T〔2単位），  

フィールド科学展罷業習Ⅲ（1単位），生物学実験（1単イ、1り，応用化学実験（1単什），果樹園芸学（2単  

位），応用生物学実験（1単位），を修得したものとし，短大等での既修得単位で 一柿認定する。  

このほかの守門科目については，学科の申合せに従い，短大等での既修得単仰のうち10単忙を上附こ修得  

単位として認定することができる。   

（2〕牛物環境科学科では，弔Pl」科目のうち牛物環境保全学概説〔2単忙），贅源循環年席学概説（2単位），  

地域社会開発学概説（2単位）を修得したものとし，短大等での既修得単位で 寸舌認定する。さらに，所属  

するコースにおいて次の市PL悍卜目について修得Lたものとし，短大等での既修得単忙で一括認定する。  
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イ 生物環境保全学コース：実験生物環境保全学（2単位），実験水気困環境学（2単位）  

ロ 資源循環生庫学コース：環境保全型農業論（2車枠上：枚培環境制御学〔2単忙〕，農業牛舵機械学（2  

単位），生物科学実験実習〔2単位），フィールド科学某確実習T（1単位），フィールド科草某滞宗田口  

（1単位〕  

ハ 地域‡土空間光学コース：地域汽源論（2単位），人常盲生熊草（2単位），地域ビジネス開発論（2単位），  

フィールドワーク拭礎偶習（1単什），フィールド科学展確実習1（1単†、一．り  

このほかの専門科目については，各コースの申合せに従い，短大等での既修得単位のうち生物環境保全  

学コース1む酎位，贅源循環生種芋コース8単†転 地域社会開発学コース10単位を上限に修得単位とLて  

認定することができる。  

（3）牛命機能科学科では，生命化学概説〔2単什〕，食指科学概説（2単位）を修得したものとし．短大等で  

の既修得単位で 一桁認定する 。このほかの専門科目については，学科の申合せに従い，短大等でm既修得単  

位のうち16単イl：仁を⊥随＝こ修得単忙として認定することができる。   

（雑 則）  

窮3条 この内別に定めるもののほか，認定に必要な■j持和ま，農学部教授会において定める。  

附 則  

二の内規は，平成16イド4月1日から施行する。  

附 則（平成17牢7月6日改正）  

二の内規は，平成17隼7月6日から施行し，平成17年4月1日から適用する。  

附 則（平成20牢2月6日改止）  

ニの内規は，平成20隼4月1日から施行する。  

附 則（平成23牢12月7日改止）  

ニの内規は，平成飢隼4月1日から施行する。  

附 則（平成27牢3月20日改止）   

1 この内規は，平成27隼4月1日から施行する。  

2 平わ長27年3月31日において現に在学する編入学者については，なお従前の例に上る。  

附 則（平成30イド2月14日改正）  

1 ニの内規は．平成30年4月1日から施行する。  

2 平成30叶3月31日において現に在学する編入学生については，なお従前の例による。  
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7 佐賀大学農学部における履修科目として登録できる  

単位数の上限等に関する内規  
〔平成25年1月23日制定）  

（趣 R）  

萌1負 性耶大学農学部学年の履修科目とLて韮録できる単什数の上限等については，性門大学学則（平成16年4月   

1日制定）及び件賀大学農学部斤別宴斜［則（平成16隼4月1日制定）に定めるもののほか，この内規の定めるところ  

による。  

（登録単位数の対象校薬科H）  

萌2貴 職借料目とLて登録できる単位数（以下「登録車位数」という。）の対象とな引受業科目は，性椚大学及び   

他大学1享で履修する卒業要件として修得すべき授業料Hとする。ただし，休日及び佐賀大学が定める休業日におい   

て開講する授業科目は．登録車什数の対象としない。   

（登録単位数の上限）   

窮3条 登録車什数の上口跡ま，学科・年次・学期ごとに，次の表に掲げるとおりとする。ただし，最終牢次について  

は登録単位数設定の対象としない。  

卒業蛮性  1 年 択  2 年 次   3 年 次  
学 科  

単位数                 前学期   後学期   前学期   後学期  前学期  後学期   

生物資源  
12 6   22   22   22  2 2   2 2   2 2   

科学科  

2 編入学生については，づ分の問，登録単位数設定の対象としない。  

（発振単忙放の特例）   

節4条 約集の規定にかかわらず，学期末にづ詩学期の成踊傾牒誹として認定を葺けた学生については，申請するこ   

とに上り，翌学期において韮録単什数の上限を超えて闇値科目を茸録することができる。   

（成照債良昔の認届）  

萌5粂 前・条の成績愕良者は，各学期において20単什以上を修得L，かつ，当該学期のGPA計算期目のGPA怖が   

2．5以上のポ‾とナる。  

2．成純優良者として認定した学牛には，その旨を科学期の終了時にi郎口十る。   

（登録単位数の上限を超えて常緑できる単位数）  

窮6条＋窮4条の成絹憶良者が登録単忙放の⊥限を超えて帽値鞘目を登録できる単忙放は，3単位以下とする。   

（雑 則）   

第7条 この内別に定めるもののほか，登録単忙放の上限等に問L必要な■f主項は，学部長が定める。  

附 則  

二の内規は，平成25隼4月1日から施行し，平成25年度の入学生から適用する。  

附 則（平成31牢3月7日改止）   

1 この内規は，平成31隼4月1日から施行し，平成31隼度の入学生から適用する。  

2 平成31年3月31日において現に在学十る者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編入   

学又は再入学する㌔‾については，な二首従前の例による。  
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8 留学先大学における修得単位の認定についての申合せ   

Ⅰ 学部学生  

1 この申合せは，「任那大学芋則第23条」，「佐門大学芋年女流に問する規程第8条」及び「農学部学生の分属及   

び卒業研究に関する内規」による単位の認定について必要な事項を定める。   

2 単仰の認定は，醐単位を超えない範囲で次の方法により行うことができる。   

（1）必幡，選択必修及び選択料Hげ）単位に認定する場合は，本学部の授業料Hに読み市える。   

（2〕（1）以外の科目の場合は．修得Lた大学の授業科目を原語又は英語名で認定する。   

（3）評†佃こつt・、ては，本学の評価某嘩に準じて行う。   

（4〕（2）で認定Lた科目の単位については，自由科目の単什として卒業に必要な単位数に含めることができる．。   

3 単位の認定を希望する署‾は，留学前及び帰国後に次の君踊を錯学部教務匝づ署へ提■■11しなければならない。   

◇留学前   

（1）・勧学♪定イ持）本草における履修状況  

（2〕摺竿先で履修Lようとする授業料目  

（3）必幡，選択必修及び選択料目については，授業料Hの内容がわかる質料   

◇帰国後   

（4）単位認定閏月   

（引 単位の認定に必要な成績証朋書又は単位修得証明書   

（6）卒業論文については，当該コースの単位認定郎  

4 認定された授業料目等の学籍原滞への記録は，次の方法に上り行う。  

（1） 2げ）（1）により認定された授業料Hは，＊印を付して記録する。  

（2〕 2の（2）に上り認定された授業料目は，摺竿先大学名を付して記録する。  

u 大学院学生  

1 ニの申合せ亡も「件：賀大学大学院学則箭トl集」，「佐賀大学学生交流に関する規f【一！節2′1集」及び「件：賀大学大学   

院農学研究科履修甜則萌3条」に上る単位の認定について必要な■】i二項を定める。   

2 単位の認定は，10単位を超えない範岡で次の方法により行うことができるゎ   

（1〕必修単忙に認定する場合は，本研究科の授業科目に読み替える。   

（2）（1）以外の科目の場合は，修得した大学町授業料Hを原語又は英語名で認定する。  

（3〕評価については，本学の評価應準に準じて行う。  

（4）（2）で認定した科目の単位については，課軋リl害了に必要な単位数に含めることができる。   

3 単位の詔雇を希望する者は，留学前及び小利：軒後に次の書類を農学部教務担当者に提出Lなければならない。   

〈〉留学前  

（1〕摺草子定着の本学における斤引l書状況  

（2）・封学先で履修しようとする授業料H   

（3〕必修科目については，授業科目の内扉がわかる韓杵   

〈〉帰国後  

（4〕単作認定願書  

（5）単位の認定に必要な成績証明了t巨又は単位修得証明習  

なお，牛脚」研究の単什は，当該コースが認定するものとする。  
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4 認定された授業料H竿の記録は，砕この方法により行う。   

（1〕 2の（1）に上り認定された授業料目は，＊印を付Lて記録する。   

（2） 2げ）（2）により認定された授業料Hは，留学先大学牙，を付して記録するゎ  

附 則   

この申合せは．平成16年4月1日から施行する。  

附 則（平成1糾二1月23日改正）   

この申合せは．平成1日年1月23日から施行し，平成17年4月1日から適用する。  

附 則（平成22イド3月22日改正）  

1 ニの申合せは，平成22年4月1日から実施する。  

2 平成22叶3月31日において現に在学する甘（以下「在学昔」という。）及び在学昔の属する年次に転入学又は付   

入学する者については．なお従前の例に上る。  

附 則（平成26イド9月10日改正）   

この内別は，平成26牢9月10日から施行L，平成26年4月1日から適用する。  

附 則（平成3叫二3月6日改正）   

この申合せは，平成30年3月6日から施行する。  

附 則（平成31隼3月7日改正）  

1 ニの申合せは，平成31年4月1日から施行十る。  

2 平成31叶3月31日において現に在学するイ千（以下「在学昔」という。）及び在学・賞‾の属する隼次に転入学，編入   

学又は再入学する者については，なお従前の例に上る。  
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Ⅷ 講義室な ど の配置図  

※ 他学部等の配置図は，学生便覧又は全学教育機構の時間割で確認して下さい。   
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